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vi 序章  はじめに
JRun 製品のラインナップ製品のラインナップ製品のラインナップ製品のラインナップ

JRun は、 Sun Microsystems の最新のサーブレッ ト /JSP および EJB 仕様をサポート する
Java アプリ ケーシ ョ ン  サーバーです。 JRun には、 次のエディシ ョ ンがあ り ます。

最新の価格情報については、 国内総販売元である  (株) アイ ・ ティ ・ フロンティアに
お問い合わせく ださい (株式会社シリ ウスは、 2001 年 4 月に株式会社アイ ・ ティ ・ フロン
ティ アに社名変更いたしました )。

エディシ ョ ンエディシ ョ ンエディシ ョ ンエディシ ョ ン 説明説明説明説明 価格価格価格価格

Developer 版 Web 開発および EJB/JMS/JTA をサポート
しており、 JRun JDBC ド ライバを含みま
す。無制限の JVM (Java Virtual Machine)
数、 およ びサーブ レ ッ ト 、 JSP、 EJB
(Enterprise JavaBeans) の 3 つの同時接
続数が許可されています。

Web アプリケーシ ョ ンおよ
び EJB の非営利目的の開発
/テス ト用のライセンスであ
り、無償で入手できます。ア

プ リケーシ ョ ンの公開を目

的と した使用は許可されて

いません。

Professional 版 Web 開発のみをサポート しています。
JRun Professional 版では、JVM 数、およ
びサーブレッ ト /JSP (JavaServer Pages)
の同時接続数はいずれも無制限です。

営利目的の公開用のライセ

ンスで、 CPU 単位のライセ
ンスとなります。 

Advanced 版 Allaire ClusterCATS を使用する HTTP
ベースのロード  バランス機能およびフェイ
ル オーバ ソフト ウェアが含まれています。
Web 開発をサポート しており、JRun JDBC
ド ライバを含みます。 JRun Advanced 版
では、JVM 数、およびサーブレッ ト /JSP
の同時接続数はいずれも無制限です。

営利目的の公開用のライセ

ンスで、 CPU 単位のライセ
ンスとなります。

 Enterprise 版 Allaire ClusterCATS を使用する HTTP
ベースのロード  バランス機能およびフェイ
ルオーバ ソフト ウェアが含まれています。
Web 開発、 EJB、 JMS (Java Messaging
Service)、JTA (Java Transaction API)、お
よび JRun JDBC ド ライバをサポート し
ています。 JRun Enterprise 版では、 JVM
数、サーブレッ ト、 JSP、 および EJB の
同時接続数はいずれも無制限です。

営利目的の公開用のライセ

ンスで、 CPU 単位のライセ
ンスとなります。

Studio 版 HomeSite HTML エデ ィ タに基づいた統
合 JSP 開発環境です。 JRun サーバーは
含まれていません。

価格はライセンス単位です。
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開発者リソース開発者リソース開発者リソース開発者リソース

(株) アイ ・ ティ ・ フロンティアでは、 開発者の教育、 テクニカル サポートなどのサー
ビスにより カスタマ サポート を充実させており ます。 以下にご紹介する  Web サイト で
は、 すべてのオンライン  リ ソースにすばやく アクセスできます。 次の表に、 このよう な
オンライン  リ ソースにアクセスできる  Web サイト の URL を示します。

リソースリソースリソースリソース 説明説明説明説明

(株 ) アイ ・ テ ィ ・ フロンテ ィア JRun 
のサイ ト

http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/

JRun の詳細な製品情報および関連ト ピック

Allaire 社 Web サイ ト
www.allaire.com

開発元である Allaire 社のサイ ト

JRun に関する情報
www.allaire.com/products/jrun/

JRun に関する詳細な製品情報と関連ト ピック

開発者コ ミ ュニテ ィ

www.allaire.com/developer
JRun による開発に必要な最先端の情報を提供す
る、オンライン ディスカッシ ョ ン グループ、知識
ベース、 技術文書などのあらゆるリソース

JRun 開発者センター
www.allaire.com/developer/
jrunreferencedesk/

サーブレッ ト  リソース、 開発のヒン ト、 記事、 文
書、 ホワイ ト  ペーパーに関する情報を一括掲載

JRun サポート  フォーラム
forums.allaire.com/jrunconf

Allaire オンライン  フォーラムでは豊かな経験を持
つ JRun 開発者と連絡をと り 、 JRun に関連した数
多 くのト ピッ クについてメ ッセージを書き込んだ

り、 回答を得ることができます。 
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JRun 文書の概要文書の概要文書の概要文書の概要

JRun 文書は、 JSP 開発者、 サーブレッ ト 開発者、 EJB ク ライアント 開発者、 EJB 開発者、
システム管理者を含むすべての JRun ユーザにサポート を提供するこ とを目的と して
います。印刷物で提供されている場合でも、オンラインの場合でも、必要な情報を速やかに
探し出せるよ う に構成されています。 JRun オンライン文書には、 HTML 形式と  Adobe
Acrobat ファイル形式があり ます。 

印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト

JRun の文書セッ トには、 次の文書があ り ます。

オンライン文書オンライン文書オンライン文書オンライン文書

Allaire 社では、 JRun の全文書のオンライン版を  Adobe Acrobat (PDF) ファ イルで提供
しています。 PDF ファイルは JRun CD-ROM に含まれ、 既定では JRun /docs/pdf ディ レ
ク ト リにインス トールされます。 JRun 管理コンソールの ト ップ ページにある製品の
文書へのリ ンクをク リ ッ クする と、 これらの PDF ファ イルにアクセスできます。

また、これらの PDF ファイルは、Allaire 社の Web サイト  (www.allaire.com/documents) か
らダウンロードすること もできます。

文書文書文書文書 説明説明説明説明

『JRun セッ トアップ
ガイ ド 』

JMC を使用した JRun のインス トール、 設定、 および管理に
ついて説明します。

『JRun による
アプリケーシ ョ ンの開発』

Javaサー ブ レ ッ ト、 JavaServer Pages、 お よ び Enterprise
JavaBeans から構成される Web アプリケーシ ョ ンの開発方
法について

説明します。

『JRun サンプル ガイ ド 』 サーブレ ッ ト、 JavaServer Pages、 Enterprise JavaBeans の
コード  サンプルおよびサンプル アプリケーショ ンを提供します。

『JRun タグ ライブラリ
リ フ ァレンス』

JRun タグ ライブラリの JavaServer Pages (JSP) カスタム タ
グについて説明します。

『JRun 拡張設定ガイ ド 』 ISP、 ISV、 および OEM カスタマ用の JRun のインス トール、
使用、 設定に関する情報があります。

『JRun JSP クイ ッ ク  
リ フ ァレンス』

JavaServer Pages (JSP) のデ ィ レクテ ィ ブ、 アクシ ョ ン、 お
よびスクリプ ト要素の簡単な説明と構文が記載されています。

『JRun Version 3.1 機能
および移行ガイ ド 』

JRun バージ ョ ン 3.1 の機能と、 既存のアプリケーシ ョ ンを
バージ ョ ン 3.1 に移行する方法について説明します。

『JRun タグ ライブラリ
クイ ッ ク  リ フ ァレンス』

JRun タグ ライブラリの JavaServer Pages (JSP) カスタム タ
グの簡単な説明と構文について記載されています。
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その他のリソースその他のリソースその他のリソースその他のリソース

本書で扱っている ト ピッ クの詳細については、 次のリ ソースも参照して ください。

書籍書籍書籍書籍

サーブレッ ト とサーブレッ ト とサーブレッ ト とサーブレッ ト と  JavaServer Pages
『Java Servlets』 Karl Moss 著、

McGraw Hill 刊、 1999 年、
ISBN: 0071351884

『Java Servlet Programming (Second 
Edition)』

Jason Hunter、 William Crawford 著、
O'Reilly & Associates 刊、 2001 年、
ISBN: 0596000405

『Core Servlets and Java Server 
Pages』 

Marty Hall 著、
Prentice Hall 刊、 2000 年、
ISBN: 0130893404

『Inside Servlets: Server-Side 
Programming for the Java Platform 
(Second Edition)』

Dustin R. Callaway 著、
Addison-Wesley 刊、 2001 年、
ISBN: 0201709066

『Web Development with JavaServer 
Pages』

Duane K. Fields、 Mark A. Kolb 著、
Manning Publications Company 刊、 2000 年、
ISBN: 1884777996

Enterprise JavaBeans
『Mastering Enterprise JavaBeans 
and the Java 2 Platform, Enterprise 
Edition』

Ed Roman 著、
John Wiley & Sons 刊、 1999 年、
ISBN: 0471332291

『Enterprise JavaBeans』 Richard Monson-Haefel 著、
O'Reilly & Associates 刊、 2000 年、
ISBN: 1565928695

『Applying Enterprise JavaBeans: 
Component-Based Development for 
the J2EE Platform』

Vlada Matena、 Beth Stearns 著、
Addison-Wesley Pub Co 刊、 2000 年、
ISBN: 0201702673
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オンラインオンラインオンラインオンライン リソースリソースリソースリソース

Enterprise Java プログラ ミングプログラ ミングプログラ ミングプログラ ミング

『Professional Java Server 
Programming J2EE Edition』

Danny Ayers 他著、
Wrox Press 刊、 2000 年、
ISBN: 1861004656

『Designing Enterprise Applications 
with the Java 2 Platform, Enterprise 
Edition』

Nicholas Kassem 著、
Addison-Wesley 刊、 2000 年、
ISBN: 0201702770
(java.sun.com/j2ee/download.html#blueprints から
無償でダウンロードできます。 )

『Building Java Enterprise Systems 
with J2EE』

Paul Perrone、Venkata S.R. "Krishna" .R. Chaganti 著、
Sams 刊、 2000 年、
ISBN: 0672317958

『J2EE: A Bird's Eye View (e-book)』 Rick Grehan 著、
Fawcette Technical Publications 刊、 2001 年、
ISBN: B00005BAZV

Java servlet API java.sun.com/products/servlet

JavaServer Pages API java.sun.com/products/jsp

Enterprise JavaBeans API java.sun.com/products/ejb/

Java 2 Standard Edition API java.sun.com/products/jdk/1.3/docs/api/
index.html

Servlet Source www.servletsource.com

JSP Resource Index www.jspin.com

Server Side www.theserverside.com

Dot Com Builder dcb.sun.com

Servlet Forum www.servletforum.com
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お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先

販売元販売元販売元販売元 株式会社アイ ・ ティ ・ フロンティア
シ リ ウス事業部

電話 : 03-5562-4099
Fax : 03-5562-4070

http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/
E-mail : jrunsales@sirius.co.jp 

(株式会社シ リ ウスは、2001 年 4 月に株式会社アイ ・ティ ・
フロンティアに社名変更いたしました )

テクニカルテクニカルテクニカルテクニカル 
サポートサポートサポートサポート

Allaire 社では、 電話および Web による幅広いサポート  オプ
ショ ンを提供しています。 テクニカル サポート  サービスに
ついては、 http://www.allaire.com/support/ をご覧く ださい。

JRun サポート  フォーラム  (http://forums.allaire.com) へは、
いつでも投稿できます。
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第 1 章

OEM リソースリソースリソースリソース
この章の説明は、 JRun 3.1 用の OEM リ ソース  キッ ト を対象と しています。 使用して
いる  OEM リ ソースのビルド番号は、 global.properties ファ イルの jrun.version プロ
パティで確認して ください。

OEM リ ソースには、 OEM 先を対象と した JRun のインス トールおよび設定をカスタ
マイズするファ イルが含まれており、 OEM 製品と  JRun をスムーズに統合できます。
OEM リ ソ ースを構成するファ イル セッ ト は、 Allaire 社の  Web サイ ト  
http://www.allaire.com/partners/oem/jrun/ からダウンロード可能です。 この章では、
OEM ファ イル グループのアーキテクチャ と 、アプリ ケーショ ンに  JRun を組み込む
際に  一般的な  OEM によって実行される作業について説明します。

メモメモメモメモ

この章の内容は、事前の通知なしに変更する場合があり ます。 JRun OEM キッ ト および
本書に関する最新の リ リ ース情報については、 http://www.allaire.com/partners/
oem/jrun/ を参照して ください。

目次目次目次目次

• OEM リ ソースについて............................................................................................... 3

• ファ イル グループの概要 ............................................................................................ 6

• JRun インス トールのカスタマイズ ............................................................................ 8

• 複数の JRun インスタンスのインス トール .............................................................. 16

• Web アプリ ケーシ ョ ンのカスタマイズ ................................................................... 19

• Web アプリ ケーシ ョ ンの制御 .................................................................................. 28

• JRun プロパティのカスタマイズ .............................................................................. 30

• JRun の組み込み ........................................................................................................ 35

• 外部 Web サーバーへの JRun の接続........................................................................ 40
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• JRun サーバーの追加と削除 ..................................................................................... 47

• JMC の拡張................................................................................................................. 58

• 終了ハンド ラの使用 .................................................................................................. 61
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OEM リソースについてリソースについてリソースについてリソースについて

OEM リ ソースは、ご使用のアプリ ケーショ ンの一部と して  JRun を統合する際に役立ち
ます。 これらのリ ソースを使用して、 JRun をコンパイルしてアプリ ケーショ ンに
バンド ルし 、 ユーザが実行するイ ンス ト ールおよび設定をカスタ マイ ズできます。
Allaire で定義されている  OEM には基本的に 2 つの種類があり 、 ユーザへの対応が
次のよ う に異なり ます。

• JRun をソフト ウェアと は別にインスト ールおよび操作するよ う ユーザに要求する
OEM ベンダ

• ユーザに対して透過的に JRun をインス トールおよび操作する  OEM ベンダ

一般的に、 OEM リ ソース とは後者のこ とを指します。 OEM の顧客が、 顧客のアプリ
ケーショ ンと はまったく 異なるアプリ ケーショ ンと して  JRun を使用する場合、 『JRun
セッ ト アップ ガイド 』 の手順に従って操作できること が多いためです。 このガイドでは、
JRun のインスト ール、 設定、 および JRun サーバー上での Web アプリ ケーショ ンの
公開について説明しています。

組織によっては、この 2 種類の OEM の特長を併せ持っている場合があり ます。たとえば、
JRun のイ ンス ト ールはユーザに対し て透過的に行い、サーブレッ ト  エンジンのパ
フォーマンスの調整や管理については、 JRun 管理コ ンソ ール ( JMC) を使用し て
ユーザ自身が行 う よ うに要求するこ とがあ り ます。

OEM ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件

JRun のインス トールを変更して独自のインス トール ファ イルを生成するには、 次の
表に示す最低限のシステム要件を満たしている必要があ り ます。

プラッ ト フォームプラッ ト フォームプラッ ト フォームプラッ ト フォーム 必要条件必要条件必要条件必要条件 URL
UNIX GNU make

Windows InstallShield 6.2 以降のバージ ョ ン
Web (PFW) 3.0 以降のバージ ョ ン
のパッケージ

CYGNUS の Cygwin 

www.installshield.com
www.installshield.com
www.cygnus.com
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 JRun OEM 版と製品版の相違点版と製品版の相違点版と製品版の相違点版と製品版の相違点

JRun 3.0 の製品版と  OEM 版では、 いく つかの相違点があり ます。 OEM 版では省
スペースおよび再配布に重点を置いているため、 製品版の JRun に含まれている内容
の一部が含まれていません。 製品版をインス トールした場合は、 インス トールした

OEM に製品版から必要なファイルをコピーできます。 次の表は、 OEM 版と製品版の
違いを示します。

リソースリソースリソースリソース OEM 版版版版 製品版製品版製品版製品版

コンパイル済み

コネクタ  
コネクタのソース コードが含まれて
いますが、 すべてのコンパイル済み

コネクタのバイナリが含まれている

わけではありません。

すべてのコンパイル済みコネクタ

のバイナリが含まれています。

サポー ト されていないプラ ッ ト

フ ォームのコネク タ が必要な

場合は、ソース  コード を使用して
コネクタ をコンパイルできます。

お持ちのコネク タ のコ ンパイル

については、『JRun セッ トアップ
ガイ ド 』 を参照して ください。

サンプル 一部のサンプル コードやデモ アプ
リケーシ ョ ンは含まれていません。

すべてのサンプル コード とデモ
アプ リケーシ ョ ンが含まれてい

ます。

文書 付属の文書が含まれていません。

文書は Allaire 社のWeb サイ ト
(www.allaire.com/documents) から
ダウンロード できます。

すべての文書が含まれています。

JRE 
(Java Runtime 
Environment) 

JRE が含まれていません。 JRE の
選択およびインスト ールについては、

JRun セッ ト アッ プ  ガイド 』 を参照
して ください。

JRE が含まれています
(Windows のみ )。
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OEM コンポーネン トコンポーネン トコンポーネン トコンポーネン ト

次の表は、 OEM で使用許諾されるコンポーネン トの組み合わせと コンポーネン トの
サイズの概算を示します。

上記のサイズは、 関連する  JAR ファ イルの合計に基づく概算です。 これには、 文書や
サンプル アプリ ケーシ ョ ンは含まれていません。

詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

製品のライセンス、価格、サポート、 ト レーニング、 コンサルティングなど、 OEM と
ホスティングについては、 xiページの 「お問い合わせ先」 を参照して ください。

コンポーネン トコンポーネン トコンポーネン トコンポーネン ト サイズサイズサイズサイズ (概算概算概算概算 )
JSP/サーブレッ ト  サーバー 1 MB

EJB ト ランザクシ ョ ン サーバー (JTA) 300 KB

EJB ト ランザクシ ョ ン サーバーおよび
メ ッセージ サーバー (JTA/JMS)

500 KB

完全なサーバー (サーブレッ ト /JSP/JTA/JMS) 2 MB

Allaire ClusterCATS 6 MB



6 第 1 章 OEM リソース
ファイルファイルファイルファイル グループの概要グループの概要グループの概要グループの概要

Allaire 社の  OEM リ ソ ースでは、 makefile スク リ プト 、 /installers ディ レク ト リ 、
および /dist ディ レク ト リ が提供されています。 これらのリ ソ ースは、 Windows の
場合は jrun-31-win-oem-us.zip、UNIX の場合は jrun-31-unix-oem-us.tgz の各ファ イル
から解凍されます。

次の表では、 OEM リ ソ ースに含まれるファ イルおよびディ レク ト リ について説明
しています。 OEM 契約によっては、 この情報が異なる場合があ り ます。

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ ファイルファイルファイルファイル グループグループグループグループ 説明説明説明説明

/ README-KIT.txt OEM リ ソースに関する最新の注意事項が含まれて
います。 作業を進める前に、 必ずこのフ ァイルを

お読みください。

/DIST /core
/core-props
/core-unix
/core-x86

コンポーネント に依存しない JRun コア  ファイルが
含まれます。

/core には、JNDI、メール、JDBC JAR ファイルなどの
JRun ファイルが含まれます。
/core-props には、JRun サーバーの既定プロパティ
ファイルおよび global.properties が含まれます。
/core-unix および /core-x86 には、プラッ ト フォーム
固有のファイルが含まれます。

UNIX へのインス トールでは、 /core、 /core-props、
および /core-unix を使用します。
Windows へのインストールでは、 /core、
/core-props、 および /core-x86 を使用します。

/ejipt
/ejipt-props　
/ejipt_samples

JRun の EJB (Enterprise JavaBeans) および JMS
(Java Messaging Service) コンポーネン トのフ ァ
イルが含まれます。

/jrun　
/jrun-props

サーブレ ッ ト  コンポーネン ト に加え、 プラ ッ ト
フォームに依存しないコンポーネント およびコネ

ク タ が含まれます。 /jrun-props には、 JRun プロ
パティ  フ ァ イルが含まれます。 インスト ール後、
これらのプロパテ ィ  ファイルに格納された情報が
コ ア フ ァ イル グループに格納されている情報に
連結されます。
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/dist ディレク ト リの各ファイルセッ トには、ディ スクに書き込まれるファイルのサブ
セッ ト が含まれています。 makefile によって、 構築中にこ れら のツリ ーが  1 つの
ツリ ーに配置されます。 ファ イルを追加するには、 そのファ イルをファ イルセッ ト

ディ レク ト リの 1 つに配置するか、makefile に新規のファイルセッ ト  ディ レク ト リ を
追加します。 

製品版 JRun からネイティ ブ コネク タなどの必要な非 Java ファ イルを入手し、手作業で
このキッ トに配置するこ と もできます。 

/jrun-aix　
/jrun-apidoc
/jrun-hpux　
/jrun-solaris　
/jrun-x86　
/jrun-x86-linux　

ネイティ ブ  コネクタ 、ライブラリ 、フィ ルタなどの
プラ ッ ト フ ォーム固有のフ ァ イルが含まれます。

一部の UNIX ファ イル グループの場合、 該当する
プラ ッ ト フ ォ ーム対応のコ ンパイラが含まれる

こと もあり ます。

/jrun-manuals　 Windows のみ。空のディ レク ト リで、PDF 形式の
JRun 文書セッ ト を格納するように設定できます。

/jsp　 JSP コンポーネント が含まれます。JSP サポート が
不要な場合は、このファ イル グループを削除して
く ださい。

/web-apps JMC および既定の JRun アプリ ケーショ ン用の
WAR ファイルが含まれます。

/installers　 /JRun 3　
/JRun 3 DemoShield
/JRun 3 Web 
DemoShield　

InstallShield を使用して Windows へのインスト ールを
行う場合に必要なファイルがすべて含まれています。 

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ ファイルファイルファイルファイル グループグループグループグループ 説明説明説明説明
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JRun インストールのカスタマイズインストールのカスタマイズインストールのカスタマイズインストールのカスタマイズ

次に示すいく つかの方法で、 JRun のコンパイルおよびインスト ールをカスタマイズ
したり 、 独自の Web アプリ ケーショ ンをカスタマイズするこ と ができます。

• makefile のカスタマイズ makefile を使用する と、よ り簡単にカスタム  アプリケー
シ ョ ンを  JRun インス トールに組み込み、ファ イル グループを再構成できるよ うに
なり ます。 詳細は、 9ページの 「makefile のカスタマイズ」 を参照して ください。

• インストール ファイルの変更 JRun では、 InstallShield (Windows 用 ) および
シェル スク リ プト  (UNIX 用 ) の  2 種類のインスト ーラ を使用して、 ファ イルを
顧客のコンピュータにコピーします。 Linux も含め UNIX の場合はすべて、 1 組の
シェル ス ク リ プ トが使用されます。 UNIX および Windows 環境における インス
トール手順については、 10ページの 「UNIX JRun インス トーラの構築」 および
13ページの 「Windows JRun インス トーラの構築」 を参照して ください。

• JRun プロパテ ィ  ファイルの変更 製品版 JRun のインス トールでは、 管理者パス
ワード 、ポート 番号、 JDK/JRE などの設定パラメ ータに関するプロンプト がユーザに
対して表示されます。 これらの設定値はすべて  JRun プロパティ  ファ イルに保存さ
れます。 ユーザは PropertyScript ユーティ リ ティ を使用して、 顧客に通知せずに
JRun プロパティファ イル内の JRun の設定を変更できます。
PropertyScript ユーティ リ ティの使用方法については、 30ページの 「JRun プロ
パティのカスタマイズ」 を参照して ください。

• 外部 Web サーバーへの JRun の接続 通常、インスト ール プロセスの最終ステップ
では、 コネク タを介して Web サーバーと通信できるよ うに JRun サーバーを設定
します。 製品版 JRun 3.0 のユーザは、 JMC のコネク タ  ウ ィ ザード を使用して、
外部 Web サーバー用のコネク タを設定します。OEM の場合は、ユーザには表示
されない ConnectorInstaller ユーティ リ ティ を使用すること もできます。詳細は、
40ページの 「外部 Web サーバーへの JRun の接続」 を参照して ください。

• OEM アプリケーシ ョ ンの公開 インス トーラに内蔵されている機能を使用して、

Web アプリ ケーシ ョ ンを JRun インス トールに組み込むこ とができます。 詳細は、
19ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンのカスタマイズ」 を参照して ください。

JRun でユーザ設定をカスタマイズする別の方法については、 35ページの 「JRun の
組み込み」 を参照してく ださい。
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makefile のカスタマイズのカスタマイズのカスタマイズのカスタマイズ

Windows と  UNIX のどちらで  JRun イ ンスト ーラ をコンパイルする場合も 、 顧客に
提供するイ ンス ト ール実行パッ ケージ  (イ ンス ト ーラ ) は makefile を使用して生成
されます。こ のインスト ーラでは、カスタム  アプリ ケーショ ンを含めたり 、 JRun の
不要なコンポーネン ト  (JSP サポート、文書、デモ アプリ ケーシ ョ ンなど ) を除外する
こ とができます。 

makefile によって、 /dist ツリ ーからインスト ーラにファイルが組み込まれます。 UNIX
の場合、 makefile は mk-sh-installer を使用してインス トーラをコンパイルします。
Windows の場合、 makefile は InstallShield を呼び出して最終的な実行可能モジュー
ルをコンパイルします。 いずれの場合も、 インス トールの構築に使用するファ イル

ソースは /dist ツ リーです。 /dist ツ リーの内容については、 6 ページを参照して くだ
さい。

makefile は次の make コマンドを使用して呼び出されます。

% make

メモメモメモメモ

Windows ベースのシステムで  make コマンド を使用するには、 CYGNUS の Cygwin
などの UNIX シェル エ ミ ュレータを使用する必要があ り ます。CYGNUS の Cygwin は
http://www.cygnus.com からダウンロード できます。

makefile をカスタマイズする場合、Web アプリ ケーシ ョ ンの追加と削除 (19ページの
「Web アプ リ ケーシ ョ ンのカスタマイズ」 を参照 ) や、 JRun の主要コンポーネン ト
(EJB/JMS サポートなど ) のカスタマイズ (15ページの「JRun コンポーネン トのカスタ
マイズ」 を参照) などの作業を通常行います。 また、 makefile にコンポーネン ト、 ア
プリ ケーシ ョ ン、 その他のファイルを追加したり、 削除する場合には、 インス トール

ス ク リ プ ト  (UNIX) および InstallShield フ ァ イル (Windows) の更新が必要になる こ
と もあ り ます。
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UNIX JRun インストーラの構築インストーラの構築インストーラの構築インストーラの構築

UNIX OEM リ ソ ースでは、 サポート さ れているすべての UNIX プラ ッ ト フォームに
対して 1 つのインス トール スク リプ ト を使用します。

クイッ ククイッ ククイッ ククイッ ク  スタートスタートスタートスタート

このセクシ ョ ンの手順に従って、まった く変更を加えずに UNIX JRun インス トーラを
構築します。以降のセクショ ンでは、Web アプリ ケーショ ンやコンポーネント の追加と
削除を行ったり 、 イ ンスト ール自体を変更できるよ う に  JRun をカスタマイ ズする
方法について説明します。

UNIX JRun インストーラを構築するにはインストーラを構築するにはインストーラを構築するにはインストーラを構築するには

1 ディ レク ト リに jrun-31-unix-oem-us.tgz を解凍します。 次に例を示します。

% mkdir jrun-kit　
% gunzip <jrun-31-unix-oem-us.tgz | (cd jrun-kit; tar xf -)

2 make コマンドを実行します。 次に例を示します。

% cd jrun-kit/dist　
% make -i jrun-31-unix-us.sh

構築プロセスについて構築プロセスについて構築プロセスについて構築プロセスについて

makefile は、 要求された JAR フ ァ イル、 WAR フ ァ イル、 ラ イブラ リ、 および /dist
ツ リー内のプロパテ ィ  フ ァ イルを検証します。 次に mk-sh-installer を呼び出し、
sh-install および残 り のコンポーネン ト をス ク リ プ ト  ファ イルに挿入して、 インス
トール ファ イルを構築します。 次の図はこのプロセスを示しています。
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ユーザが jrun-31-unix-us.sh ファイルを実行して JRun をインスト ールすると 、sh-install
は最初のプロンプト を表示し、 続いてすべての JRun ファイルをユーザのディ スクにコ
ピーします。 sh-install は制御を  /bin/install に渡し、 JRun サーバー、 EJB エンジン、
JVM 設定などの残りのユーザ プロンプ トでインス トールおよび設定を完了します。

次の表は、 ファ イルごと のユーザ プロンプト の一覧です。 こ の一覧を参考にして、
さまざまなインス トーラ  プロンプ トの検索、独自のプロンプ トの追加、不要なプロン
プ トの削除、 および既存のプロンプ トの変更を迅速に行 う こ とができます。

javadocs の構築時にエラーが発生する場合があ り ますが、 これらのエラーは無視して
かまいません。

インス トールインストールインストールインストール スクリプ トのパッケージスクリプ トのパッケージスクリプ トのパッケージスクリプ トのパッケージ

標準の UNIX インス トール スク リプ ト を構築する際に、 makefile は mk-sh-installer
を呼び出し ます。 これによ り 、 JRun イ ンス ト ール スク リ プト  (*.sh) が作成さ れま
す。 makefile を使用せずに mk-sh-installer を呼び出すこ と もできます。 この場合、
mk-sh-installer は変更済みファイルを含む JRun インスト ール スク リ プト のパッケージ
を作成します。このスクリ プト は/installers ディ レク ト リ内にあ り、jrun-31-unix-us.sh
と呼ばれます。

mk-sh-installer スク リプ トでは、 次の構文が使用されます。

mk-sh-installer script-file core-directory servlet-directory 　
ejb-directory output-file [compressor] [compressor_path]

ファイルファイルファイルファイル ユーザユーザユーザユーザ プロンプ トプロンプ トプロンプ トプロンプ ト

/installers/sh-install ライセンス契約の承認

JRun インス トール ディ レク ト リ
インス トールのタイプ (標準 /カスタム ) 
およびインス トールするコンポーネン ト

/dist/core-unix/bin/install JRE または JDK の選択
JRun ライセンス キー
JRun の管理者ユーザ用パスワード
JMC Web サーバー ポート
ニュースレターまたは通知の受信 
(名前および電子メール アドレスの入力を要求 )
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次に、 引数の簡単な説明を示します。

サイレン トサイレン トサイレン トサイレン ト  インス トールインス トールインス トールインス トール オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用

UNIX システムでは、 JRun OEM 版のサイレン ト  インス トールを実行できます。 イン
ス ト ールの処理方法を決める  2 つのスイ ッ チをイ ンス ト ール スク リ プト 内で設定
できます。 設定可能なオプショ ンは次のと おり です。

• SILENT

スク リプ ト をサイレン ト  モードで実行するよ うに指示します。 サイレン ト  モード
では、 プロンプ ト が画面に表示されません。 このオプシ ョ ンを設定する場合は、
NOPAUSE も設定するか、 ファ イルからの入力をイ ンス ト ール スク リ プト に転送
する必要があり ます。 NOPAUSE の設定も イ ンス ト ール  ス ク リ プト への入力も
行わないと 、 イ ンス ト ール  ス ク リ プト は最初のプロ ンプト で停止し ますが、
ユーザにはスク リプ トが入力待ち状態で停止しているこ とがわか り ません。 

このオプシ ョ ンを有効にするには、 X に設定します。 次に例を示します。

SILENT = "X"

引数引数引数引数 説明説明説明説明 スクリプ トにスクリプ トにスクリプ トにスクリプ トに
格納される際の表記格納される際の表記格納される際の表記格納される際の表記

script-file sh アーカイブを解凍するためにシェル
スクリ プト で使用するテンプレート

INSTALL_SCRIPT

core-directory /dist/core ディ レク ト リの位置 CORE_DIRECTORY

servlet-directory /dist/jrun ディ レク ト リの位置 SERVLET_DIRECTORY

ejb-directory /dist/ejipt ディ レク ト リの位置 EJB_DIRECTORY

output-file 生成された sh アーカイブの名前 OUTPUT_SH

compressor (オプショ ン ) シェ ル スクリ プト を
圧縮するためのコマンド 。スクリプト は、

このコマンド を使用して sh フ ァイルを
構築するときの出力を圧縮します 
（例 : bzip2、 gzip)。
圧縮コマンドを指定しない場合は、

mk-sh-installer は UNIX の compress 
ユーテ ィ リテ ィ を既定で使用します。 

$6

compressor_path　 (オプショ ン ) アーカイブ  ユーティ リ
ティ へのパス。

このオプショ ンは、 汎用 UNIX インス
ト ーラを使用するなど、compress ユー
ティ リ ティ を使用しない場合には必須

です。

DECOMP_PATH
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• NOPAUSE

スク リプ ト を停止せず、ユーザに入力を要求しないよ うに指示します。NOPAUSE を
設定すると 、 JRun のインスト ール時にデフォルト 値が使用されます。プロンプト は
画面に表示さ れますが、 ユーザは値を入力できません。 SILENT スイ ッ チを設定
すると 、 プロンプト を非表示にするこ と ができます。

このオプシ ョ ンを有効にするには、 X に設定します。 次に例を示します。

NOPAUSE = "X"

サイレント  インスト ールの実行時は、ファイル転送を使用してインスト ール プロンプト に
入力できます。 このテクニッ クの例については、 43ページの 「ConnectorInstaller と
ファ イル転送の併用」 を参照してく ださい。

Windows JRun インス トーラの構築インス トーラの構築インス トーラの構築インス トーラの構築

Windows OEM リ ソ ースでは、 InstallShield を使用して  JRun イ ンス ト ーラ を構築
します。

メモメモメモメモ

JRun OEM リ ソースは、 InstallShield 6.2 および Package for the Web バージ ョ ン  3.0
を使用して構築されています。InstallShield 6.0 (および Package for the Web バージ ョ
ン  2.0) を使用している場合は、 アップグレード してから作業を続行する必要があり ます。

クイッ ククイッ ククイッ ククイッ ク  スタートスタートスタートスタート

このセクショ ンの手順に従って、 まったく変更を加えずに Windows JRun インスト ーラを
構築します。以降のセクショ ンでは、Web アプリ ケーショ ンやコンポーネント の追加と
削除を行ったり 、 イ ンスト ール自体を変更できるよ う に  JRun をカスタマイ ズする
方法について説明します。

メモメモメモメモ

Windows イ ンス ト ーラ には、 InstallShield、 Package For the Web、 およ び make
コマンド を使用するための  Cygwin などの UNIX エミ ュ レータ が必要です。詳細は、
3ページの 「OEM ソフ ト ウェアの必要条件」 を参照して ください。
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Windows JRun インストーラをコンパイルするにはインストーラをコンパイルするにはインストーラをコンパイルするにはインストーラをコンパイルするには

1 jrun-31-win-oem-us.zip ファ イルを解凍します。 次に例を示します。

% mkdir jrun-kit　
% cd jrun-kit
% jar xf jrun-31-win-oem-us.zip

2 Z ド ラ イブを OEM リ ソースの場所にマップします。 次に例を示します。

% subst z:　 <JRun の OEM ルート >

InstallShield は、仮想ド ライブ Z を使用してそのファイル グループを見つけます。
つま り、 Windows NT の subst コマンドを使用して、 構築する前に Z ド ラ イブを
JRun の OEM リ ソース  ルートに割り当てておく必要があ り ます。 

メモメモメモメモ

Z などの仮想ド ラ イブから  JRun3.ipr を開 く と、 InstallShield 6.2 によって既定の
メ ディ アが再構築されません。 InstallShield でプロジェク ト を開く と きは、仮想
ド ラ イブ以外のパスを使用してく ださい。

3 makefile 内で InstallShield の変数のパスを正し く 設定します。詳細は、 15ページの
「InstallShield の変数の更新」 を参照してく ださい。

4 make コマンドを実行します。 次に例を示します。

% cd dist
% make jrun-31-win-us.exe

問題が発生した場合は、 14ページの 「構築プロセスについて」 を参照して ください。

構築プロセスについて構築プロセスについて構築プロセスについて構築プロセスについて

makefile (make コマンド の暗黙引数) は、 要求された  JAR、 WAR、 ライブラ リ 、 および
/dist ツ リー内のプロパティ  ファ イルを検証してから  InstallShield を呼び出し、 JRun
実行可能モジュールを作成します。 

InstallShield プロジェク ト  ファイル (jrun 3.ipr) および関連ファイルは /installers/JRun
3 にあ り ます。 /dist ツリ ーのディ レク ト リ は InstallShield プロジェク ト のファイル グ
ループに対応しています。 

makefile ファ イルによって、 InstallShield ディ レク ト リ の  _isres.dll が  /jrun-kit
/installers ディ レク ト リ の _isres.dll のコピーで上書きされます。 makefile を実行する
前に、 _isres.dll ファ イルのバッ クアップを作成して ください。
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次の表では、 /installers ディ レク ト リの内容について説明しています。

InstallShield の変数の更新の変数の更新の変数の更新の変数の更新

makefile 内の次の変数が InstallShield のファ イ ルを参照し ている こ と を確認する
必要があり ます。

• INSTALLSHIELD_DIR 変数は InstallShield 6.2 ディ レク ト リ を参照している必要が
あ り ます。 次に例を示します。

INSTALLSHIELD_DIR=//c/Progra~1/InstallShield/InstallShield
Professional 6.2

• PFTWBIN 変数は Package for the Web 2.0 ディ レク ト リ を参照している必要があ り
ます。 次に例を示します。

PFTWBIN=//c/Progra~1/InstallShield/PackageForTheWeb 2

makefile が PFW の正しいバージ ョ ンを参照しているこ とを確認します。 この参照は、
使用している  InstallShield のバージ ョ ンと一致していなければなり ません。

JRun コンポーネン トのカスタマイズコンポーネン トのカスタマイズコンポーネン トのカスタマイズコンポーネン トのカスタマイズ

JRun の主要コンポーネン トは次の 3 つです。

• サーブレッ ト  エンジン  (必須 )

• JSP エンジン

• EJB/JMS

JSP または EJB/JMS のサポート を削除すること によって、 JRun インス トーラを軽量化
するこ とができます。 ただし、 サーブレッ トは JRun に必要不可欠なコンポーネン ト
なので削除できません。

UNIX および Windows のいずれの場合も 、 コンポーネント を削除するには、 makefile を
編集して適切なフ ァ イルまたはディ レ ク ト リ をスキ ップする よ う に設定し ます。
Windows では、 InstallShield ファ イルの変更が必要になる場合もあ り ます。 不要な
ファイル グループを削除します。 Windows インスト ール用の InstallShield プロジェク ト
では、 ユーザがカスタム  インスト ールを選択した場合に [コンポーネント ] ダイアログ
ボッ クスを編集する必要があり ます。UNIX インスト ーラでは、sh-install を編集します。

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ 内容内容内容内容

/installers/ClusterCATS ClusterCATS PFW フ ァイル

/installers/JRun 3 InstallShield プロジェ ク ト および PFW ファ イル、
フ ァイル グループ定義、 およびその他の JRun 
インスト ール用関連ファイル

/installers/JRun 3 DemoShield JRun DemoShield プロジェク ト  ファイル

/installers/JRun 3 Web DemoShield JRun Demo PFW フ ァイルおよび関連ファイル

/installers/tools DemoShield プレーヤー ファイル
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複数の複数の複数の複数の JRun インスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストール

さ まざまな理由から 、 JRun 3.1 を旧バージョ ンの  JRun と と もにイ ンス ト ールする
こ と が必要な場合があり ます。

• 開発者が Web アプリ ケーショ ンを  3.0 から  3.1 に移行する場合は、両方のバージョ ンで
作業する必要があり ます。 こ の変更については、 『JRun Version 3.1 機能および移
行ガイド 』 を参照してく ださい。

• 顧客の OEM アプリ ケーショ ンで旧バージョ ンの JRun が使用される場合があり ます。

複数のバージョ ンの JRun を実行する場合の最も一般的な問題は、すべての JRun サービスに
固有のポート を選択するこ と です。 このセクショ ンでは、 同じマシンで JRun の 2 つの
バージ ョ ンを実行する方法について説明します。

JRun のインストールのインストールのインストールのインストール

ほと んどの場合、 JRun 3.1 と  JRun 3.0 を同じマシンにインスト ールして同時に実行
できます。 ただし 、 同じバージョ ンの  JRun の複数のコピーを  Windows マシンに
インスト ールするこ と はできません。

次に、 複数のインスト ール バージョ ンが確実に共存できるよ う にする方法について
説明します。

• 新バージョ ンの JRun によって固有のポート 番号のみが要求されるよう に、 JRun 3.0 の
実行中に JRun 3.1 をインス トールします。

• admin JRun サーバーおよび default JRun サーバーの local.properties ファ イルを
編集します。固有のポート番号を  ejb.classserver.port と  ejb.homeport に割り当て
ます。 JRun のポート については、 『JRun セッ ト アップ ガイド 』 を参照してく ださい。

• (Windows のみ) 旧バージョ ンを  NT サービスと して実行している場合は、 JRun 3.1
を  NT サービスと してインスト ールしないでく ださい。 サービス名が同じであるた
め、競合が発生する場合があり ます。ただし、独自の JRun サーバーを追加し、 JRun
のバージ ョ ンによってサーバーを一意に識別する場合は、 両方と もサービス と し
て実行できます。 また、 37ページの 「Windows NT サービス名の変更」 の指示に
従って、 default JRun サーバーの  NT サービス名を変更できます。

旧バージ ョ ンの旧バージ ョ ンの旧バージ ョ ンの旧バージ ョ ンの JRun のインストールのインストールのインストールのインストール

旧バージョ ンの JRun は、配布 CD のルート  レベルに収録されています。 また、 Allaire 社
の Web サイト からもダウンロードできます。ファイル名が異なる点を除き、 『JRun セッ
ト アップ ガイ ド』 の手順に従ってインス トールできます。
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JRun のルートのルートのルートのルート  ディ レク ト リの調査ディ レク ト リの調査ディ レク ト リの調査ディ レク ト リの調査

JRun の追加コピーをインスト ールすると き 、 JRun のルート  ディ レク ト リ の調査が
必要になる場合があり ます。このオプショ ンを使用すると 、環境変数で jrun コマンド が
どの JRun インスタンスにマッピングされているかにかかわらず、 呼び出すインスタ
ンスを指定できます。

-jrundir オプショ ンを使用すると 、 JRun サーバーの起動時にコマンド  ラインで JRun の
ルート  ディ レ ク ト リ を指定できます。 同じマシンにインス トールされている複数の
JRun インスタンスを区別するには、 このオプシ ョ ンを使用します。

次に例を示します。

% jrun -jrundir c:\oemcompany\servlet_engine start -default

イ ンスト ールさ れている  JRun イ ンスタンスが  1 つだけの場合、 こ のオプショ ンは
必要あり ません。

jrun プロセスでは、 次の手順に従ってルート  ディ レク ト リが調べられます。

1 -jrundir "dir" を最初の 2 つの引数と して受け入れます。

2 JRUN_HOME 環境変数の値を取得します。

3 jrun.exe (Windows) またはシェル スク リプ ト  (UNIX) の場所に基づいてルート  
ディ レク ト リ を調べます。

Windows でのインス トールの場合、 JRun によってレジスト リ が使用されること は
あり ません。
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バージ ョ ン情報の取得バージ ョ ン情報の取得バージ ョ ン情報の取得バージ ョ ン情報の取得

JRun には、インス トール済みのバージ ョ ンに関する追加情報を取得するための 2 つの
コマンド  ラ イン  オプショ ンがあり ます。 これらのオプショ ンは、アッ プグレード の
テスト やク ライアント の問題のデバッグに使用できます。 オプショ ンは次の 2 つです。
• -info

• -version

info
jrun -info

-info オプシ ョ ンでは、 現在の JRun インス トールに関する情報が返されます。
次に例を示します。

% bash$ ./jrun -info
JRun 3.1
Version 3.1.12345
Developer Edition

Windows で -info オプショ ンを使用するには、 コマンド  ラインから  JRun を  Java への
入力と して実行します。 次に例を示します。

% java JRun -info

ク ラスパスに jrun.jar と  servlet.jar を指定する必要があ り ます。

version
jrun -version

-version オプシ ョ ンでは、 JRun の現在のバージ ョ ンが返されます。 

UNIX での例は次のとおりです。

% bash$ ./jrun -version
3.1.12345

Windows で -version オプシ ョ ンを使用するには、 コマンド  ラ インから  JRun を
Java への入力と して実行します。 次に例を示します。

% java JRun -version

ク ラスパスに jrun.jar と  servlet.jar を指定する必要があ り ます。
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Web アプリケーシ ョ ンのカスタマイズアプリケーシ ョ ンのカスタマイズアプリケーシ ョ ンのカスタマイズアプリケーシ ョ ンのカスタマイズ

インスト ール時に公開される  Web アプリ ケーショ ンへの参照を追加、変更、または
削除するこ とによって、 インス トールされるソフ ト ウェアおよびファイルを追加した
り削除できます。WAR ファ イルを  web-apps ファ イルセッ トに追加し、 インス トール
時にアプ リ ケーシ ョ ンを公開する  UNIX インス ト ール ス ク リ プ ト または Windows
InstallShield スク リプ トのいずれかを変更します。アプ リ ケーシ ョ ンを削除するには、
ファ イルを削除してスク リプ ト を変更します。

既定の JRun インス トールでは、default と  admin の 2 つの JRun サーバーが作成され、
次の Web アプリ ケーシ ョ ンがセッ ト アップされます。

• default-app

• demo-app

• invoice-app

• jmc-app

• web-rds

以降のセク ショ ンでは、 JRun インスト ール時に公開されるアプリ ケーショ ンを追加
および削除する方法について説明します。

• JRun インス トールに含まれている既定のアプリ ケーシ ョ ンを削除する。 詳細は、
20ページの 「JRun Web アプリケーシ ョ ンの削除」 を参照して ください。

• インス トール時に OEM アプリ ケーショ ンを公開する。詳細は、 21ページの 「Web
アプリ ケーシ ョ ンの追加」 を参照して ください。

• JRun のインス トールおよび設定後に OEM アプリケーシ ョ ンを公開する。詳細は、
23ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンの公開」 を参照して ください。

さらに、 WebAppController インターフェイスでは、 これらの作業の一部を実行できま
す。 詳細は、 28ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンの制御」 を参照して ください。
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JRun Web アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除

インスト ール ファイルを小さく する目的で、 または既定のアプリ ケーショ ンを顧客に対
して非表示にする目的で、 既定のアプリ ケーショ ンの一部またはすべてを削除すること
が必要な場合があり ます。 最も一般的には、 default-app、 demo-app、 invoice-app、
および rds-app アプリ ケーショ ンを削除します。顧客が JRun 管理コンソール (JMC) を
使用して  JRun を設定できる よ う にする場合は、 jmc-app をインスト ールから削除
しないでく ださい。

メモメモメモメモ

JRun インス トーラ  コンパイルに変更を加える前に、 すべてのファ イルを必ずバッ ク
アップして ください。

このセクショ ンでは、 InstallShield プロジェク ト  (Windows) およびインスト ール スク
リ プト  (UNIX) を編集して、 Web アプリ ケーショ ンを削除する方法について説明します。
アプリ ケーショ ンが実行可能モジュールに組み込まれないよ う に (つまり 、 必要以上に
フ ァ イル サイズが大き く ならないよ うに ) makefile を編集する必要もあ り ます。
Windows と  UNIX での  rds-app の削除例については、 21ページの 「例 : web-rds の
削除」 を参照してく ださい。

Windows でのアプリケーシ ョ ンの削除でのアプリケーシ ョ ンの削除でのアプリケーシ ョ ンの削除でのアプリケーシ ョ ンの削除

Web アプリ ケーショ ンを削除するには、makefile だけでなく  InstallShield プロジェクト も
編集する必要があり ます。アプリ ケーショ ンを削除するには、 InstallShield プロジェク ト
の jrun.rul ファ イル内の undeployApp 関数を使用します。

setup.rul で deploy 関数への呼び出しをコメ ント 化し、 インスト ール時に非表示にする
アプリ ケーシ ョ ンを選んで除外するこ と もできます。

UNIX でのアプリケーシ ョ ンの削除でのアプリケーシ ョ ンの削除でのアプリケーシ ョ ンの削除でのアプリケーシ ョ ンの削除

/dist/core-unix/bin/install ファ イルの "#deploy apps" セクシ ョ ンを編集して、 イン
ス トール時に非表示にするアプリケーシ ョ ンを削除します。 アプ リケーシ ョ ンの前に

# を付けてコ メン ト化するか、 行を削除します。

次のコード例は、既定でインスト ールされる  3 つの JRun アプリ ケーショ ンを示します。
demo-app アプリケーシ ョ ンはコ メン ト化され、 無効になっています。
# deploy apps　
deploy "$JRUNROOTDIR/web-apps/default-app/default-app.war" default　

default-app / "$JRUNROOTDIR/servers/default/default-app"　
deploy "$JRUNROOTDIR/web-apps/jmc-app/jmc-app.war" admin jmc-app 　

/ "$JRUNROOTDIR/servers/admin/jmc-app"　
#deploy "$JRUNROOTDIR/web-apps/demo-app/demo-app.war" default demo-app 

#/demo "$JRUNROOTDIR/servers/default/demo-app"　
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例例例例 : web-rds の削除の削除の削除の削除

web-rds アプリ ケーシ ョ ンは JRun Studio を使用可能にするために使用します。 JRun
Studio がインスト ールの一部である場合を除き、このアプリ ケーショ ンを製品と と もに
配布する必要はあり ません。 こ のアプリ ケーショ ンの自動公開を無効にするには、
次のセク ショ ンで説明さ れている手順に従ってく ださい。

Windows でででで web-rds を無効にするにはを無効にするにはを無効にするにはを無効にするには

1 JRun キッ トへのパス \installers\JRun 3\Script Files\ComponentEvents.rul 
ファ イルを開きます。

2 RDSComp_Installed = TRUE を  RDSComp_Installed = FALSE に変更します。

3 RDSComp_Uninstalled = TRUE を  RDSComp_Uninstalled = FALSE に変更します。

4 Events.rul ファ イルを保存して閉じます。

UNIX でででで web-rds を無効にするにはを無効にするにはを無効にするにはを無効にするには

1 JRun キッ トへのパス /dist/core-unix/bin/install ファ イルを開きます。

2 次の行を削除するか、 コ メン ト化します。

deploy "$JRUNROOTDIR/web-apps/rds-app/rds-app.war" admin rds-app
/CFIDE "$JRUNROOTDIR/servers/admin/rds-app"

3 install ファ イルを保存して閉じます。

Web アプリケーシ ョ ンの追加アプリケーシ ョ ンの追加アプリケーシ ョ ンの追加アプリケーシ ョ ンの追加

アプリ ケーシ ョ ン ファ イルをファ イル セッ トに追加し、 インス トール スク リプ ト を
変更すること により 、インスト ール時に Web アプリ ケーショ ンが公開されるよ う に設定
できます。 このセクショ ンでは、 Windows および UNIX での Web アプリ ケーショ ンの
追加方法を説明します。

インス トールするアプリケーシ ョ ンが 2 つ以下の場合、 お客様のアプリケーシ ョ ンを
公開する最も簡単な方法は、OEM リ ソースに付属する  demo-app および default-app
インフラス ト ラ クチャを再利用するこ とです。これらのアプリ ケーシ ョ ンの WAR ファ
イルは /dist/web-apps にあり ます。 その WAR ファイルをいずれかのディ レク ト リ にコ
ピーし、 WAR ファ イル名を  JRun アプリ ケーショ ンの名前に変更できます。 たと えば、
YourApp.war を  /demo-app ディ レクト リ にコピーし、YourApp.war を  demo-app.war と
い う名前に変更します。

アプリ ケーショ ンのディ レク ト リ 構造に /demo-app または /default-app と いう 名前
を付けない場合、 あるいは公開するアプリ ケーシ ョ ンが 3 つ以上ある場合は、 次のセ
クシ ョ ンの説明に従って ください。

メモメモメモメモ

JRun インス トーラ  コンパイルに変更を加える前に、 すべてのファ イルを必ずバッ ク
アップして ください。
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Windows および UNIX のいずれのイ ンス ト ールの場合も 、 makefile を編集し て
アプ リ ケーシ ョ ンを含めて /dist ツ リーに追加し、アプ リ ケーシ ョ ンをインス トール
ファ イルで使用できるよ うにします。

Windows でのでのでのでの Web アプリケーシ ョ ンの追加アプリケーシ ョ ンの追加アプリケーシ ョ ンの追加アプリケーシ ョ ンの追加

Windows でアプリケーシ ョ ンを追加するにはでアプリケーシ ョ ンを追加するにはでアプリケーシ ョ ンを追加するにはでアプリケーシ ョ ンを追加するには

1 makefile を開きます。 

2 大文字と小文字を区別せずに文字列 DEMO を検索し、独自のカスタム  コードを
追加する場所をすべて見つけます。 demo-app 用のコード をコピーして、追加する
必要のあるコードを確認します。

3 makefile を保存します。

4 /dist/web-apps ツ リーで、 makefileに指定したアプ リ ケーシ ョ ン名を持つ別の
ディ レクト リ を作成します。これにより 、アプリ ケーショ ンがインスト ール ファイルで
使用できるよ う になり ます。 WAR ファ イルを新規ディ レク ト リ にコピーします。 

5 InstallShield プロジェク ト  ファ イルを編集して  Web アプリ ケーショ ンを含めます。 

InstallShield プロジェク ト では、 setup.rul から  deployApp() 関数を呼び出すこと に
よってアプリ ケーショ ンが公開されます。たとえば、 setup.rul の次のコードによって
demo-app が公開されます。

SdShowMsg ( "Web アプリケーシ ョ ンのデモを追加..." , TRUE );                                                                   
deployApp(TARGETDIR ^ "demo-app.war", "default", "demo-app", _

"/demo", TARGETDIR ^ "servers\\default\\demo-app", TARGETDIR);
DeleteFile(TARGETDIR ^ "demo-app.war");
SdShowMsg ( "Web アプリケーシ ョ ンのデモを追加しています。 お待ち ください..." , 

FALSE); 

setup.rul ファ イルは /installers/JRun 3/Script Files にあ り ます。

6 InstallShield を使用する場合、 新規アプリ ケーショ ンに新規の FileGroup を追加す
るこ とを忘れないで ください。 

7 新規の FileGroup を追加した後で、メ ディ アを再構築してプロジェク ト を保存する
必要があり ます。 
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UNIX でのアプリケーシ ョ ンの追加でのアプリケーシ ョ ンの追加でのアプリケーシ ョ ンの追加でのアプリケーシ ョ ンの追加

UNIX でででで Web アプリケーシ ョ ンを追加するにはアプリケーシ ョ ンを追加するにはアプリケーシ ョ ンを追加するにはアプリケーシ ョ ンを追加するには

1 makefile を開きます。 

2 大文字と小文字を区別せずに文字列 DEMO を検索し、独自のカスタム  コードを
追加する場所をすべて見つけます。 demo-app 用のコード をコピーして、追加する
必要のあるコードを確認します。

3 makefile を保存します。

4 /dist/web-apps ツ リーで、 makefileに指定したアプ リ ケーシ ョ ン名を持つ別の
ディ レクト リ を作成します。これにより 、アプリ ケーショ ンがインスト ール ファイルで
使用できるよ う になり ます。 WAR ファ イルを新規ディ レク ト リ にコピーします。 

5 コード を /dist/core-unix/bin/install フ ァ イルに追加してアプ リ ケーシ ョ ンを
公開します。 

この install ファイルには、公開されるアプリ ケーショ ンの一覧と  deploy サブルーチン
が含まれています。

Web アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開

JRun には、 ユーザが JRun をインス トールした後で Web アプ リ ケーシ ョ ンを公開、
再公開、 削除するための WarDeploy ユーティ リ ティ があり ます。 UNIX インスト ーラで
は JRun のインス トール時に WarDeploy が使用されます。

ユーザはアプ リ ケーシ ョ ンのユーザ インターフェ イ スを介して WarDeploy を呼び
出すので、 JRun 管理コンソールのインターフェイスを使用してアプ リ ケーシ ョ ンの
公開や削除を行 う必要はあ り ません。

WarDeploy ユーティ リ ティ は、 JMC の [Web アプリ ケーショ ンの公開] パネルと同様の
機能を果たします。このユーティ リ ティ は、アプリ ケーショ ンの WAR ファイルを既存の
JRun サーバーに公開します。 WAR ファイルは、 JSP、 サーブレッ ト 、 イメ ージ、 および
Web アプ リ ケーシ ョ ンのその他の関連コンポーネン トで構成されています。 これは
サーブレッ ト仕様の定義に従って、構造化された階層に配置されます。この構造には、
記述子ファ イルの web.xml も含まれます。

WarDeploy の使用の使用の使用の使用

WarDeploy は jrun.jar ファ イル内の allaire.jrun.tools パッケージの一部です。 jrun.jar
フ ァ イルを使用するには、 このフ ァ イルを ク ラ スパスに含める必要があ り ます。
WarDeploy を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを公開するには、 コマン ド  ラ インで 6 つ
の必須パラメ ータを渡すか、 - config オプショ ンと これらのパラメ ータを含むファイル
を使用します。

WarDeploy を使用してアプリ ケーシ ョ ンを削除するには、 -remove オプシ ョ ンを使用
してコマンド  ラインで 3 つの必須パラメ ータを渡すか、 -config オプショ ンを使用して
これらの 3 つのパラ メータを含むファ イルを参照します。 
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WarDeploy の構文は次のとおりです。

java -cp [classpath] allaire.jrun.tools.WarDeploy 
[-deploy|redeploy]
[deploy.war.path=value 
deploy.server.name=value 
deploy.webapp.name=value
deploy.context.path=value 
deploy.webapp.rootdir=value
deploy.jrun.rootdir=value] 
[-config=property_file_name]

[-remove]
[deploy.server.name=value 
deploy.jrun.rootdir=value

deploy.webapp.name=value]
[-config=property_file_name]

redeploy オプシ ョ ンによって、 アプ リ ケーシ ョ ンで remove が呼び出され、 次に
deploy が呼び出されます。 WarDeploy の使用例については、 24ページの 「WarDeploy
の使用例」 を参照して ください。 次の表では、 プロパティについて説明しています。

WarDeploy の使用例の使用例の使用例の使用例

このセクシ ョ ンでは、 WarDeploy ユーティ リ ティの使用例を示します。

コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインでのラインでのラインでのラインでの WarDeploy の使用の使用の使用の使用

次の例では、 コマンド  ラ インでパラ メータを渡すこ とによって nickdanger JRun 
サーバー上に hws-app を公開します。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

deploy.war.path 公開する WAR ファイルまたはディレクト リへのファイル システム パス

deploy.server.name Web アプリケーショ ンの公開先となる  JRun サーバー名

deploy.webapp.name サーバー内で JRun Web アプリケーショ ンに割り当てる名前。 この
名前は JRun サーバーとは異なる固有の名前でなければなりません。

deploy.context.path Web アプリ ケーショ ンにアクセスするためのコンテキスト  パス
URI。 このパラメータは、 JMC の [Web アプリケーショ ンの公開] 
パネルの [アプリケーショ ンの URI ] に対応しています。

deploy.webapp.rootdir Web アプリケーショ ンの公開先となるルート  ディ レクト リ 。
WarDeploy ユーティ リティ は WAR ファイルまたは WAR ディ レク
ト リの内容をこのディ レクト リにコピーします。

deploy.jrun.rootdir JRun ルート  インスト ール ディ レクト リ を指すパス。 jrun.rootdir 
システム プロパティ が定義されている場合、 このプロパティ は
オプショ ンです。



Web アプリケーシ ョ ンのカスタマイズ 25
c:\>java -cp "c:\Program Files\Allaire\JRun\lib\jrun.jar" 
allaire.jrun.tools.WarDeploy -deploy 
deploy.war.path="c:\temp\hws.war"  
deploy.server.name=nickdanger  
deploy.webapp.name="hws-app" 
deploy.context.path=/nickshardware  
deploy.webapp.rootdir="c:\Program Files\Allaire\JRun\servers\

nickdanger\hardware_store"
deploy.jrun.rootdir="c:\Program Files\allaire\JRun" 

config ファイルを指定したファイルを指定したファイルを指定したファイルを指定した WarDeploy の使用の使用の使用の使用

次の例では、 コマンド  ラ インにパラ メータを渡すのではな く、パラ メータの含まれる
ファ イルを指定します。

c:\java -cp "c:\Program Files\Allaire\JRun\lib\jrun.jar"　
allaire.jrun.tools.WarDeploy -deploy -config="c:\temp\war.txt"

war.txt ファ イルの内容は次のとおりです。

deploy.war.path="c:\temp\hws.war" deploy.server.name=nickdanger 
deploy.webapp.name="hws-app" deploy.context.path=/
nickshardware deploy.webapp.rootdir="c:\Program 
Files\Allaire\JRun\servers\nickdanger\
hardware_store" deploy.jrun.rootdir="c:\Program 
Files\allaire\JRun"　

アプリケーシ ョ ン削除時におけるアプリケーシ ョ ン削除時におけるアプリケーシ ョ ン削除時におけるアプリケーシ ョ ン削除時における WarDeploy の使用の使用の使用の使用

次の例では、 nickdanger JRun サーバーから  hws-app を削除します。

c:\java -cp "c:\Program Files\Allaire\JRun\lib\jrun.jar"　
allaire.jrun.tools.WarDeploy -remove 
deploy.server.name=nickdanger
deploy.webapp.name=hws-app 
deploy.jrun.rootdir="c:\Program Files\Allaire\JRun"

JSP ソースソースソースソース コードの非表示コードの非表示コードの非表示コードの非表示

Web アプリ ケーショ ンの一部と して JSP ページを公開する場合、顧客にこれらのページの
ク リ ア  テキスト  バージョ ンを提供しない場合もあり ます。代わり に、これらのページの
バイナリ  (.class) バージ ョ ンのみを配布できます。

JRun では、 JSP ページがク ラ イアン トによって初めて要求された場合、 または要求
された JSP ページが最後の要求後に変更されていた場合に、 JSP ページがコンパイル
され、 そのページのクラス  ファ イルが作成されます。 ただし、 公開されているアプ リ
ケーシ ョ ンで、 コンパイルを行わずに JRun によってそのページのク ラス  ファ イルが
必ず読み込まれるよ うに強制するこ と もできます。 
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JSP ページのコンパイルを行わない理由と しては、 次のよ うなものがあ り ます。

• パフォーマンス  : 静的な  JSP ページのコンパイルによって、 アプリ ケーショ ンに対す
る処理オーバーヘッ ドが最初に増加します。

• セキュリ ティ  : JSP ページは、誰でも読み取り や編集ができるテキスト  ファイルです。
JSP ページのコンパイルを行わない場合、アプリ ケーショ ンを構成する  JSP ページを
出荷する必要はあ り ません。 代わりに、 対応する  Java バイ ト コード形式のク ラス
ファ イルのみを出荷します。

JSP のコンパイル プロセスと  JSP コンパイラの回避による影響については、『 JRun による
アプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。

JSP ページのコンパイルの無効化ページのコンパイルの無効化ページのコンパイルの無効化ページのコンパイルの無効化

JSP ページのコンパイルを明示的に無効にするには、 JMC を使用して JSP ページを
処理する  JRun サーブレッ ト を変更します。 個別の Web アプ リ ケーシ ョ ンに対して
コンパイルを有効または無効にする こ とができ る よ うに、 この設定は Web アプ リ
ケーシ ョ ン  レベルで行います。 

JSP のコンパイルを無効にするにはのコンパイルを無効にするにはのコンパイルを無効にするにはのコンパイルを無効にするには

1 JMC で [サーバー名] > [アプリケーション ] > [アプリケーション名] > [サーブレッ ト
URL のマッピング ] を選択します。

[サーブレッ ト  URLのマッピング ] パネルが JMC の右側に表示されます。

2 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。 

サーブレッ ト  URL のマッピングの編集ウ ィンド ウが表示されます。



Web アプリケーシ ョ ンのカスタマイズ 27
3 [仮想パス /拡張子] フ ィールドに 「*.jsp」 と入力します。 

4 [呼び出されるサーブレッ ト ] フ ィールドに 「jsprt」 と入力します。

5 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6 JRun サーバーを再起動します。

これで、 JSP ページに対するすべての要求が jsprt サーブレッ ト によって処理される
よ う になり ます。 このサーブレッ ト は JSP ページの存在をチェッ クせず、 対応する
クラス  ファ イルのみを検索します。そのため、公開される  Web アプリ ケーショ ンで
は JSP ページを公開する必要があり ません。JSP ファイルはソース  コード  ファイルで
あるため、 公開されるアプリ ケーショ ンからソース  コード を省略できます。 

JSP のプレコンパイルのプレコンパイルのプレコンパイルのプレコンパイル

コンパイルをオフにする場合は、 すべての JSP ページの対応する ク ラス  ファ イルを
インス トールに含める必要があ り ます。 したがって、 アプ リ ケーシ ョ ンを公開する
前に、 すべての JSP ページをプレコンパイルしてク ラス  ファ イルを作成する必要が
あ り ます。 プレコンパイルは次のどちらかの方法で行います。

• JSP ページのコンパイルを有効にして、アプリ ケーシ ョ ンのすべての JSP ページを
要求します。

JSP ページを要求する と、すべての JSP ページがコンパイルされ、対応するク ラス
ファ イルが確実に作成されます。 この方法の短所は、各 JSP ページを手作業で要求
しなければなら ないこ と です。 要求していない  JSP ページが  1 つでも ある と 、
ク ライアント がそのページを要求してそのページがコンパイルされていない場合に
エラーが発生し ます。

• JSPC コンパイラを使用して、コマンド  ラインからすべての JSP ページをコンパイル
します。

JSPC コンパイラによって、 1 つのコマンドでアプリ ケーシ ョ ンと関連付けられた
すべての JSP ページをコンパイルできます。この方法では、すべての JSP ページを
確実にコンパイルできます。 JSPC コンパイラの使用方法については、 『JRun による
アプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。
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Web アプリケーシ ョ ンの制御アプリケーシ ョ ンの制御アプリケーシ ョ ンの制御アプリケーシ ョ ンの制御

JRun には WebAppController インターフェイスがあり 、 これを使用すると  Web アプリ
ケーシ ョ ンの起動、停止、再起動、および再公開を実行できます。WebAppController
インターフェイスは allaire.jrun パッケージに含まれています。 このセクシ ョ ンでは、
このインターフェイスのメ ソ ッ ドを定義し、 その使用例を示します。

WebAppController の一部の機能は WarDeploy ユーテ ィ リ テ ィ でも利用できます。
詳細は、 23ページの 「Web アプリケーシ ョ ンの公開」 を参照して ください。

メ ソ ッ ドの詳細メ ソ ッ ドの詳細メ ソ ッ ドの詳細メ ソ ッ ドの詳細

restartWebapp

void restartWebapp() throws ServletException

現在の Web アプリ ケーシ ョ ン サービスを再起動します。 サービスの destroy() 
メ ソ ッ ドを呼び出し、 サービスを再初期化します。

startWebapp(String serviceName)

void startWebapp(String serviceName) throws ServletException

Web アプリ ケーシ ョ ン  サービスを起動します。 JRun サーバーの local.properties
ファ イルに新しいマッ ピングを追加します。 この新しいマッピングは、 新しい Web
アプリ ケーシ ョ ン名にマップされた Web アプリ ケーシ ョ ン  ルートです (/foo=foo
など )。 次の表では、 パラ メータについて説明しています。

stopWebapp

void stopWebapp() throws ServletException

現在の Web アプリ ケーシ ョ ン サービスを停止します。 サービスの destroy()
メ ソ ッ ドを呼び出します。

パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

serviceName  Web アプリケーシ ョ ンの名前 (例 : demo、 admin)。
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redeployWebapp(File warFile)

void redeployWebapp(File warFile) throws ServletException

WAR ファ イルを使用して現在の Web アプ リ ケーシ ョ ンを再公開し、 そのアプ リ
ケーシ ョ ンを再起動します。 次の表では、 パラ メータについて説明しています。

WebAppController の使用例の使用例の使用例の使用例

次の例では、WebAppController インターフェイスが使用されているかどう かがチェッ ク
されます。 使用されている場合は、 Web アプリ ケーショ ンを再起動します。

ServletContext context = getServletContext();
if (context instanceof WebAppController) {

WebAppController controller = (WebAppController) context;
controller.restartWebapp();

}

パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

warFile 再公開する既存の WAR ファイルを参照する java.io.File を取ります。
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JRun プロパテ ィのカスタマイズプロパテ ィのカスタマイズプロパテ ィのカスタマイズプロパテ ィのカスタマイズ

JRun プロパティ  ファ イルの設定は、 OEM リ ソ ースに付属の  PropertyScript 
ユーティ リ ティ を使用して、変更、追加、および削除できます。 PropertyScript では、
JRun プロパティ  ファイルを変更するディレクティブが含まれている独立したスク リプト
ファ イルが処理されます。 JRun プロパティ  ファ イルの詳細は、 『JRun セッ ト アップ
ガイ ド』 を参照して ください。

PropertyScript の使用の使用の使用の使用

PropertyScript ク ラスは、 install.jar ファ イル内の allaire.jrun.install パッケージの
一部です。 次に例を示します。

java -cp [classpath] allaire.jrun.install.PropertyScript script-file 
[property-file]　

PropertyScript を使用するには、 ク ラスパスに install.jar を含める必要があ り ます。

script-file オプショ ンは、 ディ レクティ ブが含まれているスク リ プト  ファ イルを指
すファイル システム  パスです。スク リ プト  ファ イルの作成方法については、 30ページ
の 「スク リプ ト  ファ イルの作成」 を参照して ください。

property-file オプショ ンでは、global.properties、 local.properties、 jvms.properties
などの JRun プロパティ  ファ イルを指定します。 このオプシ ョ ンは現在のリ リースの
JRun で推奨されていないため、 必要あ り ません。 

次に例を示します。

C:\>java -cp "c:\program files\allaire\jrun\lib\install.jar"  
allaire.jrun.install.PropertyScript 
"c:\program files\allaire\jrun\servers\default\script.txt" 

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト  ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

script-file オプションでは、 JRun プロパティ  ファ イルの変更時に PropertyScript
によ って使用さ れるすべてのディ レク ティ ブが含まれる テキス ト  ファ イ ルを指定
し ます。 ス ク リ プ ト  フ ァ イルの作成時には、 少な く と も  1 つの file コマン ド と
filename を含める必要があ り ます。 各 file コマン ドの下には、 前に示してある
filename に対して実行するディ レクティブおよびオプシ ョ ンを列挙します。 

スク リプ ト  ファ イルの構文は、 次のよ うになり ます。

file filename
directive1
[directive2]
...
[file filename]
[directive1]
[directive2]
...
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スク リプ ト  ファ イル内のプロパティ  ファ イルのセクシ ョ ンご とに、 新しい file コマ
ンドを指定する必要があ り ます。 filename (ファ イル名) には、 プロパティ  ファ イル
への完全なパスを指定する必要があ り ます。

通常、 スク リプト  ファイル内の各ディレクティブは、 1 つのコマンドおよび 1 組のキーと
値から成り立っています。 キーは、 JRun プロパティ  ファ イル内のプロパティに対応
します。 次の例では、 add がコマンド 、 control.endpoint.main.port がキー、 53000 が
値です。

add control.endpoint.main.port=53000　

一部のキーには複数の値を指定できます。 この場合、 値はスペースまたはカンマで
区切られます。

次の表では、 ス ク リプ ト  ファ イルのディ レクテ ィブおよびそのオプシ ョ ンについて
説明します。

ディレクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブ 説明説明説明説明

add キー 値 新しいキーと値を、 プロパテ ィ  ファイルの最後に追加
します。既存のキーを追加すると、該当するキーと値が

PropertyScript によって上書きされます。

replace キー 値 指定し たキーの値を新し い値に置き換えます。 存在

しないキーの値を置き換えよう とすると、このディ レク

テ ィ ブは PropertyScript によって add と して処理
されます。

delete キー 指定したキーとその値を削除します。

clear キー 指定したキーのすべての値を削除しますが、 キーは

削除しません。

append キー 値 指定したキーの最後の値の後に、 値を追加します。

値の先頭には、区切り文字 (通常はカンマ ) を指定する
必要があります。 
たとえば、jcp を  servlet.services キーに追加する
場合は、 次のディ レクテ ィ ブを使用します。

append servlet.services ,jcp 

一部のキーはカンマでな く スペースによって区切られ

ます。この場合は append_space ディ レクティ ブを使用
します。

append_space キー 値 指定したキーの最後の値の後にスペースを入れてから、

値を追加します。スペースを区切り文字として使用する

java.args キーを変更する場合に使用します。

token_remove キー 値 キーの中から指定した値を検索し、 その値および後に

続く 区切り文字 (スペースまたはカンマ ) を削除します。
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ejb_append jrun.services 値 global.properties ファ イル内の jrun.services キーを
変更する場合にのみ使用します。 servlet_services は
ほかのすべてのサービスが開始してから開始する必要

があるので、 このメ ソ ッ ドを使用して 
{servlet_services} キーを一覧の最後に表示します。

unplug [servlet|ejb]　 サーブレッ ト または EJB のいずれかの機能を  JRun から
削除します。ユーザがコンポーネント を追加および削除

できるようにする場合に使用します。また、インスト ール

ファ イルを編集し て、 不要なコンポーネント がインス

ト ールされないよう にすることもできます。

unplug によってコンポーネン トが無効になりますが、
実際にはアンインス トールされません。

comment キー #テキスト文字列 テキス ト文字列で構成されるコ メン ト行を、 指定した

キーの上の行に追加します。テキスト 文字列の前に必ず

# を入れて ください。

adduser ユーザ名 パスワード 新規 JMC ユーザを追加します。PropertyScript では、
UnixCrypt を使用してパスワードが暗号化されます。
pass.properties フ ァイルを変更する場合にのみ使用し
ます。 新規 Web アプリケーシ ョ ン  ユーザを追加する
場合は、 『JRun によるアプ リケーシ ョ ンの開発』 の
PropertyFileAuthentication ク ラ スの説明を参照し て
ください。

port キー 最小値 ,最大値 インスト ール時に JRun で設定される、admin サーバーの
アクセス可能ポート 範囲を設定します。 最小値は最小の

ポート番号、 最大値は最大のポート番号です。

PropertyScript では、 この範囲内にあるすべての
ポートが試行されます。

ポート  ディ レクテ ィ ブは、 JRun サーバーの 
local.properties ファイルごとに指定します。
admin サーバーの既定範囲は 8000 ～ 8099 です。
default サーバーの既定範囲は 8100 ～ 8199 です。

ディ レクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブディレクテ ィブ 説明説明説明説明
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サンプルサンプルサンプルサンプル スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト  ファイルファイルファイルファイル

次のスク リ プト  ファ イルの例は、 default JRun サーバーの local.properties ファ イルに
対して、 新しい Web アプリ ケーシ ョ ン  "MyStocks" を追加し、 demo-app を削除する
方法を示します。最後の行は、 default JRun サーバーの JRun Web サーバーのポート を、
8080 ～ 8089 の範囲で使用可能なポートに変更します。

file c:\Progra~1\Allaire\JRun\servers\default\local.properties
add webapp.mapping./mystocks /mystocks
add /mystocks.rootdir C:\\Mycompany\\servers\\default\\mystocks
add /mystocks.class {webapp.service-class}
token_remove servlet.webapps demo-app
append servlet.webapps ,/mystocks
comment servlet.webapps #Added mystocks app, removed demo
delete demo-app.rootdir
delete demo-app.class
delete webapp.mapping./demo
port web.endpoint.main.port 8080,8089

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト /JSP でのでのでのでの PropertyScript の使用の使用の使用の使用

PropertyScript ク ラスの main() メ ソ ッ ドを使用して、サーブレッ ト またはその他の
種類の Java アプ リ ケーシ ョ ン内からプログラムで JRun プロパテ ィ  ファ イルを変更
できます。 この メ ソ ッ ドは 1 つの引数 script_file を取り ます。 script_file は、
PropertyScript を実行するディ レ クテ ィブを含むテキス ト  フ ァ イルの場所です。
main() メ ソ ッ ド には文字列の配列が必要であるため、1 つの要素 (script_file) を持つ
配列を渡します。

main() の構文は次のとおりです。

main(String script_file)

PropertyScript を呼び出すには、 install パッケージを含める必要があ り ます。 次に
例を示します。

import allaire.jrun.install.*;

PropertyScript の使用例の使用例の使用例の使用例

次の Java アプリ ケーシ ョ ン  (PSTest.java) は、PropertyScript の使用例を示していま
す。 これによ り、 次の行が local.properties の最後に追加されます。

frogprop=frogvalue

propt.txt スク リプ ト  ファ イルには次の行が含まれています。

file c:\Progra~1\Allaire\JRun\servers\default\local.properties
add frogprop frogvalue
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PSTest.java ファ イルには次のコードが含まれています。

import allaire.jrun.install.*;
import java.io.*;

class PSTest {
public static void main (String args[]) {

String result = new String();
result = PSTest.RunPS();
System.out.println(result);

}

private static String RunPS() {
String[] sFile = new String[1];
sFile[0] = "c:\\\\\\\\temp3\\\\\\\\propt.txt";
String result = new String();

PropertyScript ps = new PropertyScript();
try {

ps.main(sFile);
result = "successful";

}
catch (IOException ioe) {

result = "unsuccessful";
}
return result;

}
}
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JRun の組み込みの組み込みの組み込みの組み込み

JRun にはい くつかの設定方法があるため、 JRun はユーザに対して透過的であ り、
お客様の製品の妨げになるこ とはあ り ません。 JRun OEM リ ソースを使用して製品を
設定する場合には、 次の点を考慮して ください。

JRun 管理コンソールの非表示管理コンソールの非表示管理コンソールの非表示管理コンソールの非表示

製品版のユーザは、JRun 管理コンソール (JMC) を使用して  JRun のインスト ールおよび
設定を管理し、スレッ ド 管理やデータ  ソース  アクセスなどの設定を調整します。ただし、
ユーザが JRun のインターフェイスを使用できないよ うにする一方、個人設定については
独自に変更できるよ うにする組み込み環境では、 JMC は優れたソ リ ューシ ョ ン とは
言えません。

JMC は、 ユーザが JRun の設定を変更するための主な手段です。 ただし、 JMC で行 う
作業のほとんどは JRun プロパティ  ファ イルの変更です。 PropertyScript ユーティ
リ テ ィ を使用して JRun プロパティ  ファ イルを変更した り、 PropertyScript を呼び
出す Java アプリ ケーシ ョ ンを作成するこ と もできます。 PropertyScript ユーティ リ
テ ィ を使用して JRun プロパテ ィ  ファ イルを変更する方法については、 30ページの
「JRun プロパティのカスタマイズ」 を参照して ください。

たとえば、 アプ リ ケーシ ョ ンを JRun Web サーバー上で実行している場合に、 default
JRun サーバーに対して Web サーバーが受信しているポート をユーザが変更する と し
ます。 既定値は 8000 です。 この場合、 JRun サーバーの local.properties ファ イル内の
web.endpoint.main.port をユーザが変更できるよ うにするインターフェイスを作成
します。

設定方法設定方法設定方法設定方法 参照先参照先参照先参照先

JRun の透過的なインスト ール 「JRun インストールのカスタマイズ」 8 ページ

コネクタの透過的なインスト ール 「外部 Web サーバーへの JRun の接続」 40 ページ

アプリケーショ ンの透過的な公開 「Web アプリケーシ ョ ンのカスタマイズ」 19 ページ

JRun 管理コンソールの非表示 「JRun 管理コンソールの非表示」 35 ページ

JRun サーバーの開始、 停止、
および再起動

「JRun サーバーの開始、 停止、 および再起動」
36 ページ

デスクト ッ プ上の JRun の非表示 「デスク ト ップ上の JRun の非表示 (Windows のみ )」
36 ページ

ライセンス  キーおよびライセンス
契約の設定

「JRun ライセンス キーおよびライセンス契約の設定」
38 ページ
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JRun サーバーの開始、 停止、 および再起動サーバーの開始、 停止、 および再起動サーバーの開始、 停止、 および再起動サーバーの開始、 停止、 および再起動

JRun プロパティ  ファ イルに変更を加えた場合は、そのたびに JRun サーバーを再起動
する必要があり ます。 ただし、 users.properties ファ イルは唯一の例外です。 このファ
イルは自動的に再ロードされるので、Web アプリ ケーショ ンのユーザをリ アルタイムで追
加、 変更、 または削除できます。

JRun には、 JRun サーバーを開始、 停止、 再起動、 インス トール、 または削除するための
ユーティ リ ティがあ り、 Windows の場合は jrun.exe、 UNIX の場合は jrun シェル ス
ク リプ トがこれにあたり ます。 このユーティ リ ティは、 コマンド  ラ インまたはスクリ
プト から呼び出せます。 JRun コマンド  ライン  ユーティ リ ティ の使用方法については、
『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

デスク ト ップ上のデスク ト ップ上のデスク ト ップ上のデスク ト ップ上の JRun の非表示の非表示の非表示の非表示 (Windows のみのみのみのみ )
JRun 名が表示される場所は、 JRun を  Windows のサービスと してインスト ールするか、
またはアプ リ ケーシ ョ ン と してインス トールするかによって異な り ます。 このセク
シ ョ ンでは、 インス トール タ イプの選択方法と、 JRun の実装を非表示にする方法に
ついて説明します。

インス トールインストールインストールインストール タイプの選択タイプの選択タイプの選択タイプの選択

製品版のインスト ール時に、JRun のインスト ール タイプを選択するプロンプト が表示
されます。 次の図は、 [JRun サービスのインスト ール ] ウィ ンド ウを示します。

ユーザが [JRun サービスのインス トール ] を選択した場合は、 JRun サーバー (admin
JRun サーバーや default JRun サーバーなど ) が Windows NT サービス と して認識
され、 コン ト ロール パネルの [サービス ] に名前が表示されます。 Windows 95/98
では、サーバーは Windows レジスト リ でのみ示されます。ユーザが [JRun サービスの
インスト ール] を選択しない場合は、JRun サーバーはアプリ ケーショ ンと して実行され、
アイコンがシステム  ト レイに表示されます。 



JRun の組み込み 37
JRun がアプリ ケーショ ンと して実行される場合、システム  ト レイ内のアイコンを非表示に
するこ とはできません。 InstallShield プロジェク ト  ファ イルを変更して、 JRun のイン
ス トール タイプ (サービスまたはアプリケーション ) をユーザが選択できないよ うにする
こ と も可能です。

[JRun サービスのインスト ール] ウィ ンド ウのコードは、ComponentEvents.rul ファイル
内の Main_Installed2 関数に表示されます。この関数では、インスト ールを  Windows
NT サービス と してハード コード化できるだけでな く、 コン ト ロール パネルの [サー
ビス ] に表示される  JRun サーバー名を変更できます。

メモメモメモメモ

Windows 2000/NT では、 JRun をサービス と してインス トールするためには管理者
権限が必要です。

Windows NT サービス名の変更サービス名の変更サービス名の変更サービス名の変更

JRun サーバーは、 サーバーの local.properties フ ァ イルで定義されている表示名に
よって  Windows のコン ト ロール パネルの [サービス ] に表示されます。 たとえば、
既定のインス ト ールの JRun サーバーは、 "JRun Admin Server" および "JRun
Default Server" と表示されます。

これらの名前は、 JRun サーバーの local.properties フ ァ イル内の JVM プロパテ ィ
セクシ ョ ンに次のよ うに格納されます。

## jvm properties　
jrun.server.displayname=JRun Admin Server 

JRun インス トールでユーザの製品名を使用する場合は、名前の変更が必要なこ と も
あ り ます。

前のセクシ ョ ンで説明した  InstallShield ファ イル内の JRun サーバー名を変更する
こと も、または PropertyScript ユーティ リティを使用してインス トール後にサーバー名
を変更するこ と も可能です。 PropertyScript ユーティ リ ティ の使用方法については、
30ページの 「JRun プロパティのカスタマイズ」 を参照して ください。

設定の一部と して新しい JRun サーバーをインス トールする場合は、 JRun コマンド
ラ イ ン  ユーティ リ ティ を使用し 、 -install オプショ ンで表示名を設定するこ と も
できます。 次に例を示します。

% jrun -install "Foo Service" foo -quiet

-install オプシ ョ ン と と もに jrun コマンドを使用しても、 新しい JRun サーバーは
作成されないので注意して ください。 その代わり、 既存の JRun サーバーが NT サー
ビスに変更されます。 JRun コマンド  ラ イン ユーテ ィ リ テ ィの使用方法と新規 JRun
サーバーの作成方法については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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JRun ライセンスライセンスライセンスライセンス キーおよびライセンス契約の設定キーおよびライセンス契約の設定キーおよびライセンス契約の設定キーおよびライセンス契約の設定

JRun インス トール コードを使用する場合は、 JRun のライセンス契約をお客様自身の
契約に置き換えて、 シ リ アル番号検証システムを変更できます。 また、 ラ イセンス

キーのプロンプト を  JRun インスト ールから削除し、ユーザに対して透過的にすること も可
能です。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

• 「ラ イセンスキーの概要」 38ページ

• 「Windows でのライセンス  キーの処理」 38ページ

• 「UNIX でのライセンス  キーの処理」 39ページ

ライセンスキーの概要ライセンスキーの概要ライセンスキーの概要ライセンスキーの概要

製品版のインス トールでは、 ユーザはシ リアル番号の入力を要求されます。 シ リ アル
番号は、検証された後で、全体のインスト ールの終了時に serial_number.properties ファ
イルに書き込まれます。 JRun サーバーを起動するたびに、 このファイル内でシ リアル
番号が確認されます。このプロパティ  ファ イルに有効なシ リアル番号が格納されてい
ないと、 JRun サーバーは、 このエディシ ョ ンが Developer 版 (最大同時接続ユーザ
数 3) である と見なします。

Windows でのライセンスでのライセンスでのライセンスでのライセンス キーの処理キーの処理キーの処理キーの処理

製品版では、 setup.rul によって、 インスト ール時にシリ アル番号の入力をユーザに
求める  [製品シリ アル番号] パネルが作成されます。 ユーザが入力したシリ アル番号
は szLicKey と して格納されます。 次に、 setup.rul ファ イルによって、 szLicKey を
検証する  license.rul の isValid30Key が呼び出されます。 ラ イセンス  キーの有効性
が確認されると 、 setup.rul は writeSerialNumber 関数を呼び出してシ リアル番号を
serial_number.properties ファ イルに書き込みます。

JRun の OEM 版が製品版と異なる点は、 license.rul ファ イルに JRun ライセンス  キーの
検証ロジックでなく検証関数のスタブだけが含まれているこ とです。つま り、ライセンス

キー検証の独自の論理を含めるこ とができるわけです。 次に、 この関数スタブの一覧
を示します。

isValid30Key 
isValid30UpgradeKey 
isValid2xKey 
isValidOldKey 

JRun OEM ライセンス  キーを  setup.rul 内でハードコード化して serial_number.properties
に書き込むこと により 、 ユーザによる  JRun キーの入力を省略できます。 次に、 setup.rul
内の現在のライセンス  キー プロンプト と  license.rul 内の関数のう ち独自の検証関数を
使用してキーをチェッ クします。

有効な  JRun のシリアル番号については、 OEM/ホスティング関連資料または Jumpstart
ライセンス証明書を参照して ください。
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JRun に含まれているライセンス契約の内容を変更するには、 license.txt ファ イル 
(/dist/core/docs) を変更するか、 別のフ ァ イルに置き換えます。 別のラ イセンス
ファ イルを使用する場合は、 setup.rul 内の次の行を編集します。

szLicenseFile = SUPPORTDIR ^ "license.txt"; 

UNIX でのライセンスでのライセンスでのライセンスでのライセンス キーの処理キーの処理キーの処理キーの処理

UNIX では、 インス トール スク リプ ト の License Key Handling セクシ ョ ンによって
有効なライセンス  キーの入力がユーザに要求されます。 キーは $LICENSE と して格納
されます。次に、インスト ール スク リ プト によって  LicenseChecker ユーティ リ ティ が
呼び出され、 $LICENSE の有効性がチェ ッ ク されます。 ラ イセンス  キーの有効性が
確認されると 、 LicenseChecker によってキーが serial_number.properties ファ イルに
書き込まれます。

OEM ライセンス  キーをハードコード化し、 LicenseChecker を使用して 
serial_number.properties に書き込むこ と ができます。この作業を行う には、次の行を
除く  License Key Handling セクシ ョ ンをすべてコ メン ト化します。

jrun -jrundir $JRUNROOTDIR -classpath "$INSTALL_CLASSPATH" -java 
"$JAVA" allaire.jrun.install.LicenseChecker -i -c "$LICENSE"

次に、 $LICENSE をお客様の OEM シ リアル番号に設定します。 有効な JRun のシ リ ア
ル番号については、 OEM 契約を参照して ください。

ライセンス契約の内容は sh-install ファ イルの Display the End User License 
Agreement セクシ ョ ンに格納されます。 テキス トは直接変更できます。
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外部外部外部外部 Web サーバーへのサーバーへのサーバーへのサーバーへの JRun の接続の接続の接続の接続

JRun のインスト ールと 設定が完了すると 、JRun を外部 Web サーバーに接続できます。
たとえば、 Apache に対して出された要求は、 JRun フ ィルタによって検証され、 処理
された後、 Apache Web サーバー経由で要求元のクライアン トに送信されます。

各 JRun サーバーは、 既定では JRun Web サーバー (JWS) のインスタンスに接続される
こと に注意してく ださい。 ただし、 JWS は軽量な  Web サーバーです。 アプリ ケーショ ン
に対するリ モート  アクセスの保護や、 より 強力な環境内でのアプリ ケーショ ンの実行を
計画している場合は、Apache、Netscape iPlanet、Microsoft IIS などの外部 Web サー
バーに JRun サーバーを接続する必要があ り ます。 1 つの JRun サーバーに対して、 任
意の数の Web サーバーを接続できます。

接続の概要接続の概要接続の概要接続の概要

JRun サーバーを外部 Web サーバーに接続するには 2 つの方法があ り ます。 どちらの
方法も  Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン フ ァ イルを変更する こ とによ り、
Web サーバーと  JRun サーバー間の通信を確立します。 接続方法は次のとおりです。

• コネク タ  ウ ィザード

製品版ユーザは、 コネク タ  ウ ィ ザード を使用して  JRun サーバーを外部 Web
サーバーに接続できます。 コネク タ  ウ ィザードを使用するには、 ユーザが管理者
と して  JRun 管理コンソールにログインする必要があり ます。詳細は、『JRun セッ ト
アッ プ ガイ ド』 を参照して ください。 

• ConnectorInstaller

OEM リ ソースの allaire.jrun.admin パッケージには ConnectorInstaller ユー
ティ リ ティが含まれています。 このユーティ リ ティは、 コマンド  ラ インから呼び
出すこ とができます。 

Microsoft IIS に JRun を接続する場合は、 metaset (IIS 4.0 の場合) または regset
(IIS 3.0 の場合) も使用できます。44ページの 「IIS でのコネクタのインス トールと
アンインス トール」 で説明しているよ う に、これらのユーティ リ ティ はメ タベース
および Windows レジスト リ の編集に使用されます。 ConnectorInstaller の代わ
り にこれらのユーティ リ ティ を使用できます。

ConnectorInstaller ユーティ リテ ィの使用ユーティ リテ ィの使用ユーティ リテ ィの使用ユーティ リテ ィの使用

ConnectorInstaller ユーティ リ ティは、 コマンド  ラ イン、 Java アプ リ ケーシ ョ ン、
またはバッチ ファ イルやス ク リ プ トから実行できます。 このユーテ ィ リ テ ィでは、
システム固有の設定が必要になり ます。この設定については、コマンド  ラインでユーザに
対してプロンプ ト を出力するか、 ConnectorInstaller が呼び出されたと きに読み込
むファ イルに含めるこ とができます。

ConnectorInstaller クラスは、 jmc-app の WEB-INF/lib ディ レク ト リ 内の jmc-app.jar
ファ イルに含まれています。
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次の手順は、 コマンド  ラ インから  ConnectorInstaller を使用する方法を示します。
バッチ フ ァ イルから  ConnectorInstaller を使用する例については、 43ページの
「ConnectorInstaller とファ イル転送の併用」 を参照して ください。

コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインからのラインからのラインからのラインからの ConnectorInstaller の使用の使用の使用の使用

コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインからラインからラインからラインから  ConnectorInstaller を使用するにはを使用するにはを使用するにはを使用するには

1 外部 Web サーバーを停止します。

2 コマンド  ラ インから、 次のよ うにして ConnectorInstaller を呼び出します。

java -cp [クラスパス] allaire.jrun.admin.ConnectorInstaller 
JRun のルート ディ レク ト リ

ク ラスパスには、 少な く と も次のパッケージを指定する必要があ り ます。 

jrun.jar 
servlet.jar 
jmc-app.jar

次に例を示します。

C:\>java -cp "c:\program files\allaire\jrun\servers\admin\jmc-app 
\web-inf\lib\jmc-app.jar;c:\program files\allaire\jrun\lib\
jrun.jar;c:\program files\allaire\jrun\lib\ext\servlet.jar"  
allaire.jrun.admin.ConnectorInstaller 
"c:\program files\allaire\jrun" 

次のよ うなメ ッセージが表示されます。

Welcome to JRun 3.0 Connector Wizard.
Please stop your target web server before proceeding.
Press 'Enter' to continue.

3 ConnectorInstaller ユーティ リ ティ によって、 コネクタ  ウィ ザード のフィ ールド
に対応する補足情報の入力が要求されます。 次の表を参考にして、 必要な値を設
定して ください。

プロンプ トプロンプ トプロンプ トプロンプ ト 説明説明説明説明

Available Web Application
Containers

外部 Web サーバーに接続する JRun サーバーを選
択するか、 Enter キーを押して既定値を適用します。

Web Server JRun サーバーに接続する外部 Web サーバーを選
択するか、Enter キーを押して既定値を適用します。

Web Server Version Web サーバーのバージョ ンを選択するか、Enter キー
を押して既定値を適用します。

Platform Web サーバーを実行するプラ ッ ト フ ォームを選択
するか、 Enter キーを押し て既定値を適用します。
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JRun サーバーを接続している  Web サーバーの種類によっては、 上記以外にも
選択項目があり ます。表示さ れる可能性があるその他のプロンプト については、
次の表を参照してく ださ い。

4 Web サーバーを再起動します。

5 JRun サーバーを再起動します。

ConnectorInstaller によって必要なフ ァ イルがコピーされ、 入力に基づいて Web
サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルが編集されます。 Web サーバーのコン
フィギュレーシ ョ ン ファイルまたは JRun のプロパティに加える変更の詳細は、 『JRun
セッ トアップ ガイド』 内のコネクタ  ウ ィザードに関する説明を参照してください。

Proxy Host 外部 Web サーバーのホスト の IP アド レスを入力しま
す。 JRun サーバーが Web サーバーと同じマシン上で
実行されている場合は、既定の IP アドレス127.0.0.1

のままにしておきます。

Proxy Port JRun 接続モジュール (JCM) が Web サーバーとの
通信で使用するポート番号を入力します。

Web サーバーの HTTP ポート と混同しないでく ださ
い。 『JRun セッ トアップ ガイ ド』 内の例では 51000
を使用しています。

Config File Directory 外部 Web サーバーのコンフ ィ ギュレーショ ン  フ ァ
イル ディ レクト リ の絶対パスを入力します。 たとえ
ば、 IIS の既定値は \inetpub\scripts です。

Web サーバーサーバーサーバーサーバー プロンプ トプロンプ トプロンプ トプロンプ ト 説明説明説明説明

Apache DSO Support UNIX: JRun モジュールを  Apache サーバー
にコンパイルしていない場合は、 DSO 
サポート を選択します。 
Windows: DSO サポート を選択します。

Microsoft IIS/
PWS

Install as a Global Filter IIS の場合、 [はい ] を選択すると、 JRun は
IIS の該当インスタンス内のすべての仮想
サーバーに対して ISAPI フ ィルタをイン
スト ールします。単一の仮想サーバーだけに

フィ ルタを適用する場合は[いいえ ] を選択
します。

PWS の場合は [はい ] を選択します。

Netscape 
iPlanet

Use Native or Java 
Connector

Netscape Web サーバーの場合は、 ネイ
テ ィ ブ (既定値 ) または Java コネクタの
いずれかを選択します。 詳細は、 『JRun
セッ ト アップ ガイド 』を参照してく ださい。

プロンプ トプロンプ トプロンプ トプロンプ ト 説明説明説明説明
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ConnectorInstaller とフ ァイル転送の併用とフ ァイル転送の併用とフ ァイル転送の併用とフ ァイル転送の併用

簡単なプログラ ミング テクニッ クを使用する と、 ConnectorInstaller を自動化して
独自のインス トーラに組み込めます。 たとえば、 プロンプ トに対する応答を指定した
ファイルを作成し、ファイル転送と と もに ConnectorInstaller を呼び出して、コマンド
ライン  インターフェイスの代わりにそのファイルから入力を取得します。

フ ァイル転送とともにフ ァイル転送とともにフ ァイル転送とともにフ ァイル転送とともに ConnectorInstaller を使用するにはを使用するにはを使用するにはを使用するには

1 コネク タのインス トールを実行し、プロンプ ト ご とに入力する応答を記録します。
必ず正しい順序で応答を記録して ください。 

プロンプ トは Web サーバーご とに異なるため、 コマンド  ラ インから
ConnectorInstaller を何度か実行しなければならない場合があ り ます。 詳細は、
41ページの 「コマンド  ラ インからの ConnectorInstaller の使用」 を参照して くだ
さい。

2 ConnectorInstaller のプロンプ トに対する応答を指定したテキス ト  ファ イルを
プログラムで作成するか、 インス トール パッケージ内のファ イルを編集します。
1 行に 1 つずつ応答を指定し、 各応答の後で改行します。

たとえば、 テキス ト  ファ イルの内容は次のよ うになり ます。

1
4
2
1
127.0.0.1
8081
c:\inetpub\scripts
2
1

この場合、最初の行には改行のみが入っているので注意してく ださい。これにより 、
JRun インス トーラで既定値が使用されます。 また、 このファ イルはプレーン  
テキス ト と して保存する必要があ り ます。

3 ConnectorInstaller を呼び出し、テキス ト  ファ イルを転送して入力を行います。
ConnectorInstaller を呼び出すには、 バッチ ファ イルを使用するか、
Runtime.exec() を呼び出します。

た とえば、 テキス ト  ファ イルが answers.txt で、 JRun のルー ト  ディ レ ク ト リ が
c:\Jrun である場合は、 バッチ ファ イルに次の行を含めます。

java allaire.jrun.admin.ConnectorInstaller c:\jrun < answers.txt

"<" 記号に注意してく ださい。この記号は、プログラムの動作を停止してキーボード
からの入力を待つのではな く、 転送されたファ イルから次の行を読み込むよ うに

ConnectorInstaller に指示します。
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ConnectorInstaller の出力を表示しない方が良い場合があ り ます。 UNIX では、
> /dev/null を使用して  ConnectorInstaller の出力をヌル デバイスに転送できます。
Windows では、 > /temp/ci.tmp を使用して temp ディ レク ト リ 内の .tmp ファイル
に出力を転送できます。

IIS でのコネクタのインストールとアンインストールでのコネクタのインストールとアンインストールでのコネクタのインストールとアンインストールでのコネクタのインストールとアンインストール

OEM リ ソースには、 Microsoft IIS 3.0 および 4.0 に対応する  JRun コネク タをインス
ト ールまたはアンインスト ールするためのユーティ リ ティ が 2 つあり ます。ほとんどの
場合は、 40ページの 「ConnectorInstaller ユーティ リ ティの使用」 で説明した
ConnectorInstaller ユーティ リ ティ を使用してコネクタを  IIS にインスト ールしますが、
Allaire では metaset および regset とい う  2 つのユーティ リ テ ィ も提供しています。
たとえば、分散環境において  JRun をインスト ールする際に、 IIS と  JRun を別のマシンに
接続し、 ConnectorInstaller ユーティ リ ティがネッ ト ワーク間で使用できない場合
には、 この 2 つのユーティ リ ティ を使用します。

メモメモメモメモ

metaset および regset ユーティ リ ティ を使用してコネクタをインスト ールする場合は、
ほかの手順を手作業で実行する必要があります。この手順については、次のセクショ ンで
説明します。

IIS 3.0 は Windows のレジス ト リ を使用して設定情報を格納します。 コネクタを IIS 3.0
にインス トールするには、コマンド  ライン ユーティ リティの regset.exe を使用します。

IIS 4.0 および 5.0 はメ タベースを使用して設定情報を格納し ます。 メ タベースは
Windows レジスト リ に類似していますが、 アクセスの高速化 (ファイル サイズの縮小)
により 重点が置かれています。 JRun 接続情報に関して  IIS 4.0/5.0 メ タベースを更新する
には、 metaset.exe を使用します。

metaset とととと  regset の構文の構文の構文の構文

regset および metaset ユーティ リ ティの構文は次のとおりです。

regset -[i|d] jrun.dll_path [-quiet] 
metaset -[i|d] /n jrun.dll_path [-quiet] 

metaset は JRun のルート  ディレク ト リ \connectors\isapi\intel-win

\metaset.exe に、 regset は JRun のルート  ディレク ト リ \connectors

\isapi\intel-win\regset.exe にあり ます。 

-quiet オプションを使用すると、操作の成否にかかわらず、出力結果が作成されません。

-i オプシ ョ ンは、 コネク タをインス トールする と きに使用します。 

-d オプシ ョ ンは、 コネク タをアンインス トールまたは削除する と きに使用します。
metaset および regset のオプシ ョ ンについては、 以降のセクシ ョ ンを参照して くだ
さい。
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metaset およびおよびおよびおよび regset を使用したを使用したを使用したを使用した IIS へのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トール

regset または metaset を使用してコネク タをインスト ールする場合、 jrun.dll ファ イル
および jrun.ini ファ イルを適切な場所 (通常は /inetpub/scripts ディ レク ト リですが、
設定によっては異なる場合もあ り ます ) にコピーする必要があ り ます。 

jrun.dll は ISAPI フィ ルタであり 、 Web サーバーに対する  HTTP 要求を中断し、 JRun の
処理と して適切な要求を  JRun に渡します。 jrun.ini ファ イルは jrun.dll を初期化し
ます。

場合によっては、 JRun コネク タを正し く機能させるために、 jrun.ini ファ イル内の
一部の設定を変更する必要があり ます。 jrun.ini ファ イルのプロパティ と分散環境での
JRun のインス トールについては、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

メモメモメモメモ

JRun コネク タをインス トールする と きは、 regset または metaset を使用する前に
Web サーバーを停止して ください。 

IIS 3.0 へのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トール

regset ユーティ リ ティ は、 Windows レジスト リ に JRun コネク タ情報を追加して更新
します。 IIS 3.0 はマルチホスト をサポート しないので、各 Web サーバー インスタンスの
スク リプ ト  ディ レク ト リは 1 つだけです。

次に例を示します。

regset -i c:\inetpub\scripts\ -quiet 

IIS 4.0 およびおよびおよびおよび 5.0 へのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トールへのコネクタのインス トール

metaset ユーティ リ ティは、 メ タベースに JRun コネクタ情報を追加して更新します。

次に例を示します。

metaset -i /1 c:\virt2\inetpub\scripts -quiet 

-i オプシ ョ ンは、 仮想ホス ト番号 n に新しいコネク タを追加します。 この場合、 n は
1 と して処理されます。 仮想ホス トには明確な番号が付けられませんが、 Microsoft
管理コンソ ールで順序を確認してホスト を識別するこ と は可能です。 n を  0 に設定
する と、 JRun はコネク タをグローバル フ ィルタ と してインス トールします。 この
フ ィルタは、 IIS の該当インスタンス内のすべての仮想ホス トに適用されます。

マルチホス トで、 仮想サーバーが同じ  scripts ディ レク ト リ を共有していない場合は、
jrun.dll と  jrun.ini を必ず正しいディ レ ク ト リ に入れ、 グローバル フ ィルタを削除
して ください。
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metaset およびおよびおよびおよび regset を使用したを使用したを使用したを使用した IIS からのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トール

metaset および regset ユーティ リ ティには、 JRun コネク タを削除するオプシ ョ ンが
あります。JRun またはお客様の製品をユーザのマシンからアンインス トールするときは、
このユーテ ィ リ テ ィ を呼び出します。 IIS から コネク タをアンインス トールする と、
デバッグを簡単に行う こ と ができます。このセクショ ンでは、 metaset および regset を
使用して IIS から  JRun コネクタを削除する方法について説明します。

metaset および regset ユーティ リ ティでは、 jrun.dll ファ イルや jrun.ini ファ イルを
実際に削除するのではなく 、 これらのファイルの登録を  Web サーバーから削除します。
アンインス トールを完全に行 うには、 これらのファ イルを手作業で削除する必要が
あ り ます。

メモメモメモメモ

JRun コネク タをアンインス トールする と きは、 regset または metaset ユーテ ィ リ
ティ を使用する前に Web サーバーを停止して ください。

IIS 3.0 からのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トール

regset ユーティ リ ティは、 Windows レジス ト リ内の設定を削除します。

たとえば、 コネク タを削除するには、 次のコマンドを実行します。

regset -d c:\inetpub\scripts -quiet 

IIS 4.0 およびおよびおよびおよび 5.0 からのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トールからのコネクタのアンインス トール

metaset ユーティ リ ティは、 IIS メ タベース内の設定を削除します。

たとえば仮想ホス ト番号 1 からコネクタを削除するには、次のコマンドを実行します。

metaset -d /1 c:\virt2\inetpub\scripts -quiet 

グローバル コネク タを削除するには、 次のコマンドを実行します。

metaset -d /0 c:\inetpub\scripts　

-d オプシ ョ ンは、仮想ホス ト番号 n のコネクタを削除します。仮想ホス トには明確な
番号が付けられませんが、 Microsoft 管理コンソールで順序を確認してホス ト を識別
するこ と は可能です。 n を  0 に設定すると 、 グローバル フィ ルタ  (設定さ れている
場合 ) が削除さ れます。
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JRun サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除

JRun をインスト ールすると 、 admin と  default の 2 つの JRun サーバーがインスト ール
されて起動されます。 

JRun で提供されている  Server ク ラスを使用する と、 JRun サーバーの追加と削除を
行ったり 、 JRun サーバーが存在するかどう かをプログラムまたはコマンド  ラインから
テス トできます。 サーバー設定を最大限に制御するために、 このセクシ ョ ンの指示に
従って JRun サーバーの追加と削除を手作業で行 う こ と もできます。 

JRun には、 JMC の [新規サーバーの構成 ] パネルに独自のフ ィールドを追加する機能
もあ り ます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

• 「プログラムによる  JRun サーバーの追加と削除」 48ページ

• 「手作業での JRun サーバーの追加と削除」 51ページ

• 「JMC の [新規サーバーの構成] パネルの拡張」 54ページ

新規新規新規新規 JRun サーバーについてサーバーについてサーバーについてサーバーについて

コマンド  ラ インまたは JMC を使用して新規 JRun サーバーの既定のインス トールを
実行する と、その新規 JRun サーバーの概要を示す local.properties ファ イルが作成
されます。 このファ イルには次のプロパテ ィが含まれています。

• jrun.server.displayname

• jrun.rootdir

• servlet.webapps

• servlet.services

• web.endpoint.main.port

• control.endpoint.main.port

• ejb.services

新規サーバーを  Enterprise サーバーに指定した場合、 local.properties ファ イルには
次のプロパティ も含まれます。 

• ejb.services

• ejb.ejipt.enableMessaging

• ejb.ejipt.classServer.port

• ejb.ejipt.homePort

• ejb.ejipt.classServer.host
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プログラムによるプログラムによるプログラムによるプログラムによる JRun サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除

このセクシ ョ ンでは、allaire.jrun.tools パッケージ内の Server ク ラスを使用して JRun
サーバーの追加と削除を行 う方法について説明します。 コマンド  ラ インから  Server
ク ラスを使用した り、 Java アプ リ ケーシ ョ ン内からそのパブ リ ッ ク  メ ソ ッ ド を呼び
出すこ とができます。

Server ユーティ リ ティ を呼び出すには、 ク ラスパスに JRun のルート  ディ レク ト リ
/lib/jrun.jar を含める必要があ り ます。

Server ク ラスを使用して JRun サーバーを追加する と、 次の作業が実行されます。

• 新規サーバーが jvms.properties ファ イルに追加されます。

• そのサーバー用のディ レク ト リが JRun のルート  ディ レク ト リ /servers ディ レク
ト リの下に作成されます。

• そのサーバーの概要を示す local.properties ファ イルが作成されます。

新規 JRun サーバーを使用するには、 そのサーバー上で Web アプリケーシ ョ ンを作成
する必要があ り ます。 詳細は、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインからのラインからのラインからのラインからの Server クラスの使用クラスの使用クラスの使用クラスの使用

コマンド  ラ イ ンから  Server ユーティ リ ティ を使用するには、 次のコマンド を入力
し ます。

% java [-classpath classpath] allaire.jrun.tools.Server
[add|remove|exists] server [local.properties enterprise]
jrun-home

次に例を示します。

% java -classpath c:\jrun\lib\jrun.jar allaire.jrun.tools.Server add
|new_server c:\jrun\

add
新規 JRun サーバーを追加します。 必要に応じて新規 local.properties ファ イルの
場所を指定し、add アクシ ョ ンと と もに enterprise オプシ ョ ンを設定するこ と も
できます。

片方のオプシ ョ ンを指定した場合は、 両方と も指定する必要があ り ます。 

enterprise オプシ ョ ンはブール値であ り、 新規 JRun サーバーで EJB および JMS
Enterprise 版の機能を有効にするかど う かを決定します。 既定値は true です。
47ページの 「新規 JRun サーバーについて」 で説明したよ うに、 このオプシ ョ ンを
設定する と  Enterprise 関連のプロパテ ィが local.properties ファ イルに書き込ま
れます。
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remove
既存の JRun サーバーを削除します。 削除する前に JRun サーバーを停止する必要が
あ り ます。

メモメモメモメモ

admin JRun サーバーを削除しないで ください。 削除する と  JMC にアクセスでき
な くなり ます。

exists
サーバーが存在する場合は、 "The server 'servername' exists" とい う メ ッ
セージが返されます。存在しない場合は、 "The server 'servername' does not
exist" と いう メ ッセージが返されます。 このアクショ ンによってサーバーの存在を
調べる場合、 そのサーバーが実行中である必要はあり ません。 次に例を示します。

% java allaire.jrun.tools.Server exists default c:\jrun\

The server 'default' exists.

% java allaire.jrun.tools.Server exists nickdanger c:\jrun\

The server 'nickdanger' does not exist.

Java アプリケーシ ョ ンでのアプリケーシ ョ ンでのアプリケーシ ョ ンでのアプリケーシ ョ ンでの Server クラスの呼び出しクラスの呼び出しクラスの呼び出しクラスの呼び出し

独自の Java アプリ ケーショ ンから  Server ク ラスのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ド にアクセスして、
プログラムで JRun サーバーの追加と削除を実行できます。 このク ラ スを使用して
サーバーの存在をテス トするこ と もできます。 このセクシ ョ ンでは、 Server ク ラスの
パブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。

コンスト ラクタの詳細コンスト ラクタの詳細コンスト ラクタの詳細コンスト ラクタの詳細

Server
public Server(java.lang.String serverName,
              java.lang.String jrunDir)
       throws java.io.IOException,allaire.jrun.tools.ServerException

新規サーバーを構築します。 次の表では、 パラ メータについて説明しています。

パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

serverName 新規 JRun サーバーの名前

jrunDir JRun のルート  ディ レク ト リ
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メ ソ ッ ドの詳細メ ソ ッ ドの詳細メ ソ ッ ドの詳細メ ソ ッ ドの詳細

add
public void add()

throws java.io.IOException, allaire.jrun.tools.ServerException

新規 JRun サーバーを追加します。 local.properties を空のファイルと見なし、 サー
バー ディ レク ト リ を  {JRun のルート  ディ レク ト リ }/servers/{サーバー } と見なし
て、 既定によ り  EJB と  JMS を有効にします。

add
public void add(allaire.jrun.util.OrderedProperties ordProp)

throws java.io.IOException, allaire.jrun.tools.ServerException

新規 JRun サーバーを追加します。 サーバー ディ レク ト リ を  {JRun のルート  
ディ レク ト リ }/servers/{サーバー } と見なし、 EJB と  JMS を有効にします。 次の表
では、 パラ メータについて説明しています。

add
public void add(allaire.jrun.util.OrderedProperties ordProp, 

boolean enterprise) 
throws java.io.IOException, allaire.jrun.tools.ServerException

新規 JRun サーバーを追加します。 新規サーバー ディ レク ト リ を {JRun のルート
ディ レク ト リ }/servers/{サーバー } と見なします。次の表では、パラ メータについ
て説明しています。

パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

ordProp 新規サーバーの local.properties ファイルに保存されるプロパテ ィ

パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

ordProp 新規サーバーの local.properties フ ァイルに保存される
プロパテ ィ

enterprise 新規 JRun サーバーの EJB と  JMS を有効にします。
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add
public void add(allaire.jrun.util.OrderedProperties ordProp,

java.lang.String serverDirNew,
boolean enterprise)

throws java.io.IOException, allaire.jrun.tools.ServerException 

新規 JRun サーバーを追加します。次の表では、パラメ ータについて説明しています。

remove
public void remove()

throws java.io.IOException, allaire.jrun.tools.ServerException

JRun サーバーを削除します。 削除する前に JRun サーバーを停止する必要があ り
ます。

exists
public boolean exists()

サーバーが存在するかど うかをチェ ッ ク します。

手作業での手作業での手作業での手作業での JRun サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除サーバーの追加と削除

このセクシ ョ ンでは、 新規 JRun サーバーの追加と削除を手作業で行 う方法について
説明します。 JMC を使用して新規 JRun サーバーを作成する方法については、 『JRun
セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

手作業での手作業での手作業での手作業での JRun サーバーの追加サーバーの追加サーバーの追加サーバーの追加

新規 JRun サーバーを手作業で最も簡単に作成するには、 既定のアプリ ケーシ ョ ンを
含む default JRun サーバーのファ イルおよびディ レク ト リ 構造をコ ピーし 、 その
コピーを変更して新規サーバーの内容を反映させます。

パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

ordProp 新規サーバーの local.properties ファイルに保存される
プロパテ ィ

serverDirNew 新規 JRun サーバーのディ レク ト リの場所

enterprise 新規 JRun サーバーの EJB と  JMS を有効にします。
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JRun サーバーを作成するにはサーバーを作成するにはサーバーを作成するにはサーバーを作成するには

1 新規サーバーの名前を付けたディ レク ト リ  (/servers/foo など) に /servers/default
ディ レク ト リ をコピーします。

2 新しいディ レク ト リ  (/servers/foo) 内の local.properties ファ イルを開きます。
local.properties ファ イルでは JRun サーバー固有の設定を定義します。 この設定
には、 名前やポート設定などの基本的なプロパティだけでな く、 そのサーバーで
公開するアプリケーシ ョ ンも含まれます。

新しい local.properties ファ イルを次のよ うに変更します。

a サーバーの新規名 (表示名 ) を反映するよ うに jrun.server.displayname プロ
パティ を変更します。 この名前は JMC に表示されます。 コードは次のよ うに
な り ます。

## jvm properties
# was:jrun.server.displayname=Default Server
jrun.server.displayname=Foo Server

b 「Web Application Settings」 セクショ ンから不要なアプリ ケーショ ンを削除しま
す。 default-app を残す場合は、 ほかの JRun サーバーの default-app マッピン
グ と競合しないよ う に URL マッ ピングを必ず変更してく ださい。 default サー
バーにアプ リ ケーシ ョ ンを追加していない場合、 demo-app と  invoice-app
以外のアプ リ ケーシ ョ ンを削除する必要はあ り ません。

たとえば、 各アプリケーシ ョ ンには次のよ うなセクシ ョ ンがあ り ます。

invoice-app.rootdir=C:\\Program Files\\Allaire\\JRun\\
servers\\default\\invoice-app
invoice-app.class={webapp.service-class}
webapp.mapping./invoice=invoice-app

該当するアプリケーシ ョ ンの設定を削除します。

c default アプリ ケーショ ンのみが含まれるよ う に servlet.webapps プロパティ を
再設定します。 行は次のよ うになり ます。

#was:servlet.webapps=default-app, demo-app
servlet.webapps=default-app

d ポート設定を固有のポートに変更します (これらの設定はファイル内の別々の
セクシ ョ ンにあ り ます)。 次に例を示します。

web.endpoint.main.port=8101 #was:8100 (Web server port)
control.endpoint.main.port=53001 #was:53000 (Control port)
ejipt.classServer.port=2324 #was: 2323
ejipt.homePort=2334 #was 2333

メモメモメモメモ

これらのポート設定を変更しないと、バインドの例外が発生する場合があ り ます。
JRun のポートについては、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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3 local.properties ファ イルを保存します。

4 default-app を含むすべてのアプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ を  
/servers/foo から削除します。 default サーバーにアプ リ ケーシ ョ ンを追加して
いない場合、 削除する必要があるのは default-app ディ レク ト リだけです。

5 JRun のルー ト  ディ レク ト リ /lib ディ レク ト リ内の jvms.properties ファ イルを
開きます。 JRun では jvms.properties ファ イルを使用して、 インスタンス化する
必要があるサーバーが調べられます。新規サーバーの行を追加します。ファ イルは
次のよ うにな り ます (NT の場合 )。

admin=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/admin
default=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/default
foo=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/foo

サーバー名が行の先頭にあ り、 ディ レク ト リ名が行の末尾にある こ とに注意して
ください。

6 新規 JRun サーバーを起動します。

Windows の場合

a /JRun のルート  ディ レク ト リ /bin 内の jrun-default.bat ファ イルを
jrun-foo.bat にコピーします。

b jrun-foo.bat を編集して新規サーバーの名前を指定します。

@echo off
start jrun -start foo

c jrun-foo.bat ファ イルを実行します。

d オプシ ョ ンで (NT のみ )、 コマン ド  ラ イン  ユーテ ィ リ テ ィ を使用して新規
サーバーを NT サービス と して追加するこ と もできます。

% jrun -install "Foo Service" foo -quiet

e 次のコマンドを使用してサーバーを起動します。

% jrun -start foo

UNIX の場合

/jrun/bin 内の jrun コマンド  ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

% jrun -start foo

7 JMC にログインしている場合は、 ログアウ ト してから  admin サーバーを再起動
します。

次回のログイン時には、 新規 Foo サーバーが JMC の左側ペインに表示されます。
Foo サーバーには Web アプリ ケーシ ョ ンがあ り ません。

8 新規 JRun サーバーを使用するには、 そのサーバー上で Web アプリケーシ ョ ンを
作成する必要があります。詳細は、『JRun セッ トアップ ガイド』 を参照してください。
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手作業での手作業での手作業での手作業での JRun サーバーの削除サーバーの削除サーバーの削除サーバーの削除

JRun サーバーの削除は十分に検討した上で行 う必要があ り ます。サーバーを削除す
る前に、 そのサーバー内にある重要なファ イルまたはアプ リ ケーシ ョ ンを必ずバッ
クアップして ください。 このセクシ ョ ンでは、 JRun サーバーを削除する方法につい
て説明します。

注意注意注意注意

admin JRun サーバーまたは default JRun サーバーを削除しないで ください。 削除
する と、 これらのサーバー内のアプ リ ケーシ ョ ンが失われます。

JRun サーバーを削除するにはサーバーを削除するにはサーバーを削除するにはサーバーを削除するには

1 削除する  JRun サーバーを停止します。

2 そのサーバーのディ レク ト リ とすべてのサブディ レク ト リ を削除します 
(たとえば、 /servers 内の /foo ディ レク ト リ を削除します)。

3 JRun のルー ト  ディ レク ト リ /lib ディ レク ト リ内の jvms.properties ファ イルを
開き、 該当するサーバーの行を削除します。 フ ァ イルは次のよ うにな り ます 
(NT の場合 )。

admin=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/admin
default=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/default
#foo=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/foo

4 サーバーの起動スク リプ ト を削除します。

5 サーバーを  NT サービスと して追加した場合は、 コマンド  ライン  ユーティ リ ティ を
使用してこのサービスを削除します。

% jrun -remove "Foo Server" -quiet

6 JMC にログインしている場合は、ログアウト してから  admin サーバーを再起動します。

次回のログイン時には、 このサーバーが JMC の左側ペインに表示されません。

JMC のののの [新規サーバーの構成新規サーバーの構成新規サーバーの構成新規サーバーの構成 ] パネルの拡張パネルの拡張パネルの拡張パネルの拡張

前に説明したよう に、 JMC を使用して JRun サーバーを追加すると 、新規 JRun サーバーの
概要を示す local.properties ファ イルのみが作成されます。 JRun では、 JMC を使用し
て新規 JRun サーバーを追加する既定の機能を拡張するための方法がい くつか用意さ
れています。

• JMC の [新規サーバーの構成] パネルにフ ィールドを追加して、新規 JRun サーバー
に関する情報の入力をユーザに要求します。

• 任意の数の既定のプロパティを新規 JRun サーバーに自動的に追加します。

このセクシ ョ ンでは、 admin JRun サーバーの local.properties ファ イルを変更して
これらの操作を実行する方法について説明します。 admin サーバー上で動作している
jmc-app によって JMC の内容が制御されるため、 local.properties ファ イルを編集
する必要があ り ます。 admin サーバーの local.properties ファ イルの編集プロセスは、
PropertScript ユーティ リ ティ を使用して自動化できます。詳細は、30ページの 「JRun
プロパティのカスタマイズ」 を参照して ください。
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[新規サーバーの構成新規サーバーの構成新規サーバーの構成新規サーバーの構成] パネルへのフ ィールドの追加パネルへのフ ィールドの追加パネルへのフ ィールドの追加パネルへのフ ィールドの追加

JMC の [新規サーバーの構成 ] パネルにフィ ールド を追加し、JMC ユーザの応答をプロ
パティ と して新規 JRun サーバーの local.properties ファ イルに保存できます。新しい
プロパテ ィは、 既存の JRun プロパテ ィ を置き換える こ と も、 JRun サーバーまたは
Web アプ リ ケーシ ョ ンのコンテキス ト で特別な意味を持つ固有のプロパティにする
こ と もできます。

たとえば、[新規サーバーの構成] パネルに [Logging Level] と いう フィ ールドを追加し、
そのフ ィールドを  local.properties 内の logging.loglevel プロパティにマッピングし、
必要なログ レベル (情報、 警告、 エラーなど ) の入力をユーザに要求できます。

このセクシ ョ ンでは、 [Logging Level] フィ ールド およびプロパティ の追加手順を示し、
JMC の [新規サーバーの構成] パネルにフ ィールドを追加する方法について説明しま
す。

[新規サーバーの構成新規サーバーの構成新規サーバーの構成新規サーバーの構成 ] パネルにフ ィールドを追加するにはパネルにフ ィールドを追加するにはパネルにフ ィールドを追加するにはパネルにフ ィールドを追加するには

1 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/admin/local.properties にある  admin JRun
サーバーの local.properties ファ イルを開きます。

2 AddServer セクシ ョ ンを見つけます。

3 新規フ ィールドの トークン名を  jmcAddServer.items プロパティに追加します。
この名前は、 local.properties ファ イル内の新規プロパティを参照する と きに使用
されます。

たとえば、新規プロパティ の名前を  logSetting にする場合は、カンマ区切り リ スト の
最後に logSetting を追加します。

jmcAddServer.items=displayName,webPort,controlPort,enterprise,ejbCla
ssPort,ejbHomePort,logSetting

4 次のプロパティ と値を追加します。 この手順では、 logSetting の属性を定義して
います。

jmcAddServer.logSetting.title=Logging Level
jmcAddServer.logSetting.name=logging.loglevel
jmcAddServer.logSetting.type=string
jmcAddServer.logSetting.description=Enter one or more of the 

following in a comma-delimited list:info, warning, error
jmcAddServer.logSetting.optional=false

5 admin JRun サーバーの local.properties ファ イルを保存して閉じます。

6 admin JRun サーバーを再起動します。
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7 JMC で [マシン名 ] を選択します。

[新規サーバーの構成 ] パネルが新規フ ィールド と と もに表示されます。

ユーザが [Logging Level] フィールド に 「info」 と入力して [作成] ボタンをク リ ックす
ると 、既定のプロパティ のほかに次の行が新規 JRun サーバーの local.properties ファ
イルに書き込まれます。

logging.loglevel=info

新規新規新規新規 JRun サーバーへの既定のプロパテ ィの追加サーバーへの既定のプロパテ ィの追加サーバーへの既定のプロパテ ィの追加サーバーへの既定のプロパテ ィの追加

このセクショ ンの指示に従って、 すべての新規 JRun サーバーに追加するプロパティ の
一覧を作成できます。このプロセスでは、新規フィ ールド の作成や新規サーバーを作成
するユーザに対するプロンプト の表示は行われませんが、代わり にプロパティ の一覧が
ファイルから読み込まれ、 新しい local.properties ファ イルに書き込まれます。

新規新規新規新規 JRun サーバーに既定のプロパテ ィ を追加するにはサーバーに既定のプロパテ ィ を追加するにはサーバーに既定のプロパテ ィ を追加するにはサーバーに既定のプロパテ ィ を追加するには

1 JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/admin/local.properties にある  admin JRun
サーバーの local.properties ファ イルを開きます。

2 AddServer セクシ ョ ンを見つけます。

3 jmcAddServer.file プロパティでファイルを指定します。既定値は次のとおりです。

jmcAddServer.file=/lib/jmcAddServer.file

この場所は JRun のルート  ディ レク ト リからの相対パスです。

4 jmcAddServer.file または jmcAddServer.file プロパテ ィで指定したファ イルを
開きます。 このファ イルの既定の内容は次のとおりです。

# Add here any properties that you wish to be added to a server 
# when created in the JRun Management Console.
# See the admin server's local.properties for more information.
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5 JMC で作成したすべての新規 JRun サーバーに追加するプロパティ および値を追加
します。

たとえば、 すべての新規 JRun サーバーにカスタム  ロガーを追加するには、
jmcAddServer.file に次のプロパティを追加します。

logging.threadedlogger.listeners=filelogwriter,mydispatcher
logging.mydispatcher.class=allaire.jrun.logging.DispatchLogger 

logging.mydispatcher.events=allaire.jrun.logging.MetricsLogEve
nt logging.mydispatcher.destinations=metricswriter 

logging.metricswriter.class=allaire.jrun.logging.FileLogWriter 
logging.metricswriter.filename= {jrun.rootdir}/logs/
{jrun.server.name}-metrics.csv 
logging.metricswriter.heading.line1=# JRun 3.0 Metrics 
logging.metricswriter.heading.line2=# Date, JVM Free 
Memory,Requests,Avg Request Time 
logging.metricswriter.format={date MM/dd 
HH:mm:ss},{log.message}

これらのプロパティでは mydispatcher とい う新しいリ スナが追加されます。この
DispatchLogger によって MetricsLogEvent タ イプのログ イベン ト が受信され、
metricswriter と いう ロガーに転送さ れます。 ほかのすべてのタ イプのログ  
メ ッセージは無視されます。

新しいログ  ライタが設定されてログ  イベント が FileLogWriter に server-metrics.csv
と いう ファイル名で送信され、 出力がフォーマッ ト されます。

メモメモメモメモ

jmcAddServer.file の内容を編集しても 、 既存の JRun サーバーは影響を受けません。
JMC を使用して追加された JRun サーバーのみが影響を受けます。

6 jmcAddServer.file を保存して閉じます。

7 admin JRun サーバーを再起動します。

次に JMC の [新規サーバーの構成 ] パネルを使用して新規 JRun サーバーを作成す
る と き、 jmcAddServer.file 内のすべてのプロパティ が新規 JRun サーバーの
local.properties ファ イルに書き込まれます。
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JMC の拡張の拡張の拡張の拡張

JRun を使用すると 、 JMC の左側パネルにある  JRun ナビゲーショ ン  ツリ ーにカスタム
リ ンクを追加できます。追加できるのは、 メ ニュー、サブメ ニュー、およびオプショ ン
です。 たと えば、 Web サイト 上のテクニカル サポート  ページや特別記事へのリ ンクを
含める こ と ができます。 数多く のテク ニカル サポート 記事にリ ンク する場合は、
ト ピッ ク ごと に記事をグループ化し 、サブメ ニューと してナビゲーショ ン  ツリ ーに
含める こ と ができます。

次の例では、 [JavaSoft] がメニューであ り、 [JDBC] がサブメニューであ り、 [Servlets]、
[JSP]、 [Drivers]、 および [Articles] がオプシ ョ ンです。

メニュー名またはオプシ ョ ン名をク リ ッ クする と、 対応する リ ンクが JMC のメ イン
ターゲッ ト  ウ ィンド ウに表示されます。

JMC 拡張の構文拡張の構文拡張の構文拡張の構文

JMC の拡張は、 admin JRun サーバーの local.properties ファイルにプロパティ を追加
するこ とによって行われます。

ト ップレベルのオプシ ョ ンまたはメニューをサーバーの項目 リ ス ト に追加する必要
があ り ます。

admin.jmcMenu.<server_name>.items=<options_list>

server_name は、JMC ナビゲーシ ョ ン  ツ リーで下にリ ンクを表示するサーバーの名前
です。 たとえば、 default などです。

options_list は、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーに表示する ト ップレベル オプシ ョ ンのカンマ
区切り リ ス トです。

name および link プロパティを使用して、 オプシ ョ ンのリ ンク先および表示名を追加
します。

admin.jmcMenu.<server_name>.<options_name>.name=<display_name>
admin.jmcMenu.<server_name>.<options_name>.link=<target_link>



JMC の拡張 59
option_name は、プロパティ  ファイル内でこのリ ンクを参照すると きに使用するリ ンクの
名前です。この名前はスペースや特殊文字を含まない 1 つの単語でなければなり ません。
たと えば、 sun などです。次に、この option_name を使用してサブメ ニュー項目を追加
します。

display_name では、 JMC ナビゲーショ ン  ツリ ーに表示するリ ンクの名前を定義します。
たとえば、 JavaSoft などです。 この値にはスペースを含めるこ とができます。

target_link は、 ユーザがリ ンクをク リ ッ ク したと きに JMC のターゲッ ト  ウィ ンド ウに
表示される  Web ページです。

リ ンクの項目 リ ス ト を使用してサブメニューを追加します。

admin.jmcMenu.<server_name>.<options_name>.items=<sub-menu_list>

sub-menu_list は、 options_name サブメニューの下に表示されるサブメニュー オプ
ショ ンのカンマ区切り リ スト です。 任意の数のネスト されたメ ニューを作成できます。

これらの変更を有効にするには、 admin JRun サーバーを再起動して JMC にログイン
し直す必要があり ます。 新しいメ ニューやオプショ ンが表示さ れる  JRun サーバー
を再起動する必要はあり ません。

JMC 拡張の追加拡張の追加拡張の追加拡張の追加

JMC ナビゲーシ ョ ンナビゲーシ ョ ンナビゲーシ ョ ンナビゲーシ ョ ン メニューに新しいリンクを追加するにはメニューに新しいリンクを追加するにはメニューに新しいリンクを追加するにはメニューに新しいリンクを追加するには

1 admin JRun サーバーの local.properties ファ イルを開きます。

2 項目 リ ス トに新しいオプシ ョ ンを追加します。たとえば、sun とい うオプシ ョ ンを
default JRun サーバーに追加するには、 次のよ うに入力します。

admin.jmcMenu.default.items=sun

新しいオプシ ョ ンを  JMC に初めて追加する場合は、 行全体を入力する必要があ り
ます。 それ以外の場合は、 カンマ区切り リ ス トに新しいオプシ ョ ンを追加します。

3 新しいオプシ ョ ンの名前およびリ ンクを追加します。

admin.jmcMenu.default.sun.name=JavaSoft
admin.jmcMenu.default.sun.link=http://java.sun.com

4 必要な場合は、 項目 リ ス ト を使用してサブメニュー内のオプシ ョ ンを現在のオプ
シ ョ ンに追加できます。 サブメニュー内の jdbc とい うオプシ ョ ンを  sun に追加
するには、 次のよ うに入力します。

admin.jmcMenu.default.sun.items=jdbc

5 次に、 サブメニュー内の jdbc オプシ ョ ンの名前およびリ ンクを追加します。

admin.jmcMenu.default.jdbc.name=JDBC
admin.jmcMenu.default.jdbc.link=http://java.sun.com/jdbc

6 JMC からログアウ ト します。

7 admin JRun サーバーを再起動します。

8 JMC にログインし直し、 新しいリ ンクをテス ト します。
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JMC 拡張の例拡張の例拡張の例拡張の例

次の例は、admin JRun サーバーの local.properties ファ イルの内容です。これによ り、
58 ページの画像に示されている メニュー、 サブメニュー、 およびオプシ ョ ンが表示
されます。

admin.jmcMenu.default.items=sun,microsoft
admin.jmcMenu.default.sun.items=servlets,jsp,jdbc
admin.jmcMenu.default.sun.name=JavaSoft
admin.jmcMenu.default.sun.link=http://java.sun.com
admin.jmcMenu.default.servlets.name=Servlets
admin.jmcMenu.default.servlets.link=http://java.sun.com/products/

servlets
admin.jmcMenu.default.jsp.name=JSP
admin.jmcMenu.default.jsp.link=http://java.sun.com/products/jsp
admin.jmcMenu.default.jdbc.items=jdbc_drivers,jdbc_articles
admin.jmcMenu.default.jdbc.name=JDBC
admin.jmcMenu.default.jdbc.link=http://java.sun.com/products/jdbc
admin.jmcMenu.default.jdbc_drivers.name=Drivers
admin.jmcMenu.default.jdbc_drivers.link=http://

industry.java.sun.com/products/jdbc/drivers
admin.jmcMenu.default.jdbc_articles.name=Articles
admin.jmcMenu.default.jdbc_articles.link=http://java.sun.com/

products/jdbc/articles.html
admin.jmcMenu.default.microsoft.name=Microsoft
admin.jmcMenu.default.microsoft.link=http://www.microsoft.com

次の図は、 ナビゲーシ ョ ン要素とそのサブ要素が追加された JMC を示します。
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終了ハンド ラの使用終了ハンド ラの使用終了ハンド ラの使用終了ハンド ラの使用

JRun でカスタム終了ハンド ラを実装するこ とによって、 OEM ユーザは JRun の終了
動作を制御できます。 たと えば、 JRun の終了やエラーが発生し た場合に、 独自の
エラー メ ッ セージを表示したり 、 ファ イルを消去できます。

既定では、 JRun は次の場合に System.exit() を呼び出します。

通常の終了時には、 JRun によって System.exit() が呼び出されません。 jrun.exe
(Windows) とシェル スク リプ ト  (UNIX) によってステータス  コードがチェ ッ ク され、
JRun を再起動する必要があるかど うかが判断されます。

OEM ユーザが独自のカスタム終了ハン ド ラを作成でき る よ うに、 JRun には OEM
ユーザ用の allaire.jrun.JRunExitHandler インターフェイスが含まれています。この
インターフェイスには 1 つのメ ソ ッ ドがあ り ます。

void exitJRun(int exitCode)

JRunExitHandler を実装する ク ラスの新しいインスタンスを生成した後、その JRun
ク ラス上で新しい終了ハンド ラを設定できます。このインスタンスは静的なフィ ールド
に格納されるため、 特定の時点でアクティブにできる終了ハンド ラは 1 つだけです。

終了コード名終了コード名終了コード名終了コード名 説明説明説明説明 終了コード値終了コード値終了コード値終了コード値

RESTART_EXIT 再起動コマンドによって JRun が
終了しました。

戻り値は 5 です。

FATAL_ERROR_EXIT 重大なエラーによって JRun が
終了しました。 

戻り値は 6 です。

STATUS_RUNNING_EXIT ステータス コマン ドが受信され、
JRun は現在実行されています。 

戻り値は 7 です。

STATUS_NOT_RUNNING_EXIT ステータス コマン ドが受信され、
JRun は現在実行されていません。 

戻り値は 8 です。
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実装例は次のとおりです。

import java.io.*;
import allaire.jrun.*;
/**
* ベース JRunExitHandler クラスを拡張して、 終了を無視するための
* カスタム実装を行います。
*/

public class MyJRun implements JRunExitHandler
{

public static void main(String[] args) throws IOException
{

JRun.setExitHandler(new MyJRun());
JRun.main(args);         

}

public void exitJRun(int exitCode)
{

// 終了条件に対応した終了コードを使用して、
// ここに終了処理コードを記述します。

}
}

上記のサンプル ク ラ スでは JRunExitHandler が実装されます。 main() メ ソ ッ ドに
よってク ラスがインスタンス化され、 JRun 上で終了ハンド ラが設定され、次に JRun が
呼び出されます。 JRun が異常終了するか、 再起動要求を受信すると 、 JRun の既定の
exitJRun() の代わり に、 新規のカスタム  exitJRun() メ ソ ッ ド が呼び出されます。



第 2 章

ホステ ィングホステ ィングホステ ィングホステ ィング /ISP
この章には、 インターネッ ト  サービス  プロバイダ (ISP)、Web ホスティング会社、および
その他の上級 JRun ユーザ向けの情報が含まれています。
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JRun でのロードでのロードでのロードでのロード  バランスとクラスタ リングバランスとクラスタ リングバランスとクラスタ リングバランスとクラスタ リング

専用ホスティ ング環境では、 JRun サーバー、 Web サーバー、 データベース、 および
その他のサーバーは異なるマシン上に配置できます。 JRun および Web サーバーの複
数のインスタンスを使用するこ とによ り、複数のプロセッサ間に負荷を分散できます。
ロードバランスだけでな く、 アラーム通知やフェイルオーバのサポート も利用できま
す。 これらの機能は、 JRun の Enterprise 版に含まれる  Allaire ClusterCATS によって
提供されます。

ClusterCATS は、 JRun Enterprise 版に含まれているソフト ウェアベースのロード  バラン
スおよびクラスタ リ ング ソ リ ューショ ンです。 ClusterCATS のロード  バランスおよびク
ラスタ リング ツールを使用するには、 クラスタ内のすべてのサーバーに ClusterCATS を
インス トールする必要があ り ます。

このセクシ ョ ンでは、 ClusterCATS で提供されるテク ノ ロジを紹介します。 詳細は、
『Allaire ClusterCATS の使用』 を参照して ください。 

概要概要概要概要

ClusterCATS を使用すると 、 Web アプリ ケーショ ンをサポート する適切なクラスタを簡
単に作成、最適化、および保守できます。 ClusterCATS は、Windows NT、 Solaris、お
よび Linux プラ ッ ト フォームで動作し、 Microsoft IIS、 Netscape Enterprise Server、
Apache などの主要な基幹業務 Web サーバーと連動します。ClusterCATS は、 リモートで
管理できます。 ClusterCATS には次の強力な機能が含まれています。

• 負荷しきい値と転送しきい値をサーバーご とに設定します。

• アプリ ケーショ ン対応ロード  バランス機能と セッショ ン対応ロード  バランス機能を
使用してロード  バランス方式を最適化します。

• エラーを自動的に検出して復旧します。

• 使用可能なサーバーにト ラフ ィ ッ クを自動的に転送します。

• 管理者に問題を自動的に通知します。

次のセクシ ョ ンでは、 これらの方法について簡単に説明します。

フ ェイルオーバフェイルオーバフェイルオーバフェイルオーバ

使用不能になったサーバーを冗長サーバーにフェイルオーバする機能は基幹業務アプリ
ケーシ ョ ンに不可欠であ り、 これによってアプリケーシ ョ ンの信頼性の高い継続的な
動作が保証されます。 サーバーのフェイルオーバは、 ClusterCATS インスト ールの実行中
に選択するオプショ ンです。 
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負荷しきい値負荷しきい値負荷しきい値負荷しきい値

ClusterCATS は、 ク ラスタ リ ングされたサーバーに対する  HTTP ト ラフ ィ ッ クの量を
識別して管理するこ とによって、顧客の Web アプリケーシ ョ ンが常に最適なパフォー
マンスで動作するよ うにします。 ク ラスタ内の各サーバーで負荷しきい値を設定する
こ とによって、 Web サイ トの可用性およびパフォーマンスを制御し、 管理できます。
しきい値の設定は、多く の場合、Web サイト のアーキテクチャと一連の処理リ ソースを
どこに割り当てるかによって決ま り ます。

HTTP 転送時に、ClusterCATS は HTTP サーバーのステート と  JRun サーバーの負荷に
基づいてクラスタのステートを評価します。この方式は、集中型および分散型のいずれの

ClusterCATS 構成でも同じです。 すべての Web サーバーが 1 つのサイト 上にある集中
型 ClusterCATS ク ラスタの場合、ClusterCATS は、サーバーがビジー状態か、または動
作が制限されている場合に限り転送します。

ク ラスタ  メ ンバご とに、 2 つの負荷しきい値を設定できます。

• 完全転送しきい値 サーバーが、 そのパフォーマンスを著し く 低下させない程度に、

あるいは使用不能にならない程度に処理できる最大負荷を表します。 

• 漸次転送しきい値 サーバーのパフォーマンスが低下しない う ちに、あるいは使用

不能になる前に、 サーバーがク ラスタ内の負荷の少ないほかのサーバーに HTTP
要求の転送を開始する時点を表します。

負荷しきい値の設定方法の詳細は、 『ClusterCATS の使用』 を参照して ください。

JRun プローブの使用プローブの使用プローブの使用プローブの使用

JRun プローブは、顧客のク ラスタ リ ングされたサーバー上で JRun サーバーが正常に
動作している こ と を確認する  ClusterCATS の高可用性機能です。 これらは、 特定の
JRun URL を定期的にテス ト し、 返されるページに含まれるユーザ定義文字列と比較
してその妥当性を確認します。

ト ラフ ィ ッ クの転送ト ラフ ィ ッ クの転送ト ラフ ィ ッ クの転送ト ラフ ィ ッ クの転送

妥当性テス トが成功すると、着信 HTTP 要求はプローブが存在するサーバーに引き続き
送信されます。 ただし、 テスト が失敗した場合は (URL が見つからない、 タイムアウト し
た、またはアクセスされたページ内のユーザ指定文字列が返されない場合)、ClusterCATS
はサーバーを制限し、 ク ラスタ内の使用可能なほかのサーバーに要求を転送します。
ClusterCATS は制限されたサーバーのテス ト を続行し、 制限されたサーバーはプロー
ブが有効な値を返すとすぐに使用可能である とみなされます。
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フェイルオーバフェイルオーバフェイルオーバフェイルオーバ

JRun サーバーがハングするか故障した場合、 ClusterCATS は障害のあるサービスの復旧
を試みます。 JRun サービスが復旧する と、 プローブは JRun サーバーを再起動し、 そ
のサーバーへの HTTP ト ラフ ィ ッ クの送信を開始します。

JRun プローブの使用方法の詳細は、 『Allaire ClusterCATS の使用』 を参照してく ださい。

管理者アラーム通知の使用管理者アラーム通知の使用管理者アラーム通知の使用管理者アラーム通知の使用

ClusterCATS のアラーム通知機能を使 う と、 ク ラスタ内で発生する重要なイベン トに
ついて即座にフ ィードバッ クを得るこ とができます。 イベン トによ りアラームが発生
する と、 ClusterCATS が 1 人または複数のユーザに電子メールで通知します。 

次の表は、 発生する可能性があるイベント と 、 イベント ごと の通知スケジュールの
一覧です。

選択したイベント が発生すると 、 ClusterCATS によって、指定したユーザに電子メ ール
メ ッ セージが送信されます。 アラーム通知の使用方法の詳細は、 『Allaire ClusterCATS
の使用』 を参照してく ださい。

イベン トイベン トイベン トイベン ト  タイプタイプタイプタイプ 通知のタイ ミング通知のタイ ミング通知のタイ ミング通知のタイ ミング

ディスクの障害 即時

HTTP サーバーの障害 即時

サーバー ビジー警告 24 時間ごと

サーバーへ未着信 即時

Web サーバー フ ェイルオーバ 即時

JRun プローブの障害 即時
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JMC へのアクセスの保護へのアクセスの保護へのアクセスの保護へのアクセスの保護

JRun は、 JRun 管理コンソール (JMC) を使用して管理されます。 JMC は、 JRun サー
バー、 JRun サーバーに関連付けられている  JRun Web サーバー 、および外部 Web サー
バー接続を設定するためのブラウザベースの管理ユーティ リ ティです。

既定では、 JMC は、 admin JRun サーバー上で、 admin JRun サーバーに関連付けられ
ている  JRun Web サーバー (JWS) と連動します。 外部 Web サーバーとは接続されません。
通常、 admin サーバーの JWS にはポート  8000 を介してアクセスします。

JMC へのリ モート  アクセスを許可する場合は、 その設定時に予防措置を講じておく
必要があ り ます。 JMC を保護する方法には、 次のものがあ り ます。

• ユーザの管理

• 外部 Web サーバーを介した admin JRun サーバーへの安全な リモート  アクセスの
提供

• JMC にアクセスする際の、 ホス トベースの認証の使用

このセクシ ョ ンでは、 これらの方法について説明します。

JMC ユーザの管理ユーザの管理ユーザの管理ユーザの管理

新規 JMC ユーザ アカウン ト を追加する際は、 次の点に注意して ください。

• Java の設定

ユーザは、自分の JRun サーバーの [Java の設定] パネルにアクセスできます。 これに
よ り、 JRun 環境にその他の変更を加えるだけでなく、 Java 引数を追加および削除し、
それらの JVM のクラスパス設定を変更できます。これは、 リ ソースやセキュ リティ上
の問題となる可能性があります。 [Java 引数] フィールドの使用を制限する、作成した
ポリ シーを強制するか、またはネッ ト ワーク  OS を使用してファイル権限に制限を
加えるこ とを検討して ください。

• パスワード

JMC へのリモート  アクセスを許可する場合は、 JMC のユーザが必ず推測しに くい
パスワード を使用し、頻繁にパスワード を変更するよ う にしてく ださい。 現在の実装
では、 一定期間後にユーザにパスワードを変更するよ うに警告するこ と も、 推測
しにく いパスワード を選択するよ う に強制すること もあり ません。admin パスワード
を推測しに くいものにし、 頻繁に変更するよ うにして ください。

• JWS の制限

JMC アプ リ ケーシ ョ ンは、 既定では、 admin JRun サーバー上で実行されます。
admin JRun サーバーは、 ユーザのニーズを満たすのに十分に強力な  Web サーバー
ではあり ません。 その場合は、 admin JRun サーバーを外部の Web サーバーに接続
できます。 詳細は、 68ページの 「外部 Web サーバーを介した JMC へのリモート
アクセス」 を参照して ください。
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各顧客に対して、顧客独自の JRun サーバー、および 1 つ以上の JMC ユーザ アカウン ト を
提供できます。顧客は、 データ  ソースの変更、 アプリケーショ ンの追加と削除、 および
その他のタスクを行 うために、 JMC 内の JRun サーバー設定値へのアクセス権が必要
となる場合があります。 

JRun 管理者は、 JMC の [ユーザの管理 ] パネルを使ってユーザ アカウン ト を作成し、
1 つ以上の JRun サーバーへの顧客のアクセスを制限できます。 また、 PropertyScript
の adduser ディ レクティブを使用して、 JMC ユーザの追加、変更、および削除プロセ
スを自動化できます。 PropertyScript ユーティ リ ティの使用方法の詳細は、 30ページ
の 「JRun プロパティのカスタマイズ」 を参照して ください。

外部外部外部外部 Web サーバーを介したサーバーを介したサーバーを介したサーバーを介した JMC へのリモートへのリモートへのリモートへのリモート  アクセスアクセスアクセスアクセス

jmc-app を実行する  JWS は、 ユーザのニーズを満たすことのできる強力な Web サーバー
ではあり ません。 その場合は、 admin JRun サーバーを  Apach や IIS などの外部 Web
サーバーに接続できます。その後、admin サーバーの JWS を無効にします。これによ り、
ユーザや顧客は JMC に安全にリモート  アクセスを行う こ とができます。 

外部外部外部外部 Web サーバーを介したサーバーを介したサーバーを介したサーバーを介した JMC へのリモートへのリモートへのリモートへのリモート  アクセスを設定するにはアクセスを設定するにはアクセスを設定するにはアクセスを設定するには

1 admin JRun サーバーを外部 Web サーバーに接続します。

これらのサーバーが分散環境にある場合は、 コネク タ  ウ ィザードを使用して接続
するか、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 の説明に従って接続します。 

2 接続をテス ト します。 

たと えば、 外部の Web サーバーがポート  8001 上で受信している場合、 次の URL を
開きます。

http://www.yourdomain.com:8001/security/login.jsp

JMC ログイン  ページが表示されます。

3 JMC に接続されている  JWS を停止します。 これによ り、 新たに接続された外部
Web サーバーを介してのみ JMC にアクセスできるよう になり ます。 これを行う には、
admin サーバーの local.properties ファ イル内の servlet.services プロパテ ィ
から  web サービスを削除します。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp,web
servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp

4 admin JRun サーバーを再起動します。

あるいは、 admin サーバーを外部 Web サーバーに接続するのではな く、 admin サー
バーの JWS のクライアン ト  IP フ ィルタ設定を編集するこ と も可能です。 この設定は、
JMC の [JRun Web サーバー] パネルで行 う こ とができます。詳細は、69ページの「JWS
へのホス トベースの認証の設定」 を参照して ください。 
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JWS へのホストベースの認証の設定へのホストベースの認証の設定へのホストベースの認証の設定へのホストベースの認証の設定

JWS 上で jmc-app を実行する場合 (既定の設定) は、JMC の [JRun Web サーバー] パネルを
使用してホス トベースの認証を指定できます。 クライアン ト  IP フィルタ設定は、 JWS に
アクセスできる  IP アド レスの定義されている一覧と照合するこ と によって、 要求元に
基づいてアクセスを制御します。 

メモメモメモメモ

既定では、 JWS はすべてのク ライアン トからの要求を受け入れます。

JWS のクライアン トのクライアン トのクライアン トのクライアン ト  IP フ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するには 

1 JMC の左側のペインで、 [マシン名] > [ JRun サーバー名] > [JRun Webサーバー ] を
選択します。

[JRun Web サーバー ] パネルが表示されます。

2 右側のペインで、 [ ク ライアン ト  IP フ ィルタ ] フ ィールドをク リ ッ ク します。

JRun Web サーバーの編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 IP アドレスを入力します (複数の場合はカンマで区切り ます )。 

上記の IP アドレスを使用するクライアン トのみが、JRun Web サーバーとそのアプリ
ケーショ ンにアクセスできます。アスタリ スク  (*) は、すべてのク ライアント がその
Web サーバーにアクセスできること を意味します。

* を、 リ モート 管理を実行するユーザの IP アド レスに変更できます。 ク ライアント
IP フィルタ設定は、ここで定義された IP アドレスと照合するこ とによって、要求元に
基づいてアクセスを制御します。 

この方法は、ファ イアウォールまたはク ライアン ト  マシンの真の ID をマスクする
ほかのサービスを介して JMC にアクセスする場合に問題となる こ とがあ り ます。
この場合、68ページの 「外部 Web サーバーを介した JMC へのリモート  アクセス」
で説明されているよ うに、 JWS を無効にし、 外部 Web サーバーへの接続を介して
jmc-app にアクセスする必要があ り ます。

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。



JRun 環境の保護 71
JRun 環境の保護環境の保護環境の保護環境の保護

このセクシ ョ ンでは、 共有ホスティング環境での JRun アプリ ケーシ ョ ン  サーバーの
保護に関する問題について説明します。

Java アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン サーバーの概要サーバーの概要サーバーの概要サーバーの概要

各 JRun サーバーは、 JRun サーバー起動時、 サーバー独自の Java Virtual Machine (JVM) に
ロード されます。 その JVM は、 JRun サーバーがコンパイルして、 実行するサーブレッ
ト 、 EJB、 および JSP のみを実行します。 これにより 、 各 JRun サーバーがほかの JRun
サーバーの動作に影響を与えることがなくなり、 JRun サーバーが保護されます。 その結
果、 default JRun サーバーとその JVM が応答を停止しても、 ほかのすべての JRun サー
バーとその JVM は問題なく動作します。

次は、JVM およびサーブレッ ト  エンジンの特性の一部を示した概要で、JRun サーバーが
それらの関連 JVM とどのよ うに対話するかについて説明します。

• JRun サーバーは、 サーブレッ ト 、 EJB、 および JSP スレッ ドを処理します。

• JVM は、 オブジェク ト  ク ラス  ファ イルをロード して検証します。 これによ り、 ク
ラスの不正な動作を防ぐこ とができます。

• JVM は、 アプ リケーシ ョ ンのメモ リ管理を処理します。 JVM メモ リ使用率の監視
方法の詳細は、 83ページの 「 リ ソース使用率の制限」 を参照して ください。

• JVM はガーベッジ コレクシ ョ ンを実行します。

• Java の例外処理によって、 例外は捕捉されるまで、 呼び出し元のスタ ッ クに伝搬
されます。 例外が明示的に捕捉されない場合は、 JVM がク ラ ッシュするこ とな く
例外を捕捉します。

• JVM 命令セッ トはメモ リ を直接示さず、 それ自体の入出力命令はあ り ません。 そ
の代わり、 JVM は、 ネイテ ィブ ラ イブラ リ を介して下位システムと通信します。
これらのネイティブ ラ イブラ リは、 Java セキュ リティ  マネージャでの権限の検証
後にのみアクセスできます。 Java セキュ リ テ ィ  マネージャの使用方法の詳細は、
72ページの 「Java セキュ リティについて」 を参照して ください。



72 第 2 章 ホステ ィ ング /ISP
Java セキュリテ ィについてセキュリテ ィについてセキュリテ ィについてセキュリテ ィについて

サーブレッ ト /JSP ホスティングを提供する場合は、Java アプリケーション環境に対して
厳密なセキュリ ティ  マネージャおよびポリ シー ファ イルを設定するこ と でメ リ ッ ト が
得られます。 これにより 、 JVM のシャッ ト ダウンやシステム  ファイルへの書き込みなど、
望まし く ない結果を生じるサーブレッ ト または JSP を顧客が実行できないよ う にする
こと ができます。

メモメモメモメモ

ただし、 ファ イアウォール、 OS レベルのセキュ リ テ ィ、 およびその他の従来の方法
などのセキュ リティ方法に代わるものはあ り ません。

このセクシ ョ ンでは、 Java セキュ リティ  マネージャを使用して、代表的な ISP アーキ
テクチャに対して JRun インスト ールを設定する方法を説明します。ただし、このト ピック
は内容が膨大で複雑なため、ほかの参考資料も参照する必要があり ます。

Java セキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィ  マネージャの使用マネージャの使用マネージャの使用マネージャの使用

Java 言語で構築されたセキュリ ティ  マネージャを使用して、ユーザがアクセスするクラス
およびメ ソッ ドを制御できます。 これを行うには、 java.policy ファイルを作成し、 その
ポリシー ファイルを JRun サーバーの Java 引数で指定します。

Java セキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィ  マネージャを使用するにはマネージャを使用するにはマネージャを使用するにはマネージャを使用するには

1 目的の権限が含まれている  java.policy ファ イルを編集します。

2 JRE の java.security ファ イルに、 この新規 java.policy ファ イルを参照する  
policy.url を追加します。

3 JMC の Java Arguments プロパティを変更します。

4 JRun サーバーを再起動します。

次のセクシ ョ ンで、 手順 1 ～ 3 を詳し く説明します。
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java.policy ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集

既定の java.policy ファ イルは、 <jdk>\jre\lib\security にあ り ます。 新規のポ リ シー
ファ イルを作成し、 目的の場所にそのファ イルを格納します。 ただし、 この場合は、
java.security ファ イル内に新規の場所を指定する必要があ り ます。 既定の場所を使用
する場合も、 java.security ファイル内でその場所を明示的に示す必要があります。 後で、
Java 引数と して java.security ファ イルの場所を  JMC 内で指定します。

既定のポリ シー ファイルでは、Java 拡張ディ レクト リ からロード されたすべてのクラスに
対してすべてのアクセス権が与えられます。 システム以外のクラスには、 リ ス ト されて
いるシステム プロパティに対する読み取り権が与えられ、1024 よ り大きいポート番号を
持つソケッ ト を使用して応答できます。 その他のク ラスはすべて、 スレッ ドの stop 
メ ソ ッ ドを呼び出すこと ができます。

ポ リ シー ファ イルは、 手作業で編集するか、 Sun の JDK に含まれている  policytool
アプリ ケーショ ンを使って編集できます。 policytool 使用方法の詳細は、 Sun の Java
マニュアルを参照して ください。

ポリシーポリシーポリシーポリシー フ ァイルのサンプルフ ァイルのサンプルフ ァイルのサンプルフ ァイルのサンプル

このセクショ ンに記載するサンプル ポリ シー ファ イルには、ISP に適している設定値が
一部含まれています。サンプルでは、顧客がサーブレッ ト と  JSP の処理に default JRun
サーバーを使用するこ とを前提と しています。 

このポリシー ファイルは、 JRun の基本機能に必要な権限を提供します。 この権限には、
JSP の処理、サーブレット の動的な再ロード 、システムおよび JRun プロパティ の読み取り 、
ログへの書き込み、サーブレッ ト /JSP での sendRedirect および RequestDispatcher の
使用があり ます。ただし、複数ユーザのためのポリ シー、 JDBC ド ライバを使用するデータ
ベースへの接続に対するアクセス権、 JNI のためのネイティ ブ ライブラリ のロード など、
より 複雑な設定には対応していません。

このファイルを使用するには、自分のファイル システムと  JRun インス トールに一致する
よ う に、 すべてのディ レク ト リ と ポート を変更します。 このファイルは、 admin JRun
サーバー (8000)、 default JRun サーバー (8100)、および proxyport (55555) については
既定のポート を想定していますが、 設定に適合するよ うにポート を変更できます。

java.policy ファ イルのカスタマイズ、独自の java.policy ファ イルの作成、および Java
セキュ リティ  アーキテクチャの知識に関する追加情報については、Java のマニュアルを
参照して ください。
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java.policy ファイルのサンプルファイルのサンプルファイルのサンプルファイルのサンプル

/* このファイルは例示を目的と しており、 実際の実装には適していません。 */

grant {
  permission java.io.FilePermission "D:\\JRun3", "read";
  permission java.io.FilePermission "D:\\JRun3\\-", "read";
  permission java.io.FilePermission "D:\\JRun3\\logs\\*", "read,write";

permission java.io.FilePermission "D:\\JRun3\\lib\\*", "read";

/* /servlets ディ レク ト リにサーブレッ ト を格納する旧式メ ソ ッ ドをサポートするには、
次のアクセス権をコ メン ト解除します。 */

// permission java.io.FilePermission "D:\\JRun3\\servlets", "read, write";

permission java.io.FilePermission "C:\\jdk1.2.2\\jre\\lib\\-", "read";
  permission java.io.FilePermission "C:\\jdk1.2.2\\lib\\tools.jar", "read";

permission java.io.FilePermission 
"D:\\JRun3\\servers\\default\\default-app\\WEB-INF\\-", "read, write";

permission java.io.FilePermission 
"D:\\JRun3\\servers\\default\\default-app\\WEB-INF\\jsp, "delete";

  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", "execute";

  /* JRun を介してネイテ ィブ Web サーバーから ドキュ メン ト を使用可能にする場合は、
次のアクセス権をコ メン ト解除し、 Web サーバーのドキュ メン ト  ルートに一致させます。 */

  // permission java.io.FilePermission "C:\\Inetpub\\wwwroot\\-", "read";

permission java.net.SocketPermission "127.0.0.1:8000", "accept,listen,resolve";
  permission java.net.SocketPermission "127.0.0.1:8100", "accept,listen,resolve";
  permission java.net.SocketPermission "127.0.0.1:1024-", "accept,resolve";
  permission java.net.SocketPermission "127.0.0.1:51000", "accept,listen,resolve";
  permission java.net.SocketPermission "*.com", "connect,resolve";
  permission java.net.SocketPermission "*.org", "connect,resolve";
  permission java.net.SocketPermission "*.net", "connect,resolve";

permission java.util.PropertyPermission "*", "read";
  permission java.lang.RuntimePermission "setIO";
  permission java.lang.RuntimePermission "exitVM";
  permission java.lang.RuntimePermission "stopThread";
  permission java.lang.RuntimePermission "createClassLoader";
}
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java.security へのへのへのへの policy.url の追加の追加の追加の追加 
JRE が新規のセキュ リ テ ィ  フ ァ イルを認識する前に、 JRE の <java_home>/jre/lib/
security/java.security ファ イル内に、 java.policy ファ イルの policy.url を追加する
必要があ り ます。 たとえば、 ファ イルに 次の3 行を追加します。

policy.url.1=file:${java.home}/lib/security/java.policy
policy.url.2=file:${user.home}/.java.policy
policy.url.3=file:/D:/path/to/your_jrun.policy

既定の java.policy ファ イルを変更し、 それを既定の場所に配置しておいた場合は、
java.security ファ イル内に新しい場所を指定する必要はあ り ません。

JMC でのでのでのでの Java 引数の変更引数の変更引数の変更引数の変更

新規のポ リ シー ファ イルを参照する  java.security ファ イルを JVM が読み込めるよ う
に、 JVM への引数と して java.security.manager を追加する必要があ り ます。

JRun サーバーにはそれぞれ独自の Java 引数セット があり 、 JVM の初期設定時に JVM に渡
されます。この設定値は、 JRun サーバーの local.properties ファイル内に user.javaargs
と して格納されています。 このセクショ ンでは、 JMC を使用して user.javaargs プロパ
ティの設定を変更する方法について説明します。

JVM のののの java.policy ファイルを指定するにはファイルを指定するにはファイルを指定するにはファイルを指定するには

1 JMC の左側のペインで、[マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Javaの設定] を選択し
ます。

[Java の設定] パネルが表示されます。 

2 右側のペインで [編集 ] をク リ ッ ク します。 

Java 設定値の編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3 [Java 引数] フィールドで、 JRun が JVM を起動するときに JVM 実行可能モジュール
に渡す引数を入力します。 次に例を示します。

-Djava.security.manager

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

ポリシーポリシーポリシーポリシー フ ァイルの保護フ ァイルの保護フ ァイルの保護フ ァイルの保護

ポリ シー ファ イルを保護するには次のよ うな方法があ り ます。

• JRun プロセスがファイルへの書き込み権限を持っていないファイル システム上に
java.policy および java.security ファ イルを保存します。 

• ユーザがポリシー ファイルを制御できないよ うに、 JMC へのアクセス権をユーザに
与えないよ うにします。

• user.javaargs プロパティは、 JRun サーバーの local.properties ファ イルに保存
されています。 JRun サーバーの local.properties ファ イルを読み取り専用にする
ことによって、ユーザがポリ シー ファイルを制御できないよう にすることができます。
この方法を使用すると 、 ユーザに JMC へのアクセス権を与える一方で、 それらの
設定値をユーザが変更できないよ う にするこ と が可能です。

74 ページのサンプル ポリ シー ファイルでは、JMC を介して JRun のプロパティ  ファイルを
変更する権限は設定されていません。 ユーザ独自の JRun サーバーの設定値をユーザが
変更できるよう にするには、JMC へのアクセス権をユーザに与え、プロパティ  ファイルの
ディレク ト リ内のファイルへの書き込み権限を追加します。

JMC ユーザの詳細は、 67ページの 「JMC ユーザの管理」 を参照して ください。

JRun システムの保護システムの保護システムの保護システムの保護

分散環境でセキュリ ティ を実装する場合には検討事項がいく つかあり ますが、このセク
ショ ンでは、 ユーザが実行できる次の JRun 固有のアクショ ンについて説明します。

• admin サーバーの JWS をオフにします。 既定の JRun インスト ールでは、 admin
JRun サーバーなどの JRun サーバーごと に Web サーバーがセッ ト アップされます。
JWS のシャ ッ トダウンの詳細は、 77ページの 「JWS をオフにする方法」 を参照
して ください。

• ホストベース認証を設定します。。。。 JRun には、 JRun サーバーと外部 Web サーバー
間の通信を他者から防御する基本的なメ カニズムが用意されています。 この設定の
詳細は、 77ページの 「コネク タのホス トベース認証の設定」 を参照して ください。

• admin サーバーの JWS を  SSL 対応にします。。。。 JRun では、 Sun の JDK を使用する
場合に JRun Web サーバー (JWS) を拡張するための Secure Socket Layer (SSL) プロ
ト コルの使用がサポート されています。 これによ り、 ユーザが安全なソケッ ト を介し
てアクセスできるよ うに、 admin JRun サーバーに SSL を適用できます。 詳細は、
『JRun セッ ト アッ プ ガイド 』 を参照してく ださい。

• 既定サーブレッ ト を無効にします。
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JWS をオフにする方法をオフにする方法をオフにする方法をオフにする方法

JRun をインス トールすると、 default および admin の 2 つの JRun サーバーと、 これら
のサーバーに接続された 2 つの all-Java JWS が作成されます。既定では、 これらの Web
サーバーはそれぞれ ポート  8000 と 8100 で応答します。 ほとんどの ISP では受信ポート
アクセスをファ イアウォールで制限していますが、 使用しないサービスはオフにする
必要があり ます。 このセクシ ョ ンでは、 JRun サーバーの JWS をオフにする方法につい
て説明します。

メモメモメモメモ

admin サーバーの JWS をオフにする と、 JMC を開く こ とができな くな り ます。 JRun
のリモート管理を行 うには、 admin JRun サーバーをよ り強力な外部 Web サーバーに
接続する必要があ り ます。 リモート管理の詳細は、68ページの 「外部 Web サーバーを
介した JMC へのリモート  アクセス」 を参照して ください。

JWS をオフにするにはをオフにするにはをオフにするにはをオフにするには

1 JRun サーバーの local.properties ファイルを開きます。 このファイルは、 JRun の
ルート  ディレク ト リ /servers/サーバー名/local.properties にあります。

2 サーブレッ ト  サービスの一覧から  web を削除することによって、 servlet.services
プロパティから web サービスを削除します。 次に例を示します。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,web,mail,url,{servlet.webapps},jcp
servlet.services=jndi,jdbc,mail,url,{servlet.webapps},jcp

3 JRun サーバーを再起動します。

コネクタのホス トベース認証の設定コネクタのホス トベース認証の設定コネクタのホス トベース認証の設定コネクタのホス トベース認証の設定

JRun を実行するマシンと  Web サーバーを実行する も う  1 台のマシン間の接続を作成
したら、承認されていないユーザが JRun サーバーにアクセスできないよ うにする必要が
あり ます。これを行う ために、 JRun には、 JRun コネクタ用のホスト ベース認証が用意され
ています。 これによ り、 IP アドレスの定義済みセッ トのホス トだけが、 JRun サーバーに
要求を送信できるよ うになります。

JRun 管理コンソール (JMC) の [外部 Web サーバー] パネルを使用する と、特定の JRun
サーバーと通信可能な IP アドレスを指定できます。現在、外部 Web サーバーと  JRun
サーバーの間の ト ラフ ィ ッ クを保護するための SSL やその他の暗号化テク ノ ロジを
使用するこ とはできません。

メモメモメモメモ

既定の設定では、 JRun サーバーは 「すべての」 IP アドレスからの要求を受け付けます。
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Web サーバーとサーバーとサーバーとサーバーと  JRun 間の接続をロックするには間の接続をロックするには間の接続をロックするには間の接続をロックするには

1 JMC の左側のペインで、 [マシン名] >[JRun サーバー名] > [外部Webサーバー ] を
選択します。 

メモメモメモメモ

外部 Web サーバーに JRun サーバーを接続する際に、 コネク タ  ウ ィザードをまだ
実行していない場合は、 コネク タ  ウ ィザードを実行するよ うに要求されます。

[外部 Web サーバー ] パネルが表示されます。

2 右側のペインで、 [外部 Web サーバー アドレス ] フ ィールドをク リ ッ ク します。 

外部 Web サーバーの編集ウ ィンド ウが表示されます。 

3 IP アドレスを入力します (複数の場合はカンマで区切り ます )。 JRun サーバーは、
それらの IP アド レスを持っている  Web サーバーからの要求にのみ応答します。
「 *」 を入力すると 、 すべての Web サーバーが JRun に要求を送信できるよ う になり
ます。

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。
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既定のサーブレッ トの無効化既定のサーブレッ トの無効化既定のサーブレッ トの無効化既定のサーブレッ トの無効化

セキュ リ ティ上の理由から、JRun に付属およびインス トールされている既定のサーブ
レッ ト を無効にできます。 これらのサーブレッ トには次のものがあ り ます。

• allaire.jrun.servlets.JRunStats (global.properties 内でのエイ リアスは JRunStats)

• allaire.jrun.servlets.MetricsServlet

これらのサーブレッ ト は、 すべての JRun サーバーにインスト ールされ、 アク ティ ブ
になっています。 既定値 "True" を使用して、 これらのサーブレッ ト に対して新しい
初期化パラ メータ  “enabled” を指定できます。 このパラ メータを  False に設定する と、
サーブレッ ト初期化時に UnavailableException が返されます。 これによって、サーブ
レッ トの起動が阻止されます。 ブラウザでは、 このサーブレッ トにユーザがアクセス
しよ う とする と、 内部サーバー エラー (500) が表示されます。

"enabled" パラ メータを False に設定するには次の方法があ り ます。

• global.properties または local.properties ファ イル内にグローバル サーブレッ ト
エイリ アスを作成し、"enabled" 初期化パラメ ータを  False に設定します。たと えば、
次の行をプロパティ  ファ イルに追加します。

allaire.jrun.servlets.MetricsServlet.class=allaire.jrun.servlets.
MetricsServlet

allaire.jrun.servlets.MetricsServlet.enabled=false

プロパティ  ファイル内でサーブレッ トの初期化パラ メータのエイ リ アスを作成し、
設定するための構文は次のとおりです。

[alias].class=[class]
[alias].[initParam1]=[value1]

次に例を示します。

file.class=allaire.jrun.file.FileServlet
file.enabled=false

すでにエイ リ アスが作成されている  JRunStats の場合は、 次の行のみを追加して
ください。

JRunStats.enabled=false

PropertyScript ツールを使用する と、 JRun プロパティ  ファ イルをプログラムで
変更できます。 詳細は、 30ページの 「JRun プロパティのカスタマイズ」 を参照
して ください。

• web.xml ファイル内で初期化パラメ ータを設定します。たと えば、次の行を  web.xml
ファ イルに追加します。

<servlet>
<servlet-name>allaire.jrun.servlets.MetricsServlet</servlet-name>
<servlet-class>allaire.jrun.servlets.MetricsServlet</servlet-class>
<init-param>
<param-name>enabled</param-name>
<param-value>false</param-value>

</init-param>
</servlet>
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invoker サーブレッ トの無効化サーブレッ トの無効化サーブレッ トの無効化サーブレッ トの無効化

JRun は、 文字列/サーブレッ ト が含まれている  URI を  JRun invoker サーブレッ ト に関
連付ける、 暗黙的なサーブレッ ト  マッピング機能を備えています。 invoker サーブレッ
ト を使用すると、サーブレッ トのクラス ファイルを、Web アプリケーションのクラスパス
内の任意のディ レク ト リにコピーし、 サーブレッ ト を登録せずに参照できます。 未登
録のサーブレッ ト を参照するには、 フォーム内で URL を使用します。

http://local_host/app1/servlet/サーブレッ トのクラス名

セキュ リティおよびパフォーマンス上の理由から、必ず、すべてのサーブレッ トについて
明示的なマッピングを定義してください。 invoker サーブレッ トに全面的に依存しないで
く ださい。 運用アプリ ケーショ ンでは、 次のマッ ピングを  global.properties ファ イル
からコ メン ト化してください。

webapp.servlet-mapping./servlet=invoker
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JRun でのログ記録でのログ記録でのログ記録でのログ記録

ISP は、JRun を利用する顧客にアクティ ビティ  ログを提供しなければならない場合が
あ り ます。 JRun のログは非常に便利で、特にデバッグや、パフォーマンスおよびト ラ
フ ィ ッ クの測定に役立ちます。 ログ ファ イルには、 次の 3 種類があ り ます。

• Event ログ

• System.out ログ

• System.err ログ

既定では、 JRun は、 これらの各ログ ファ イルを  JRun サーバーご とに作成します。
ファ イルは次の命名構文に従って、 JRun のルート  ディ レク ト リ /logs に保存されて
います。
{jrun.server.name}-<log_file_type>.log

たとえば、 JRun の既定のインス トールでは、 JRun のルート  ディレク ト リ /logs ディレク
ト リ内に、 次のよ うなログ ファ イルが作成されます。

admin-err.log
admin-out.log
admin-event.log
default-err.log
default-out.log
default-event.log

特に、 ログに対する読み取りおよび書き込み権限をすべての顧客に与える場合は、
JRun サーバーご とに個別の /log ディ レク ト リ を作成するこ とをお勧めします。

JRun サーバーのログサーバーのログサーバーのログサーバーのログ ファイルを新規ディレク ト リに転送するにはファイルを新規ディレク ト リに転送するにはファイルを新規ディレク ト リに転送するにはファイルを新規ディレク ト リに転送するには

1 JMC の左側のペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Javaの設定] を選択し
ます。

[Java の設定] パネルが表示されます。 
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2 右側のペインで [編集 ] をク リ ッ ク します。 

Java 設定値の編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 Event ログ、 System.out ログ、 および System.err ログ フ ィールドの設定値を変更
します。 

たとえば、 Event ログのログ ファイルを転送するには、 [イベン ト  ログ ] フィールドを
{jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-event.log から  /usr/logs/{jrun.server.name}/
{jrun.server.name}-event.log に変更します。これによ り、既定サーバー上の JRun は、
c:\logs\default\default-event.log ファイルに書き込みを行えるよ うになります。

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

作業が終了したら、 /usr/logs/default ディレク ト リのプロパティを編集して、 その顧客
だけがそのファイルの読み取りおよび書き込みをできるよ うに設定できます。

ログ ファイルおよびログ プロパティの詳細は、 『JRun によるアプリケーショ ンの開発』
を参照して ください。 

既定のアプリケーシ ョ ンの設定既定のアプリケーシ ョ ンの設定既定のアプリケーシ ョ ンの設定既定のアプリケーシ ョ ンの設定

local.properties ファイル内の application_name.use-webserver-root プロパティ は、
JRun サーバーの既定の Web アプリケーシ ョ ンを指定します (アプリケーシ ョ ンのコン
テキス ト  パスは / です )。

要求が既存の URL マッピングにマップされない場合、 JRun は、 その要求を既定アプリ
ケーシ ョ ンに転送します。

use-webserver-root の既定の設定では、default-app は true に設定され、ほかのアプ
リケーショ ンは false に設定されるか、 またはプロパティ  ファイルから除外されます。
たとえば、default JRun サーバーの local.properties ファ イル内には、次のよ うな行が
表示されます。

default-app.use-webserver-root=true

既定の設定を上書きするには、 local.properties ファイルを手作業で編集するこ とによ り、
このプロパティを false に設定します。

JSP では、 これを  true に設定する と、 JRun はアプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ では
な く、 Web サーバーのルート  ディ レク ト リに関連した JSP を検索します。

JRun が要求をサーブレ ッ トおよび JSP にどのよ うにマッピングするかについては、
『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 の第 6 章を参照して ください。
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リソース使用率の制限リソース使用率の制限リソース使用率の制限リソース使用率の制限

共有ホスティング環境では、各 JRun サーバーとその JVM のリ ソースの使用率を監視する
こ とが重要です。 JRun を使用したメモ リ  リ ソースの使用状況の監視には次の 2 つの
方法があ り ます。

• 各 JRun サーバーと  JVM の実際のメモ リ使用率を調べます。

• 各 JVM の使用可能なメモ リ を削減または制限します。

次のセクシ ョ ンでは、 これらのオプシ ョ ンについて説明します。

メモリ使用率の判別メモリ使用率の判別メモリ使用率の判別メモリ使用率の判別

JRun にはメ ト リ ッ ク  ログ機能が用意されています。 この機能を使用する と、 指定さ
れた間隔で JVM ヒープ内の総メモ リ容量と空き容量を詳し く記録できます。 たとえ
ば、 メ ト リ ッ ク  ログ機能をオンにし、次の行を JRun サーバーの local.properties ファ
イルに追加する と、 このサーバーの JVM の時間の経過に応じたメモ リ使用率をログ
ファイルに表示できます。

monitor.jcp-format=(jcp),{totalMemory},{{totalMemory}-{freeMemory}}

これによ り、合計メモ リ量と使用メモリ量 (合計量から空き容量を引いたもの ) を示す
カンマ区切り リ ス トが出力されます。 

また、 スレッ ドの使用状況を監視して、 どの仮想ホス トがプロセッサを最も長い時間
使用しているかを調べること ができます。 JRun のログには、 次のよ う なスレッ ド  メ ト
リ ッ クを記録できます。

• 現在のスレッ ド数

• 遅延スレッ ド数

• アイ ドル スレッ ド数

• 合計スレッ ド数

詳細は、 96ページの 「JRun メ ト リ ッ クの使用」 を参照して ください。

JVM メモリ使用率の制限メモリ使用率の制限メモリ使用率の制限メモリ使用率の制限

JMC の [Java の設定] パネルを使用して、各 JRun サーバーの JVM の初期ヒープ サイズと
最大ヒープ サイズを設定できます。

1 JMC の左側のペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [Javaの設定] を選択し
ます。  

[Java の設定] パネルが表示されます。 

2 右側のペインで [編集 ] をク リ ッ ク します。

Java 設定値の編集ウ ィンド ウが表示されます。

3 [Java 引数] フィールドで、 JRun が JVM を起動するときに JVM 実行可能モジュール
に渡す引数を入力します。 
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次の表は使用可能な引数の一覧です。

上記の各引数では、 キロバイ ト を示すには k を、 メガバイ ト を示すには m を使用
して ください。 値をキロバイ ト  (k) で指定する場合、 値は 1024 の倍数である必要が
あり ます。 これらの引数は、 どの JRE または JDK を使用しているかによって異なり
ます。 詳細は、 JVM のマニュアルを参照して ください。

4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

JVM セキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィ

ユーザが JMC を介して  JRun サーバーにアクセスできる場合は、[Java の設定] パネルの
[Java 引数] フィールドの値を変更できます。これは、 リ ソースやセキュ リティ上の問題と
なる可能性があります。 [Java 引数] フィールドの使用を制限する、記述されたポリシーを
作成および実行するか、 またはネッ ト ワーク  OS を使用してファイル権限に対して制限を
加えるこ とを検討して ください。 共有ホスティング環境におけるセキュ リティの実施に
ついては、 71ページの 「JRun 環境の保護」 を参照して ください。

引数引数引数引数 説明説明説明説明 最低最低最低最低 既定既定既定既定

-mx<val>[k|m] JVM の最大ヒープ サイズ 1 K 16 MB

-ms<val>[k|m] JVM の初期ヒープ サイズ 1 K 1 MB

-oss<val>[k|m] 各 Java スレッ ド内における 
Java コードのスタ ック  サイズ

1 K 400 K

-ss<val>[k|m] 各 Java スレッ ド 内における  
C コード のスタッ ク  サイズ

1 K 128 K
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平行処理の設定平行処理の設定平行処理の設定平行処理の設定

JRun と外部 Web サーバー間のコネクタの構成には、並行処理設定の最適化が含まれます。
並行処理は、 HTTP 要求をプールし、 分散する方法を定義します。 これらの設定値を
変更するこ とによって、 各 JRun サーバーによって処理されるスレ ッ ド と要求の数を
制限できます。 実際に、 その JRun サーバーのト ラフ ィ ッ クを調節できます。

メモメモメモメモ

「同時要求数」 と 「同時ユーザ数」 は別の概念であること を忘れないでく ださい。 たとえ
ば、各仮想 Web サイ トが 1000 個の同時要求をサポートするとしても、 1000 人の同時ユー
ザによって同時に50 個の要求しか生成されていない場合があり ます。 JRun によって、
要求ご とに 1 つのスレッ ドが割り当てられます。

JRun には、 Web サーバーへの接続に対する並行処理設定を構成する設定が 4 つあ り
ます。 この設定は次のとおりです。

• アイ ドル スレッ ドのタイムアウ ト

• 最小スレッ ド  カウン ト

• 最大アクティブ要求数

• 最大同時要求数

顧客の Web サイ トで ト ラフ ィ ッ クの増加が急激に発生する環境では、 Web サイ トの
ト ラフィ ッ クが急激に増加した場合にスレッ ドのグループを作成しな くても済むよ うに、
最小スレッ ド  カウン ト を高く設定します。 また、最小スレッ ド  カウン ト を、予期される
安定した状態の負荷の同時要求数に設定するこ と もできます。 たとえば、 Web サイ トで
常時 80 個の同時要求が発生する場合は、 最小スレッ ド  カウン トは 80 に設定します。

たとえば、 3 段階の RMI-CORBA データベース  ト ランザクションを実行しているために、
顧客の Web サイ トの平均応答時間が長い場合、新しい要求を拒否せずにスループッ ト
を保持するには、 よ り多くの要求を待ち状態にしなければならないこ とがあ り ます。
この場合、 最大同時要求数を予期される要求数よ り も大きい値に設定する必要があり
ます。 最大同時要求数の設定値は、 リ ソースの安全弁と しての役割を果たします。

メモメモメモメモ

既定の JRun 並行処理設定を変更する前に、 ト ラフィ ッ ク  パターンが実際に監視できる
こと を確認します。設定値を変更してしまう と 、リ ソースを消耗する可能性があり ます。
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外部外部外部外部 Web サーバーの並行処理設定を変更するにはサーバーの並行処理設定を変更するにはサーバーの並行処理設定を変更するにはサーバーの並行処理設定を変更するには

1 JMC の左側のペインで、 [マシン名] > [JRun サーバー名] > [外部Webサーバー ] を
選択します。 

[外部 Web サーバー ] パネルが表示されます。

2 右側のペインで [編集 ] をク リ ッ ク します。

外部 Web サーバーの編集ウ ィンド ウが表示されます。 

3 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ  説明説明説明説明

外部 Web サーバー 
アドレス

IP アド レスを入力します (複数の場合はカンマで区切り
ます )。この JRun 接続モジュール (JCM) は、それらのアド
レスからの要求のみを  JRun サーバーに渡します。
既定値 * を使用すると、 この JCM がすべての IP アド レス
からの要求を受け入れます。

受信アドレス 外部 Web サーバーからの接続を受信するソケッ ト の IP
アド レスを入力します。サーバーに複数の IP アド レスがある
(マルチホーミ ング ) 場合は、 この機能を使用してく ださい。
既定値 * を使用すると、 JRun はすべてのサーバー IP アド
レスにバインド されます。

受信ポート この JCM が外部 Web サーバーからの接続の受信に使用
する固有のポート番号を入力します。

このポー ト を外部 Web サーバーの HTTP ポート と混同
しないで ください。
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4 変更を適用するには、 [更新 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 JRun サーバーを再起動します。

JWS または外部 Web サーバーの Web サーバー設定値の編集については、 『JRun セッ ト
アップ ガイ ド』 を参照して ください。

アイ ドル スレッ ドの
タイムアウト

JRun によって破棄されるまでのスレッ ド のアイド ル状態の
秒数を入力します。 このパラ メータは、 Web サーバーが
ビジー状態から休止状態に戻る速さを決定します。 スレッド

が破棄されるたびに、 少量のシステム リ ソースが解放され
ます。

JRun は Java スレッ ド  メカニズムを使用して同時要求を
処理します。要求ごとに新しいスレッド を作成する代わりに、

JRun は新しい要求のために準備されたハンド ラ  スレッ ドの
プールを保持します。 スレッ ド のこのプールは、Web サー
バーでの要求数の変化に応じて拡大または縮小します。

Web サーバーのト ラフ ィ ッ ク負荷と能力のバランスが取
れるようにプールのパラ メータを設定します。

既定値は 300 秒です。

最小スレッ ド  カウン ト 初期プールに (開始時に) 作成されるハンド ラ  スレッ ドの
数を入力します。システム実行中、スレッ ドは作成されて

破棄されますが、 プール サイズがこの数より小さ く なる
ことはありません。

既定値は 1 です。

最大アクテ ィ ブ要求数 JRun が処理する同時要求の数の上限を入力します。 この
上限値を超える数の要求は、 ハンド ラ  スレッ ド がそれらを
処理できるようになるまで遅れます。 このパラ メータは、

外部 Web サーバーでの並行処理を制限するための JRun
の基本的なメカニズムです。

既定値は 100 です。

最大同時要求数 Web サーバーが処理できる要求の最大数を入力します。
サーバーは、 この絶対最大数を超える要求をすべて破棄

し ます。

既定値は 1000 です。

接続モジュール この JCM をオンにするには、 このチェ ッ クボッ クスを
オンにします。この JCM をオフにするには、このチェ ッ ク
ボッ クスをオフにします。

接続モジュールをオフにすると、JRun と外部 Web サーバー
間の接続が切断されます。 そのため、ユーザが JSP ページ
またはサーブレッ トにアクセスしよ う とするとエラーが

発生することがあります。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ  説明説明説明説明
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接続プール接続プール接続プール接続プール

1 台のコンピュータ上で、 または専用の並列配置セッ ト アップの場合でも複数の仮想
ホスト を実行する場合は、要求数の急激な増加に備える必要があり ます。数十個、 数百個、
または数千個の要求が同時に 1 つのサイ トで発生する と、 設計が不適切なアプリケー
シ ョ ンではすぐに対応できな くなり ます。

データベース接続を作成する と、 特に厄介なボ トルネッ クになる可能性があ り、 最も
負荷の大きいデータベース操作の 1 つは初期接続の確立です。 使用しているデータ
ベースによっては、 プロ ト コル ハンドシェークの実行、 ユーザ情報の確認、ディ スク
ファ イルのオープン、またはメモ リ  キャ ッシュの作成が接続に必要となる場合があ り
ます。標準的なサーブレッ トや JSP では、 エンド  ユーザがこの接続のためのパフォー
マンス  コス ト を負担するこ とにな り ます。

プールを使用しない場合は、 サーバーによって、 新規ユーザご とに新しい接続が生成
されます。

帯域幅を使用する上でピーク負荷を処理する方法の 1 つは、 ある種のデータベース接続
プールを実装すること です。 JRun はこのために簡単なメ カニズムを提供しています。

接続プールとは接続プールとは接続プールとは接続プールとは

接続にかかる時間を短縮するこ とはできませんが、 ユーザの使用に備えて事前に接続
のコレクシ ョ ン  (プール ) を設定しておく こ とが可能です。別個のスレッ ドでこれらの
接続を設定するこ とによって、 サーブレッ トのパフォーマンスの低下を最小限に抑える
こ とができます。 サーブレッ トはプールから接続を取得し、 それを使用し、 完了後に
返します。

これまで、多くの開発者は、独自の接続プールを開発するか、 または、市販の接続プール
を利用してきました。 JRun 製品には強力な接続プールがバンドルされているため、接続
プールの開発という作業が不要になりました。接続プールは JMC で簡単に管理できます。
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接続プールを使用する理由接続プールを使用する理由接続プールを使用する理由接続プールを使用する理由

接続プールによってパフォーマンスが大幅に向上します。その他にも多数の利点があり
ます。 これらの利点については、 次の表で説明します。

接続プールの使用接続プールの使用接続プールの使用接続プールの使用

JRun 接続プール メ カニズムを使用でき るのは、 JMC でセッ ト ア ップされた JDBC
データ  ソース と と もに使用する場合だけです。 JDBC の作成方法の詳細は、 『JRun に
よるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。 [JDBC データ  ソース ] パネルの
使用方法については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

使用しているデータベース  ド ラ イ バに独自のネイティ ブ接続プール メ カニズムが
含まれている場合は、 パフォーマンスを最適化するために、 JMC 内の JRun 接続プールを
オフにします。

JDBC 接続プールの起動接続プールの起動接続プールの起動接続プールの起動

このセクシ ョ ンでは、 接続プール メカニズムをオンにする方法について説明します。

JDBC 接続プールを起動するには接続プールを起動するには接続プールを起動するには接続プールを起動するには

1 JRun 管理コンソールを開きます。

2 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [JDBC データ  ソース ] を選択します。

利点利点利点利点 説明説明説明説明

拡張性 サーブレッ ト の全体的なパフォーマンスが向上することにより 、

アプリケーシ ョ ン全体の拡張性も大幅に向上します。

コードの再利用および

削減

接続プールを使用すると、記述して維持するコード の量を減らす

こ とができ、 また、 すでにテス トおよび動作確認が行われた

コードを再利用できます。

集中管理 サーブレッ ト を変更したり再コンパイルせずに、接続パラメータ

(ユーザ名、パスワード 、カスタム引数など ) を  1 か所で変更でき
ます。

セキュリテ ィ 接続を使用するときにサーブレッ ト に必要なのはデータ  ソース名
のみなので、データベースのユーザ名とパスワード が公表される

ことはありません。

パフォーマンス パフォーマンスの向上は、サーブレッ トがデータベースを使用

する場合の最も注目すべき最大のメ リ ッ トの 1 つです。 
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[JDBC データ  ソース ] パネルが表示されます。 

3 データ  ソースの名前をク リ ッ ク します。

JDBC データ  ソースの編集ウ ィンド ウが表示されます。 

4 [プール ] チェッ ク  ボッ クスをオンにして、 この JRun サーバーについて、 JRun の
接続プール メカニズムをオンにします。 

5 JRun サーバーを再起動します。

プールを使用するには、 データ  ソースについてプールを明示的に有効にする必要があり
ます。既定では、プールは使用可能になっていません。実際の JDBC データベース接続の
エイ リ アスを作成する と、 プール機能のない JRun データ  ソースでもサーブレッ トで
使用できます。 

接続プール接続プール接続プール接続プール プロセスプロセスプロセスプロセス

次に、 接続プール プロセスの手順について説明します。

1 JNDI InitialContext が作成されます。 JNDI InitialContext は、名前を指定したルック
アップの実行に使用するコンテキスト です。 JNDI によって、名前でオブジェク ト をコ
ンテキス トにバインドできます。 このよ うにして、 JRun データ  ソースにアクセス
します。 

2 JDBC データ  ソース  オブジェク トが JNDI コンテキス トから取り出されます。この
オブジェク トは、 JDBC 2.0 データ  ソースの JRun 実装で、指定したデータ  ソース名
のプールにあるすべての接続を保持します。検索では、次の形式によるデータ  ソース名
が必要になり ます。

java:comp/env/jdbc/{Data Source name}

3 JDBC 接続がデータ  ソースから取得されます。

4 データベースは接続を介して操作されます。

5 すべての操作は、"try/catch/finally" ブロ ッ クでラ ップされます。最終ブロ ッ クは、
例外が送出された場合でも必ず実行されます。

6 最終ブロッ ク内で接続を閉じます。 これにより 、 接続は解放されてプールに戻され
ます。 JDBC ステート メン ト または結果セッ ト を開いたら、結果セッ ト 、 ステート
メン ト 、 および接続の順で閉じる必要があ り ます。
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データ  ソースを介してプールから接続を要求する際に利用できる接続がない場合は、
JRun によって新しい接続が作成されて返されます (プールの初期サイズ、つまり プール
内の接続数はゼロであることに注意してください)。利用できる接続がある場合は、直ちに
その接続が返されます。 

接続を一度使用したら、それを閉じる必要があります。 JRun では、接続を閉じる代わりに
それをプールに返す接続プロキシ オブジェク トが用意されています。プールは、指定
されたデータ  ソース名に対して、同時ユーザの数だけ大き くなり ます。接続がタイム
アウ トになる とプールは縮小します。

JSP を作成する場合は、 JRun カスタム タグ ライブラ リの使用を検討して ください。 この
ライブラ リには、 JRun データ  ソースを使用する  jrun:sql タグが含まれています。

接続プールの例接続プールの例接続プールの例接続プールの例

このセクシ ョ ンでは、 サーブレッ ト、 EJB、 および JSP での接続プールの使用方法に
ついて説明します。 

メモメモメモメモ

JRun 接続プールを使用する前に、『 JRun セッ ト アップ ガイド 』 の説明に従って  JRun で
JDBC データ  ソースをセッ ト アップする必要があ り ます。 

JRun は、標準 API メカニズム、特に JNDI および JDBC 2.0 を介してプールを提供します。
たとえば、次のサンプル コードでは、 JRun JDBC データ  ソースを使用したデータベース
接続が確立されます。

import java.sql.*;
import javax.naming.*;
import javax.sql.*;
...
InitialContext context = null;
Connection con = null;
try {
    // JNDI コンテキス ト を取得します。
    context = new InitialContext();

    // データ ソースのルックアップを行います。
    DataSource ds = (DataSource) context.lookup("java:comp/env/jdbc/" + 

dsn);

    // データ ソースから接続を入手します。
    con = ds.getConnection();
    ...
}
catch (Exception ex) {
    throw new ServletException(ex.getMessage(), ex);
}
finally {
    if (con != null) {
        // 必ず接続を閉じます。
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        try {
            con.close();
        }
        catch (SQLException ex) {
            // 閉じる際のエラーは無視します。
        }
    }
    if (context != null) {
        // 必ずコンテキス ト を閉じます。
        try {
            context.close();
        }
        catch (NamingException ex) {
            // 閉じる際のエラーは無視します。
        }
    }
}

JRun データ  ソースを利用するには JDK 1.2 以降を使用する必要があ り ます。 これは、
この機能が JNDI および JDBC 2.0 に依存しているためです。 ただし、 jndi.jar および
jdbc.jar を JRun のクラスパスに追加するこ とによって JDK 1.1.x も使用できるよ うに
なり ます。 これらの jar ファ イルは、 JRun 3.0 と と もに JRun のルート  ディレク ト リ /
lib/ext ディ レク ト リにインス トールされます。

EJB での接続プールでの接続プールでの接続プールでの接続プール

JRun 3.0 は、現在、データ  ソースを指定するために 2 つの異なる場所を提供しています。
1 つはサーブレッ ト および JSP 用、 も う  1 つは EJB 用です。 EJB 内からデータ  ソースを
使用する場合は、EJB の deploy.properties ファイル内でデータ  ソースを定義する必要が
あ り ます。 この方法の例については、 『JRun サンプル ガイ ド』 を参照して ください。

JRun 接続プールを使用しない場合接続プールを使用しない場合接続プールを使用しない場合接続プールを使用しない場合

使用している  JDBC ド ラ イバがすでに JDBC 2.0 接続プールをサポート している場合、
そのド ライバには JRun 接続プール メ カニズムを使用しないこ と をお勧めします。 ド ラ
イバのベンダは、 一般の接続プールよ り も効率的で強力なデータベース専用の機能を
採用しています。

また、 サーブレッ ト  コンテナ間のサーブレッ ト相互運用性について不安がある場合は、
接続プールを使用しないこ とをお勧めします。 JDBC データ  ソースを取得するための
JNDI メカニズムは J2EE 仕様の一部であるため、 この機能を使用するサーブレッ トは
J2EE 互換のサーブレッ ト  コンテナに移植可能にな り ます。 あいに く、 一部のサーブ
レッ ト  コンテナではこの機能がサポート されていない場合があ り ます。 したがって、
サーブレ ッ ト で接続プールを使用する前に、 サーブレッ ト が公開されるサーバーが

JDBC データ  ソースをサポート しているこ とを確認する必要があ り ます。
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Active Server Pages とととと  JRun の統合の統合の統合の統合 (IIS のみのみのみのみ)
JRun は、 顧客に提供するアプリケーシ ョ ン  サーバー スイートの一部と して組み込む
こ とができます。ほかのテク ノ ロジと併せてよ く提供される ものの 1 つに、Microsoft
Active Server Pages (ASP) があ り ます。 

残念なこ とに、ASP ページを default-app ではな く  JRun 3.0 Web アプリケーシ ョ ンに
配置する と、 IIS は ASP ページを処理できな くなり ます。 このセクシ ョ ンでは、 この
制限の回避策について説明します。

JRun とととと  ASP を統合するにはを統合するにはを統合するにはを統合するには

1 IIS を介してアプリ ケーシ ョ ンを作成します。 物理ディ レク ト リは 
c:\inetpub\wwwroot\appname にする必要があ り ます。 これは、 Microsoft 
Interdev を使用して行 う こ と も可能です。

2 JRun 管理コンソールを開き、 [マシン名 ] > [JRun サーバー名] > [Web アプリケー
シ ョ ン ]を選択します。

[アプリケーシ ョ ン ] パネルが表示されます。

3 [アプリケーシ ョ ンの作成 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Web アプリケーシ ョ ンの作成 ] パネルが表示されます。

4 [アプリケーシ ョ ンの URL] フ ィールドに 「/appname」 と入力します。URL は、 IIS
アプリ ケーシ ョ ンの名前と同じである必要があ り ます。

5 [アプリケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リ ] フ ィールドで、
「c:\inetpub\wwwroot\appname」 と入力します。 
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6 [作成 ] をク リ ッ ク します。

JRun によってアプリケーシ ョ ンが追加され、
c:\inetpub\wwwroot\appname\WEB-INF ディ レク ト リが作成されます。

7 JRun サーバーの local.properties ファ イルを開きます。

8 local.properties ファ イルの最後に次の行を追加します。

JrunAppName.use-webserver-root=true

ファ イルにはすでに次のプロパティが含まれています。

JrunAppName.rootdir=c:\\inetpub\\wwwroot\\appname
JrunAppName.class={webapp.service-class}

9 local.properties ファ イルを保存して閉じます。

10 Microsoft 管理コンソール (MMC) を開きます。

11 手順 5 で作成した /appname/WEB-INF ディ レク ト リ を選択し、 [プロパティ ] を
右ク リ ッ ク します。

[プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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12 [読み取り ] チェ ッ クボッ クスをオフにし、 アクセス権を [なし ] に設定します。

このディ レク ト リ には JRun コンフィ ギュレーショ ン  ファイルが格納されていますが、
表示するこ とはできません。

13 [OK] をク リ ッ ク し、 MMC を閉じて変更を保存します。

14 JRun サーバーを再起動します。

use-webserver-root=true フラグが使用されていることに注意してください。 これによ
り、 JRun がすべてのアプリケーシ ョン要求を処理しないよ うになります。 default-app
はまた、 このフラグを使用して Web サーバーのパスを把握します。 これによ り、 JRun
は、 明示的に定義されたサーブレッ ト  マッピングを使用せずに、 すべての Web アプ
リ ケーシ ョ ン要求に対する制御を Web サーバーに渡して処理します。 

また、 このフラグを True に設定する と、 パスを静的ファ イルに変換する際に、 Web
サーバーのマッピング ルールは、 Web アプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リ内の
パス設定値に上書きされます。
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JRun メ ト リ ックの使用メ ト リ ックの使用メ ト リ ックの使用メ ト リ ックの使用

JRun には、 メ ト リ ック  サービスが用意されています。 メ ト リ ック  サービスを使用すると 、
JWS または JCP サービス、 メモリの使用状況、 スレッ ド、 セッシ ョ ン、 およびその他の
データに関する情報を効率よ く柔軟に収集できます。 メ ト リ ッ ク  サービスを使用して
収集できる情報の種類を把握したら、メ ト リ ッ ク  サービスをログ サービスに組み込む
こ とによって、 独自のレポート を生成できます。

このセクシ ョ ンでは、 メ ト リ ッ ク  サービスの概要を述べ、一部のサンプルの使用例を
記載します。 詳細は、 『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。

メ ト リ ッ クの設定メ ト リ ッ クの設定メ ト リ ッ クの設定メ ト リ ッ クの設定

メ ト リ ック情報のログ機能を有効にするにはメ ト リ ック情報のログ機能を有効にするにはメ ト リ ック情報のログ機能を有効にするにはメ ト リ ック情報のログ機能を有効にするには

1 JMC の左側のペインで、 [マシン名] > [ JRun サーバー ] > [ログ ファイルの設定]
を選択します。

[ログ ファ イルの設定 ] パネルが表示されます。 

2 右側のペインで [編集 ] をク リ ッ ク します。 

[ログ ファ イルの設定 ] 編集ウ ィンド ウが表示されます。 

3 [Logging Level] フ ィールドで、 [Metrics] チェ ッ クボッ クスをオンにします。

これによ り、 この JRun サーバーの local.properties ファイル内の logging.loglevel 
プロパティにメ ト リ ックが追加されます。

logging.loglevel=info,warning,error,metrics

メ ト リ ッ ク  サービスをすべてのサーバーが使用でき る よ うに、 メ ト リ ッ ク を
global.properties ファ イルに手作業で追加できます。

4 JRun サーバーを再起動します。

5 JRun サーバーのログ ファ イル (JRun のルート  ディ レク ト リ /logs 内) を調べます。
次のよ うなエン ト リがあ り ます。

10/02 12:48:04 metrics (JRun) (jcp+web) Heap=4263KB Listen=2
    Idle=0 Queued=0 Busy=0 Total=2
    Requests (count/total ms)=3/594 Delayed=0
    TotalDelay=0 BytesIn=778 BytesOut=539
    Sessions (active/in memory)=0/0

既定では、 メ ト リ ッ ク  ログ エン ト リは、 JRun サーバーの <server>-event.log ファイル
内に表示されます。 すべての情報は同じ行に表示されます。 独自のログ ファイルの
作成方法については、 『JRun によるアプリケーショ ンの開発』 を参照して ください。

既定のメ ト リ ッ ク  ログ メ ッセージには、 JRun Web サーバー (web サービス ) とサード
パーティ  Web サーバーへの接続 (jcp サービス ) の両方のメ ト リ ッ クが含まれています。
ほかの JRun ログ メ ッセージと同様に、 使用可能なメ ト リ ッ ク変数を追加または削除
するこ とによって、 メ ト リ ッ クの形式を制御できます。 使用可能なメ ト リ ッ ク変数に
ついての説明は、 97ページの 「ログ形式について」 に記載されています。
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ログ形式についてログ形式についてログ形式についてログ形式について

メ ト リ ッ ク  サービスは複数のメ ト リ ッ ク変数を使用します。 メ ト リ ッ ク変数には、 JVM
および JRun サーバー専用のものと、 JRun Web サーバー (JWS) または外部 Web サーバー
接続専用のものがあります。 次のセクショ ンでは、 これらの変数について説明します。

既定のメ ト リ ッ ク形式既定のメ ト リ ッ ク形式既定のメ ト リ ッ ク形式既定のメ ト リ ッ ク形式

monitor.format プロパティは、 メ ト リ ッ ク  サービスのログ メ ッセージの形式を指定
します。 このプロパティは、 あらかじめ定義された形式に指定するか、 または独自の
形式を作成できます。 次に例を示します。

monitor.format={monitor.jcp-format}

JRun には次のあらかじめ定義された形式が含まれています。

monitor.web-format
monitor.jcp-format
monitor.combined-format

これらの形式の構成を調べるには、 global.properties ファ イルを参照して ください。
たと えば、 既定の jcp-format は、 このプロパティ  ファ イルでは、次のメ ッセージから
構成されています。

monitor.jcp-format=(jcp) Heap={totalMemory}KB Listen={jcp.listenTh} 
Idle={jcp.idleTh} Queued={jcp.delayTh} Busy={jcp.busyTh} 
Total={jcp.totalTh} Requests (count/total ms)={jcp.handledRq}/
{jcp.handledMs} Delayed={jcp.delayRq} TotalDelay={jcp.delayMs} 
BytesIn={jcp.bytesIn} BytesOut={jcp.bytesOut} Sessions (active/
in memory)={sessions}/{sessionsInMem}

形式フィールドはすべて同じ行にある必要があ り ます。

カスタムカスタムカスタムカスタム メ ト リ ッ ク形式メ ト リ ッ ク形式メ ト リ ッ ク形式メ ト リ ッ ク形式

JRun は、 ログ メ ッセージを生成する と きにすべての変数値を リセッ ト します。 した
がって、 ログ内の各ログ メ ッセージ内には、直前の時間間隔において発生したイベン
ト を蓄積できます。

カスタム  レポート では、 monitor.interval プロパティ が非常に重要です。 このプロパティ
を秒単位で設定するこ とによって、分、 時、日、 またはどのよ うな間隔でも統計を追跡
できます。 これは、 課金モデルのサポートに役立ちます。 このセクシ ョ ンで取り上げ
られているサンプル データは 10 秒間隔で追跡されています。

たとえば、 JVM 空きメ モリ 容量、 処理する要求の数、 JRun Web サーバーのクライアント
に書き戻される総バイ ト数のみを追跡する場合は、monitor.format プロパティは次のよ
うに設定して ください。

monitor.format=Free={freeMemory}KB Requests={web.handledRq} 
Out={web.bytesOut}

ログ ファ イル内のメ ト リ ッ ク  ログ メ ッセージは次のよ うに表示されます。

10/02 13:16:11 metrics (JRun) Free=4271KB Requests=9 Out=1613
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ログ ファ イルの作成時は次の点に注意して ください。

• すべてのメ ト リ ッ ク変数を中カッコ  { } で囲みます。

• サーバー固有の各メ ト リ ッ クの前に jcp.(外部 Web サーバーの場合 ) または
web.(JWS の場合)を付けます。

• (オプシ ョ ン ) 演算を中カッコで囲む場合は、 メ ト リ ッ ク  データに対して基本的な
数学演算を行います。 たとえば、 {{totalMemory} - {freeMemory}} は、 2 つの
メ ト リ ッ ク間の差を返します。

次の 2 つのセクションでは、メ ト リ ッ ク  サービスが利用できる変数について説明します。

JVM 別および別および別および別および JRun サーバー別メ ト リ ッ クサーバー別メ ト リ ッ クサーバー別メ ト リ ッ クサーバー別メ ト リ ッ ク

JRun には、 JVM および JRun サーバー固有のメ ト リ ッ ク変数がい くつか用意されてい
ます。 これらの変数をモニタ形式に追加する と、 JVM または JRun サーバーに関する
特殊情報を記録できます。 次の表でこれらのメ ト リ ッ クを説明します。

JRun Web サーバーまたはサードパーテ ィサーバーまたはサードパーテ ィサーバーまたはサードパーテ ィサーバーまたはサードパーテ ィ  Web サーバーのメ ト リ ッ クサーバーのメ ト リ ッ クサーバーのメ ト リ ッ クサーバーのメ ト リ ッ ク

また JRun には、JRun Web サーバー (JWS) および外部 Web サーバーに関する特殊情報を
反映する メ ト リ ッ ク も用意されています。 これらの変数をモニタ形式に追加する と、
JWS または JRun サーバーの外部 Web サーバーへの接続に関する特殊情報を記録でき
ます。 

これらの変数の前には jcp. (外部 Web ブラウザの場合) または web. (JWS の場合)を付ける
必要があ り ます。 次に例を示します。

{web.bytesIn}
{jcp.bytesIn}

変数変数変数変数 説明説明説明説明

freeMemory JVM ヒープ内の空き メモリのキロバイ ト数

totalMemory JVM ヒープの総キロバイ ト数 (空き メモリおよび使用メモリ )

sessions アクテ ィ ブ セッシ ョ ンの現在の数

sessionsInMem メモリ内のアクテ ィ ブ セッシ ョ ンの現在の数。セッシ ョ ンの永続性は、
JRun の構成により、 セッシ ョ ン レポジト リまで維持できます。
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次の表でこれらのメ ト リ ッ クを説明します。

メ ト リ ッ クメ ト リ ッ クメ ト リ ッ クメ ト リ ッ ク  データを使用したレポートの生成データを使用したレポートの生成データを使用したレポートの生成データを使用したレポートの生成

JRun のメ ト リ ッ ク  ログ メカニズムを使用すると、 データを出力して、 パフォーマンス
解析またはト ラフ ィ ッ ク  レポート などのさまざまな種類のデータを生成できます。

このセクションでは、 JRun ログ情報を使用して生成できる、簡単なカスタム レポートに
ついて説明します。

CSV フ ァイルの作成フ ァイルの作成フ ァイルの作成フ ァイルの作成

メ ト リ ッ ク  データの一般的な用途は、スプレッ ドシート  アプリケーシ ョ ンに直接イン
ポートできる  CSV (Comma Separated Value) ファ イルの出力です。CSV 出力を生成す
るには、 メ ト リ ッ ク変数および定数間にカンマが挿入されるよ うにモニタ形式を変更
します。 次の例のよ うに、 必ずカンマで開始して日付/時刻を区切り ます。

monitor.jcp-format= ,{jcp.bytesIn},{jcp.bytesOut},{totalMemory},
{freeMemory},{{totalMemory}-{freeMemory}}

この例では、 次のよ うな JRun サーバーのログ ファ イルが作成されます。

11/01 13:34:51 metrics (JRun) ,0,0,3191,944,2247
11/01 13:35:01 metrics (JRun) ,0,0,3191,1239,1952
11/01 13:35:11 metrics (JRun) ,0,0,3191,1180,2011

モニタ形式変更後に JRun サーバーを再起動して変更を有効にする必要があ り ます。

次のセクショ ンでは一般的なモニタ形式について説明します。 また、 データを例示する
サンプル グラフも記載します。

変数変数変数変数 説明説明説明説明

[jcp|web].busyTh 現在動作中のスレッ ドの数

[jcp|web].delayTh 実行を待っているスレッ ドの数

[jcp|web].idleTh 新しい要求を待っているスレッ ドの数

[jcp|web].listenTh 新しい接続に応答するスレッ ドの数

[jcp|web].totalTh ワーカ  スレッ ドの総数

[jcp|web].delayRq 高並列処理による、 遅延した要求の数

[jcp|web].droppedRq 破棄された要求の数

[jcp|web].handledRq 処理された要求の数

[jcp|web].handledMs 要求の処理に要したミ リ秒数

[jcp|web].delayMs 遅延ステートで要したミ リ秒数

[jcp|web].bytesIn すべての要求から読み出されたバイ トの数

[jcp|web].bytesOut すべての応答のために書き込まれたバイ トの数
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メモリの使用状況の追跡メモリの使用状況の追跡メモリの使用状況の追跡メモリの使用状況の追跡

JRun サーバーの JVM ヒ ープ統計は、 totalMemory および freeMemory メ ト リ ッ ク を使
用するこ とによって記録できます。仮に monitor.format プロパティ  が jcp-format を
参照する場合は、 次の行を  JRun サーバーの local.properties ファ イルに追加します。

monitor.jcp-format=,{totalMemory},{{totalMemory}-{freeMemory}}

このサンプルには、 日付/時刻の列のほかに次の 2 つの列があ り ます。 

• totalMemory: JVM ヒープの総キロバイト 数 (空きメモリ および使用メモリ ) を表します。

• freeMemory: JVM ヒープ内の空きメ モリ のキロバイト 数を表します。

ログログログログ エン ト リのサンプルエン ト リのサンプルエン ト リのサンプルエン ト リのサンプル

10/27 15:29:55 metrics (JRun) ,3191,2518
10/27 15:30:05 metrics (JRun) ,3267,2811
10/27 15:30:15 metrics (JRun) ,4291,2866
10/27 15:30:25 metrics (JRun) ,4291,2912

サンプルサンプルサンプルサンプル グラフグラフグラフグラフ

次のサンプル グラフは、使用メモリが一定の場合に、 ヒープ サイズが増加していることを
示します。
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転送量の追跡転送量の追跡転送量の追跡転送量の追跡

転送量の追跡は、非常に重要なレポート要素です。 ト ラフィ ッ ク量の周囲に収益モデルを
設計したり、JRun サーバーの使用量のレポートをベースにト ラフィ ッ クを制限できます。
仮に monitor.format プロパテ ィが jcp-format を参照する場合は、 次の行を  JRun
サーバーの local.properties ファ イルに追加します。

monitor.jcp-format=,{jcp.bytesIn},{jcp.bytesOut}

このサンプルには、 日付/時刻の列のほかに次の 2 つの列があ り ます。 

• bytesIn: すべての要求から読み出されたバイ トの数

• bytesOut: すべての応答のために書き込まれたバイ トの数

ログログログログ エン ト リのサンプルエン ト リのサンプルエン ト リのサンプルエン ト リのサンプル

10/27 16:41:46 metrics (JRun) ,1925,12596
10/27 16:41:56 metrics (JRun) ,5320,25503
10/27 16:42:06 metrics (JRun) ,0,0
10/27 16:42:16 metrics (JRun) ,20841,179626
10/27 16:42:26 metrics (JRun) ,1491,4017
10/27 16:42:36 metrics (JRun) ,14580,23002
10/27 16:42:46 metrics (JRun) ,13113,74097
10/27 16:42:56 metrics (JRun) ,26674,29309
10/27 16:43:06 metrics (JRun) ,115106,107670
10/27 16:43:16 metrics (JRun) ,14529,64132

サンプルサンプルサンプルサンプル グラフグラフグラフグラフ

次のサンプル グラフは、一般的にト ラフィ ッ クが増大傾向にある場合の負荷量の急激な
増加をバイ ト単位で示します。
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要求の追跡要求の追跡要求の追跡要求の追跡

も う  1 つの ト ラフ ィ ッ ク解析方法は要求を利用したものです。 この場合、 JCP 要求を
追跡する際に、 Web サーバーと  JRun サーバー間の通信をチェ ッ ク し ます。 仮に
monitor.format プロパティが jcp-format を参照する場合は、次の行を JRun サーバー
の local.properties ファ イルに追加します。
monitor.jcp-format=,{jcp.handledRq},{jcp.handledMs},{jcp.bytesOut}

このサンプルには、 日付/時刻の列のほかに次の 3 つの列があ り ます。 

• handledRq: 処理された要求の数

• handledMs: 要求の処理に要した ミ リ秒数

• bytesOut: すべての応答のために書き込まれたバイ トの数

ログログログログ エン ト リのサンプルエン ト リのサンプルエン ト リのサンプルエン ト リのサンプル

10/27 16:38:08 metrics (JRun) ,4,110,13440
10/27 16:38:18 metrics (JRun) ,14,241,52907
10/27 16:38:28 metrics (JRun) ,6,190,23828
10/27 16:38:38 metrics (JRun) ,31,401,143053
10/27 16:38:48 metrics (JRun) ,58,560,302296

サンプルサンプルサンプルサンプル グラフグラフグラフグラフ

次のサンプル グラフは、 この要求について、各要求の平均キロバイ ト数が一定である
こ とを示します。 要求を処理する  MS の平均数は実際には、 要求数が増えるにつれて
小さ くなり ます。
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NOC との統合との統合との統合との統合

このセクションで説明してきたレポートのほかに、 次の JRun メ ト リ ック変数にも留意し
て ください。 これらの変数を使用する と、 カスタム  レポート を生成したり、 Netcool
や BMC Software の PATROL などの NOC に対して、カスタム  データを提供できます。
• delayTh

• delayRq

• droppedRq

• delayMS

• busyTh

たとえば、 droppedRq (破棄された要求) をログに含め、 monitor.interval を 60 に設
定します。 PATROL ナレッジ モジュール エージェン トにカスタム  ログ ファ イルを解
析させ、 droppedRq をチェ ッ ク させます。 エージェン トのルールの一環と して、 1 分
間に破棄された要求の数が 5 を超えたかど う かをチェ ッ ク します (エラーに備えて少
し余裕を残しておきます)。 JRun サーバーが要求の破棄を開始する と、NOC によって
ユーザに通知されます。
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EJB エンジンの設定エンジンの設定エンジンの設定エンジンの設定
EJB エンジンには多く の機能があり 、 高度な技術を持つ開発者は、 これらの機能を使用
して基本機能をカスタマイズおよび拡張できます。これらの機能を利用すると 、エンド

ツー エンド  ソ リ ューショ ンを提供しながら 、 同時に EJB プログラ ミ ングを完全に活用
すること ができるよ う になり ます。
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フェイルセーフフェイルセーフフェイルセーフフェイルセーフ  モードモードモードモード

フェイルセーフ  モードでの実行時は、 JRun が リモート起動による自動復旧機能を提
供します。 サーバーが停止している場合にクライアン トが接続を試みる と、 RMID が
自動的にそのサーバーを再起動します。フェイルセーフ  モードでサーバーを起動する
前に、 RMID を起動しておく必要があ り ます。 RMID を起動せずにサーバーを起動し
よ う とする と、 エラー メ ッセージが表示され、 サーバーは起動されません。

RMID
RMID は、Java 2 プラッ ト フォームのリ モート 起動エージェント であり 、EJB エンジンは
RMID を使用してフェイルセーフ操作を提供します。 特定のサーバー上でフェイル
セーフ  モード で実行している  JRun のすべてのインスタンスが、 RMID を使用して管理
されます。 JRun のあるインスタンスが停止した場合、 次のク ライアント がそのインス
タンスに接続しよ う としていることを RMID が検知すると、自動的にそのインスタンスを
再起動します。 

RMID は、実行ディレク ト リのすぐ下に log ディレク ト リを作成します。このディレク ト リ
には、 RMID が JRun のインスタンスを再起動する際に使用する情報が含まれています。
開発およびテスト 時は RMID を毎回ク リ ーンな状態で起動するこ と が望ましいため、
RMID を再起動する前に log ディレク ト リを削除してください。詳細は、JDK のマニュアル
または http://java.sun.com/products/jdk/rmi を参照してく ださい。

JRun をフェイルセーフ モードで起動する前に、 RMID を起動する必要があ り ます。
RMID を起動するには、コマンド  ウィ ンド ウを開いて作業ディ レク ト リ に移動し、次の
手順を実行します。

Solaris 上の上の上の上の RMID

Solaris 上の上の上の上の RMID を起動するにはを起動するにはを起動するにはを起動するには

• 次のコマンドを入力します。

% cd /tmp
% rmid

既定では、 [rmid log] ウ ィンド ウに出力メ ッセージが表示されます。

Solaris 上の上の上の上の RMID を停止するにはを停止するにはを停止するにはを停止するには

• 次のコマンドを入力します。

% rmid -stop

Windows 上の上の上の上の RMID

Windows 上の上の上の上の RMID を起動するにはを起動するにはを起動するにはを起動するには

1 コマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開きます。 

http://java.sun.com/products/jdk/rmi
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2 次のコマンドを入力します。

C:\> cd \temp 
C:\temp> start rmid

rmid.exe という タイ トルの新しいウィンドウが表示されます。既定では、この新しい
ウ ィ ン ド ウに出力メ ッセージが表示されます。 このウ ィ ン ド ウは、 RMID が停止
されるまで開いたままになり ます。

Windows 上の上の上の上の RMID を停止するにはを停止するにはを停止するにはを停止するには

• 次のコマンドを入力します。

C:\temp> rmid -stop

サーバーサーバーサーバーサーバー ツールツールツールツール

サーバー ツールを使用して、 EJB エンジンをフェイルセーフ モードで起動および停止し
ます。 -start オプションを使用すると、 /deploy ディレク ト リのファイルを使ってサー
バーが起動されます。 このと き、 Deploy ツールが以前に処理した Bean Jars が、 生成
された runtime.properties フ ァ イルと と もに /deploy ディ レ ク ト リから  /runtime
ディ レク ト リにコピーされます。 また、 ejipt_objects.jar および ejipt_exports.jar ファ
イルもコピーされます。 そして、 EJB エンジンを起動します。

EJB エンジンをフェイルセーフエンジンをフェイルセーフエンジンをフェイルセーフエンジンをフェイルセーフ  モードで起動するにはモードで起動するにはモードで起動するにはモードで起動するには 
• 次のコマンドを入力します。

% cd /jrun 
% java -Djava.security.policy=lib/jrun.policy -classpath

lib/ejipt_tools.jar allaire.ejipt.tools.Server -start

-restart オプショ ンを使用すると 、 jar ファ イル、および /runtime ディ レク ト リ に
コピー済みの runtime.properties ファ イルを使ってサーバーが起動されます。 

事前に準備した事前に準備した事前に準備した事前に準備した runtime ファイルを使用してファイルを使用してファイルを使用してファイルを使用して EJB エンジンを再起動するにはエンジンを再起動するにはエンジンを再起動するにはエンジンを再起動するには

• 次のコマンドを入力します。

% cd /jrun
% java -Djava.security.policy=jrun.policy -classpath

lib/ejipt_tools.jar allaire.ejipt.tools.Server -restart

-stop オプシ ョ ンを使用する と、 サーバーが停止します。 

EJB エンジンを停止するにはエンジンを停止するにはエンジンを停止するにはエンジンを停止するには

• 次のコマンドを入力します。

% cd /jrun
% java -Djava.security.policy=lib/jrun.policy -classpath

lib/ejipt_tools.jar allaire.ejipt.tools.Server -stop

EJB エンジンのフェイルセーフ モードでの起動および停止に関する追加情報については、
JRun 文書のページで提供されている  allaire.ejipt.tools.Server API JavaDocs を参照して
ください。
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EJB エンジンの埋め込みエンジンの埋め込みエンジンの埋め込みエンジンの埋め込み

EJB エンジンは、アプ リ ケーシ ョ ン内でク ラス と してインスタンス化するこ とによ り、
インプロセスで実行できます。 次のサンプル コードはその例です。

// これは JRunInstallDirectory/lib/ejipt.jar にあります。
import allaire.ejipt.*;

Ejipt.prepareEnvironment(true);
Ejipt.prepareProperties(null);
final Ejipt ejipt = new Ejipt(true);
ejipt.start();
ejipt.export(0);

Ejipt.prepareEnvironment(true) ステート メ ント により 、スタブやプロパティ などの
必須ファ イルが、 /deploy サブディ レク ト リ から  /runtime サブディ レク ト リ にコピー
さ れます。 Ejipt.prepareProperties(null) ステート メ ント によ り 、 さ まざまな
プロパティ  ファ イルからプロパティがロード されます。 

final Ejipt ejipt = new Ejipt(true) ステート メ ント によ り 、 EJB エンジンの
インスタンスが作成されます。 ejipt.start() ステート メン トでリモート  オブジェク ト
およびホーム  オブジェク ト がロード され、ejipt.export(0) ステート メ ント で EJB エ
ンジンのポートが設定されます。 0 引数により 、 未指定の空きポート を使用するよ うに
サーバーに指示が与えられます。 

自動復旧は、 このモードでは使用できません。

完全なサンプルについては、『JRun サンプル ガイ ド  』のサンプル 1a を参照してください。

EJB エンジンのサブクラス化エンジンのサブクラス化エンジンのサブクラス化エンジンのサブクラス化

これは、 EJB エンジンをスタンドアロン  モードで実行していると き、 および EJB エンジン
を  JRun サービスと して実行している と きに機能します。

カスタムカスタムカスタムカスタム サーバーのコーディングサーバーのコーディングサーバーのコーディングサーバーのコーディング

allaire.ejipt.Ejipt ク ラスをサブク ラス化し、 選択したメ ソ ッ ドを上書きするカスタム
サーバーのコードを作成できます。この場合も、EJB エンジンはスタンドアロン モードで
実行されています。 

allaire.ejipt.Ejipt 内のメ ソッ ドに関する追加情報については、 JRun 文書のページで提供
されている  allaire.ejipt.Ejipt JavaDocs を参照して ください。
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スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン EJB エンジンとしてのカスタムエンジンとしてのカスタムエンジンとしてのカスタムエンジンとしてのカスタム サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用

このサンプルでは、 サブクラス化した EJB エンジンの名前を MyServer と します。 また、
MyServer.class は、現在の作業ディレク ト リに含まれているものと します。 /jrun を、
適切なホーム  ディ レク ト リのパスに置き換えます。

java -Djava.security.policy=policy file
-Dejipt.home=/jrun -classpath “.;/jrun/lib/ejipt.jar” MyServer

メモメモメモメモ

こ のサンプルを使用するには、 jms.jar、 ejb.jar、 jta.jar、 および jndi.jar ファ イルが
システムのク ラ スパスに対し て定義されている必要があ り ます。 または、 これらの
ファイルを  -classpath 引数で指定します。

JRun サービスと してのカスタムサービスと してのカスタムサービスと してのカスタムサービスと してのカスタム サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用

allaire.ejipt.Ejipt を拡張して、 それを  allaire.ejipt.Ejipt の代わりに使用して JRun
サーバーで実行する場合は、global.properties ファ イルを開き、 ejb.ejipt.classname プ
ロパティを、 allaire.ejipt.Ejipt を拡張するク ラスの名前に変更します。

また、ク ラスが含まれている  JAR ファ イルを追加して ejb.classpath プロパティを更新
します。
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サードパーティサードパーティサードパーティサードパーティ  JDBC ド ライバの使用ドライバの使用ドライバの使用ドライバの使用

サードパーティ  JDBC ド ラ イバを使用する場合は、 これをサーバー マシンにインス
ト ールする必要があり ます。 サーバーを起動する前に、 ド ラ イバの JAR ファ イルを
クラスパスに含める必要があります。 EJB サンプルを make ファイルを使用して実行する
場合は、 次の行を入力します。 その際、 ド ライバの正しいパスを指定して ください。

bash$ export JDBC_DRIVERS=/path/ ド ライバ名

また、deploy.properties ファ イル内の ejipt.sourceDriverClassName も必ず設定
して ください。

デバッグデバッグデバッグデバッグ モードでの実行モードでの実行モードでの実行モードでの実行

EJB エンジンは、 Java Debugger を使用して実行できます。 たとえば、 JRun サンプル
を  Java Debugger で実行できます。 EJB エンジンをこのよ うに実行する こ とによ り、
Bean の手順を追って示し、 デバッグ処理を非常に単純かつ明瞭なものにできます。

Java Debugger でサーバーを実行するにはでサーバーを実行するにはでサーバーを実行するにはでサーバーを実行するには

1 次のコマンド を入力します ("java" ではなく  "jdb" であるこ と に注意してく ださい) 。

jdb -Djava.security.policy=/jrun/lib/jrun.policy -Dejipt.home=/jrun
-classpath ".;/jrun/lib/ejipt.jar" Server

メモメモメモメモ

このサンプルを使用するには、 jms.jar、 ejb.jar、 jta.jar、 および jndi.jar ファイルを
システムのク ラ スパスに含める必要があ り ます。 または、 これらのフ ァ イルを

-classpath 引数で指定します。 Windows NT では、- classpath 引数に JAR ファ イ
ルを指定する場合、スペースが足りなければファ イルの短縮名を使用します (たと
えば、 Program Files の代わりに Progra~1 を使用します )。

2 プロンプ トに、 次のコマンドを入力します。

% stop at ejbeans.BalanceBean:39
% run

3 別のコマンド  プロンプト  ウィ ンド ウを開き、 クライアント を起動します (Windows
では必ず makew を使用してく ださい )。

C:\> bash
bash$ export JRUN_HOME=/jrun
bash$ cd /jrun/samples/sample2a
bash$ make run
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4 ログインして ト ランザクシ ョ ンを実行します。

サーバーは、 BalanceBean の 40 行目で停止します。 

5 プロンプ トに 「cont」 と入力して、 処理を続行します。 

追加情報およびコマンドについては、「help」 と入力するか、 または、 Java Debugger
のマニュアルを参照して ください。

/deploy およびおよびおよびおよび /runtime ディ レク ト リの移動ディ レク ト リの移動ディ レク ト リの移動ディ レク ト リの移動

/deploy および /runtime ディ レク ト リは、 公開する  Bean だけでな く、 JRun が生成
したホームおよびオブジェク ト の実装が含まれているペアです。 そのペアの共通の
親ディ レ ク ト リは、 ejipt.ejbDirectory と呼ばれます。 この親ディ レク ト リ は、 JRun
サーバーご とに JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/サーバー名とい うディ レク ト リ
に設定されます。 ただし、 次のよ うに ejipt.ejbDirectory プロパティを変更する と、
/deploy および /runtime ディ レク ト リ を別の場所から使用できます。

• EJB エンジンを JRun サービスとして実行する場合 JRun サーバーの
local.properties ファ イ ルを開き、- Dejipt.ejbDirectory を、 {jrun.server.rootdir}
から、 /deploy および /runtime ディ レク ト リが含まれているディ レク ト リの完全
指定パスに変更するこ とによって、 ejb.javaargs プロパティを変更します。

• スタンドアロン EJB エンジンを実行する場合 Java コマンド ラ イン  パラ メータ
と して -Dejipt.ejbDirectory="full directory path" を追加します。 同じホス ト上で
複数の EJB エンジンを実行する場合は、- Dejipt.classServer.port=classserverport
および -Dejipt.homePort=homeport とい う  Java コマンド ラ イン  パラ メータを使
用して、 エンジンご とに個別のポート番号を指定する必要があ り ます。

ステージングと運用環境ステージングと運用環境ステージングと運用環境ステージングと運用環境

EJB のテス ト が可能な状態になったら 、 ステージング領域を設定して実行時環境を
シ ミ ュレー ト できます。 このステージング領域を使用してシステム  テス ト を行い、
runtime 実行可能モジュールを作成します。

最終的な運用環境では、/deploy ディ レク ト リ はオプショ ンです。テスト を終了したら 、
/runtime ディ レク ト リ を圧縮し、運用環境で /runtime ディ レク ト リ を複製できます。
ステージング領域では、 javac またはその他の Java コンパイ ラを使用できるよ う に
しておく必要があ り ます。
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作成と作成後作成と作成後作成と作成後作成と作成後

必要に応じ 、 ejbPostCreate() メ ソ ッ ド は、 実際の作成を実行し ます。 そのため、
インスタンス  フィ ールド の必須検証を行う には通常、 ejbCreate() メ ソ ッ ド が使用
されます。 ejbCreate() および ejbPostCreate() メ ソ ッ ドの引数リ ス トは同じである
必要があ り ます。

次の ejbPostCreate() メ ソ ッ ド の実装ではまず、 データベースへの接続を取得し 、
そのプラ イマ リ  キーによって表されるオブジェ ク ト がデータベース内に存在するか
どう かが調べられます。存在する場合は、Bean インスタンスのステート が設定されます。
Select が結果を返さない場合は、オブジェクト が作成されてデータベースに挿入されます。

public void ejbPostCreate(final int accountId)
throws CreateException, RemoteException{

try{
final Statement statement = 

ResourceManager.getConnection(“source1”).createStatement();
final ResultSet results = statement.executeQuery("SELECT value FROM 

account WHERE id = " + _context.getPrimaryKey());
if (!results.next()){

statement.executeUpdate("INSERT INTO account (id, value) VALUES 
("+_context.getPrimaryKey() +"," + _value +")");

}else{
_value = results.getInt(1);
results.close();

}
}
catch (final Exception exception){
exception.printStackTrace();
throw new RemoteException("create failed");

}
}

コンテナは、 createSQL ステート メン ト を実行するこ とによって作成引数の妥当性を
チェッ クします。 createSQL は、 プライマリ  キー フィールドが含まれている結果セッ ト
を返します。 結果が返されない場合は、 CreateException が返され、 作成引数が無効
であるこ とを示します。

結果が返された場合は、 コンテナによ り、 返されたフ ィールドを基にしてプライマ リ

キーが生成されます。 さらにコンテナによ り、そのプライマリ  キーを持つオブジェク トが
サーバー内に存在するかど うかが調べられます。

サーバー内にプラ イマ リ  キーが存在し、 ejipt.isCreateSilent がtrue に設定され
なかった場合は、 javax.ejb.DuplicateKeyException が返されます。
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コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト  ファク ト リファク ト リファク ト リファク ト リ

ホーム  オブジェ ク ト の LDAP ディ レ ク ト リへのバインディ ングを可能にする  JNDI
Referenceable のサポートが提供されています。すべてのホーム参照は、LDAP サービス
プロバイダによって供給されている ものを含む、 任意の JNDI コンテキス トに含める
こ とができます。 

コンテキスト  ファク ト リ を作成するこ と によって、 カスタム  JNDI コンテキスト を使用
できます。 カスタム  コンテキスト またはサード パーティ  コンテキスト のいずれかの
インスタンスへのアクセスが一度確立すると 、これに応じて参照がホーム オブジェクト に
バインド または再バインド さ れます。 ホーム  オブジェク ト 参照は、 通常の検索メ カ
ニズムを使用して既定の EJB エンジン  コンテキス トから取り出されます。

JNDI を使用してネーム  サーバーまたはディ レク ト リ  サーバーのサービスにアクセスする
場合はまず、 JNDI コンテキス トのインスタンスを作成します。 JNDI には、 このコン
テキスト 作成プロセスを標準化するための InitialContext API が用意されています。
JNDI によって作成されるコンテキス トのタイプは、InitialContext API を呼び出す前に
サービス  プロバイダ固有のコンテキスト  ファクト リ を指定することによって制御します。

JRun には、 JNDI コンテキス ト を作成するためのコンテキス ト  ファ ク ト リが含まれて
います。 これらのコンテキス トは、標準 bind メカニズムを使用して、 EJB エンジンに
よって取り込まれた後にク ライアン トに割り当てられます。

ディ レク ト リ  サーバー (LDAP) へのアク セスを提供するオプショ ンなど、 JNDI コン
テキス ト をカスタマイズするためのオプションが多数あるため、 EJB エンジンは、 ホーム
オブジェク ト をサード パーティ  コンテキス ト にはバイ ンド し ません。 これによ り、
拡大し続けるカスタマイゼーショ ン  オプショ ン  リ スト を制御するための専用のプロパティ
セッ ト を指定する必要はあ り ません。

カスタム コンテキス ト  ファ ク ト リ を作成するには、
java.naming.spi.InitialContextFactory インターフェ イ スを、 1 つのメ ソ ッ ド
getInitialContext(...) を持つク ラ ス内に組み込む必要があり ます。 こ のメ ソ ッ ド
内で、 EJB エンジンの初期コンテキスト を作成し、任意のカスタム  オブジェク ト をこの
コンテキスト にバインド し ます。 また、 ク ラ イアン ト  コード内では、 カスタム  コン
テキス ト  ファ ク ト リの名前と と もに 
allaire.ejipt.ContextFactory INITIAL_CONTEXT_FACTORY プロパテ ィ も必ず設定
して ください。

EJB エンジンは、JRun によってエクスポート されたホーム  オブジェク ト を持つサード
パーティ  JNDI コンテキス ト をカスタマイズするのに、 標準コンテキス ト  ファ ク ト リ
メ カニズムに依存します。LDAP ディ レク ト リ などのサード パーティ  コンテキスト から
ホーム オブジェク トにアクセスする場合はまず、 コンテキス ト  ファク ト リを作成します。
さ らに、 このコンテキス ト  ファ ク ト リは、 JRun およびサードパーティ  ディ レク ト リ
サーバーの両方に接続し、選択されているカスタマイゼーショ ン  オプショ ンを使用して
ホーム  オブジェク ト をバインド します。  
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プロパティの操作プロパティの操作プロパティの操作プロパティの操作

このセクシ ョ ンには、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ ンの開発』 で扱われていない EJB
プロパティの操作方法に関する情報が含まれています。

コンテナのプロパテ ィコンテナのプロパテ ィコンテナのプロパテ ィコンテナのプロパテ ィ

EJB エンジンによって作成されたすべてのコンテナには独自のプロパテ ィ  リ ス ト が
あ り ます。 このプロパティ  リ ス トは、既定では、サーバーのプロパティ  リ ス トに設定
されます。 JAR の ト ップレベルの default.properties ファ イルは、 このプロパティ
リ ス トにロード され、 以前にロード されたサーバー プロパティに上書きされます。

公開されたすべての Bean は、 すべてのシステム プロパティ、 ejipt.properties、 コマン
ド  ラ イ ン  プロパティ 、 および local.properties への読み取り 専用のアク セス権限を
持っています。下位レベルのプロパティ にアクセスすると 、上位レベルでは常にプロパ
ティ が上書き されます。

Bean プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

このセクシ ョ ンには、『JRun によるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 で扱われていない Bean
プロパティに関する情報が含まれています。

命名命名命名命名 Bean

命名 Bean またはそれらのインターフェイスには必要条件も制限事項もあり せん。命名
規則では一切仮説を立てら れません。 し たがって、 Bean 開発者は、 Bean のホーム
インターフェイス、Bean のリモート  インターフェイス、および Bean の実装の名前を
Bean のプロパティ  ファ イル内で指定するこ とが必要です。 たとえば、 次のエン ト リ
(推奨規則) を含めるこ とができます。

ejb.homeInterfaceClassName=ejbeans.CustomerHome
ejb.remoteInterfaceClassName=ejbeans.Customer
ejb.enterpriseBeanClassName=ejbeans.CustomerBean
#次のエン ト リを含めることもできます。 ただし、 推奨はしません。
#ejb.homeInterfaceClassName=ejbeans.Abc
#ejb.remoteInterfaceClassName=ejbeans.Xyz
#ejb.enterpriseBeanClassName=ejbeans.SomeBean

エンティティ  Bean のプライマリ  キー ク ラス  タイプを指定する必要があり ます。 この
プライマリ  キー クラス  タイプは、 Deploy ツールがク ラス  実装を作成する際に使用し
たり、 コンテナがコンテナ管理パーシスタンスを使用する際に使用します。

#プライマリ キー クラス タイプ
ejb.primaryKeyClassName=ejbeans.PK
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Home 名名名名
開発者は、JNDI ネーム空間内の Bean に関連付けられている  Home 名を指定する必要が
あり ます。 このプロパティ は、 JNDI コンテキスト 内のホーム  オブジェク ト をバインド
するのに使用されます。

ejb.beanHomeName=sample2a.BalanceHome

ステート管理ステート管理ステート管理ステート管理

ejb.stateManagementType プロパティは、セッシ ョ ン Bean のステートの管理方法を
指定します。 有効な値は、 stateful_session と  stateless_session です。 指定しな
い場合、 EJB エンジンは、 Bean をエンティティ  Bean と想定します。

ejb.stateManagementType=stateful_session

許容許容許容許容 ID 
開発者は、 allowedIdentities プロパティ を使用して、 Bean のすべてのメ ソ ッ ド
または特定のメ ソ ッ ド を呼び出す権限を与える  ID またはロールの一覧を指定するこ と
によって、 ロールベースのセキュ リティを実装できます。指定しない場合、 プロパティ
は、 デフォルトでは、 すべての認証されたユーザに設定されます。 メ ソ ッ ド レベルの
セキュ リ ティを指定するには、 メ ソ ッ ド名を接頭辞と して使用します。

特殊な値 system を指定すると 、system ID を使用した呼び出しのみが、メ ソッ ド を実行
できます。

remove.ejb.allowedIdentities=system

特殊な値 all は、 認証に関係な くすべてのユーザを示します。 次の例では、 すべての
ユーザが create および getValue メ ソ ッ ドを使用できますが、 save メ ソ ッ ドは貯蓄
者ロール内のユーザしか使用できず、 spend メ ソ ッ ドは支出者ロール内のユーザしか
使用できないよ うに制限します。

create.ejb.allowedIdentities=all
getValue.ejb.allowedIdentities=all
save.ejb.allowedIdentities=saver
spend.ejb.allowedIdentities=spender

オブジェク トのタイムアウトオブジェク トのタイムアウトオブジェク トのタイムアウトオブジェク トのタイムアウト

Bean は、 ejb.sessionTimeout を使用して、 セッ ショ ン  オブジェク ト のタイムアウト
までの秒数を指定できます。 指定しない場合、 既定では、 900 (15 分) に設定されます。

ejb.sessionTimeout=300

ejipt.isTimeoutFromCreate は、 セッシ ョ ン  オブジェク トのタイムアウ ト を、 オブ
ジェク ト作成直後から始めるか、 または直前のアクセスから始めるかを指定するための
プロパティ です。 このプロパティ を指定しない場合、既定では、直前のアクセスに設定
されます。

ejipt.isTimeoutFromCreate=true

Bean には、 追加のプロパティ を指定できます。 利用可能なプロパティの詳細な一覧
については、JRun JavaDocs の API マニュアルの EjiptProperties を参照してく ださい。
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既定のプロパテ ィ既定のプロパテ ィ既定のプロパテ ィ既定のプロパテ ィ

default.properties ファ イ ルは通常、 コ ンテナ レベルのプロパティ を指定し ます。
コンテナ内のすべての Bean は、 このファイル内で設定されているプロパティにアク
セスできます。 たとえば、 すべての Bean が利用できるコンテキス トの数を設定した
り、特定の Bean についてコンテキス トの数を制限できます。 また、各 Bean のプロパ
ティ  ファ イル内でプロパティを指定するのではな く、 JAR 内のすべての Bean に適用
されるプロパティの指定もできます。

ejipt.maxContexts=100
BigBean.ejipt.maxContext=5

default.properties ファ イル内で設定されるプロパティは、そのコンテナ内の Bean
にのみ影響を与えます。プロパティの先頭に Bean の名前を付ける と、その Bean のプ
ロパティのみが設定されます。

マニフェス トマニフェス トマニフェス トマニフェス ト

記述子ファ イルを使用しない場合は、 JAR ファ イル内の Bean を識別する   manifest
ファ イルを含める必要があ り ます。 

公開する各 Bean のプロパティ  ファ イルは、 'Enterprise-Bean : True' とい うエン ト リ
と と もに manifest ファ イル内にリ ス ト されている必要があ り ます。サブディ レク ト リ
/ejbenas 内の EJB ご とに、 次の 2 つのエン ト リがあ り ます。

Name:ejbeans/Customer.properties
Enterprise-Bean:True

プロパティ  ファイルのパスは、 スラッシュを除き、manifest ファイル内にリ ス ト されて
いるパス と同じである必要があ り ます。 このスラ ッシュには、 manifest ファ イルに
よって常にフォワード  スラ ッシュが含まれます。 また、 name と  Enterprise-Bean の
ペアは空白行で区切る必要があ り ます。

公開プロパテ ィ公開プロパテ ィ公開プロパテ ィ公開プロパテ ィ

deploy.properties ファイルには通常、サーバーレベルのプロパティが含まれています。
このファ イルは、 公開する  Bean、 ホス ト名、 データ  ソース、 および接続制限を指定
する際に Deploy ツールによって使用されます。 deploy.properties ファ イルは、
/deploy ディ レク ト リ 内に保存します。 次の例は、 簡単な  deploy.properties ファイルを
示します (接頭辞と して # が付いているプロパティはコ メン トです )。

ejipt.classServer.host=localhost
ejipt.ejbJars=sample_ejb.jar
ejipt.jdbcSurces=source1
source1.ejipt.sourceURL=jdbc:odbc:sampledb
#source1.ejipt.sourceUser=xyz
#source1.ejipt.sourcePassword=pass
ejipt.logStackTrace=true
ejipt.userHomeName=sample.CustomerHome
ejipt.roleHomeName=ejipt.RoleHome
ejipt.loginSessionHomeName=sample.CustomerSessionHome
ejipt.storeName=default
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ejipt.classServer.host はホスト 名を識別します。 ローカルで実行する場合は、 値を
localhost のままにできます。ただし、リ モート  ク ライアント が接続する場合は、値を
サーバーのホスト 名に設定する必要があり ます。値を指定しない場合、既定では、プロ
パティは現在のホス トの名前に設定されます。

公開する  JAR ファイルの一覧を指定するには、 ejipt.ejbJars プロパティを使用しま
す。 プロパティの値は、 公開する  JAR ファ イルをカンマ区切りの リ ス トにする必要が
あ り ます。 リ ス ト した JAR ファ イルは、 /deploy ディ レク ト リ内に格納されている必
要があ り ます。 指定しない場合、 既定では、 プロパティは /deploy ディ レク ト リ内の
すべての JAR ファ イルに設定されます。各 JAR ファ イルは、サーバー内に各 JAR ファ
イル独自のコンテナを持っています。

ejipt.jdbcSources および source1.ejipt.source...プロパティは、 データベース
情報を指定します。詳細は、『JRun によるアプリケーションの開発』を参照してください。

ejipt.logStackTrace=true は、すべてのスタッ ク  ト レースが詳し く 記録されるよ う に
指定します。

ejipt.userHomeName、 ejipt.roleHomeName、および ejipt.loginSessionHomeName は
すべて、 ユーザ認証とセキュ リ ティを参照します。 詳細は、 『JRun によるアプリ ケー
シ ョ ンの開発』 を参照して ください。

instance.store は、 サーバー内のすべてのコンテナによって使用される既定のス ト
アです。instance.store の固有の名前は、ejipt.storeName プロパティ を設定するこ
と によって指定できます。 また、 次のよ うに、 Bean の名前をプロパティの前に付け
るこ とによって、 その Bean のインスタンス  ス ト アも指定できます。

Customer.ejipt.storeName=Customer.store

データデータデータデータ  ソースの定義ソースの定義ソースの定義ソースの定義

deploy.properties ファ イルには、データ  ソースを定義するためのプロパティ も含まれて
います。 次のスニペッ トは、 source1、 すなわちデータ  ソースの定義を示します。

ejipt.jdbcSources=source1
source1.ejipt.sourceURL=jdbc:odbc:sample
source1.ejipt.sourceUser=xyz
source1.ejipt.sourcePassword=pass

ejipt.jdbcSource プロパティはソースに名前を付けます。ejipt.sourceURL は標準 Java
URL 定義です。この場合、標準 JDBC/ODBC ド ライバを使用して  sample と いう 名前の
データベースに接続します。 ejipt.sourceUser および ejipt.sourcePassword プロパティ
には、 データベースのユーザの名前とパスワードが含まれています。

サードパーティ  JDBC ド ライバを使用する場合は必ず、 ejipt.sourceDriverClassName
および ejipt.sourceURL プロパティを設定して ください。

source1.ejipt.sourceDriverClassName=oracle.jdbc.driver.OracleDriver 
source1.ejipt.sourceURL=jdbc:oracle:thin:@host:1521:orcl

正しいプロパティ値は、 特定のド ラ イバに固有のものでなければな り ません。 必ず、
ド ライバに付属しているマニュアルを読んで ください。 

これらのプロパティの詳細は、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して く
ださい。
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コンテナ管理パーシスタンスの使用コンテナ管理パーシスタンスの使用コンテナ管理パーシスタンスの使用コンテナ管理パーシスタンスの使用

EJB が CMP を使用する こ とを示すには、 ejb.containerManagedFields プロパティ内
のコンテナによって管理されるフ ィールドを指定します。 Bean のプロパティ  ファ イ
ル内に ejb.containerManagedFields が存在する と、 CMP の使用が ト リ ガされます。
ejb.containerManagedFields は、CMP を instance.store と併用する場合に設定する唯
一のプロパティです。 次は、 id はプラ イマ リ  キー フ ィールドで、 value は保存する
データ  フ ィールドである例を示します。

ejb.containerManagedFields= id,value

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス ストアス トアス トアス トア

instance.store を使用する場合は、 Bean に finder メ ソ ッ ドを完全に実装する必要が
あ り ます。

すべてのコンテナ管理フィールドは、 ejb.containerManagedFields リ スト 内に表示され、
instance.store を使用する場合は直列化可能である必要があ り ます。 

すべてのコンテナ管理フィールドは、公開記述子 ejb.containerManagedFields リ ス ト
内の <cmp-fields> 要素内に表示され、 instance.store を使用する際は直列化可能であ
る必要があ り ます。

また、 Bean は、 SQL クエ リで使用するデータなどの一時データの保存に使用できる
追加のインスタンス変数も定義できます。
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AutoCaller メソッ ドメソッ ドメソッ ドメソッ ド

EJB エンジンは、 EJB オブジェク トに対する メ ソ ッ ド呼び出しのスケジューリ ングを
サポート しています。 このタスクは、ResourceManager.createAutoCaller() および
ResourceManager.removeAutoCaller() メ ソ ッ ドを使用して管理します。

AutoCaller を作成するには、createAutoCaller() メ ソ ッ ドを、オブジェク ト、 メ ソッ ド、
パラメータ、および間隔 (ミ リ 秒) と と もに呼び出します。createAutoCaller()メ ソッドは、
AutoCaller の固有の ID を返します。 次に、 サーバーは、 AutoCaller が削除されるか、
またはサーバーが停止するまで、指定されたメ ソ ッ ドを指定された間隔で呼び出します。

AutoCaller を削除するには、 ResourceManager.removeAutoCaller() メ ソ ッ ド を  ID
と と もに呼び出します。 AutoCaller メ ソ ッ ドの永続性は、 サーバーがシャ ッ トダウン
している間は失われます。

EJB サンプル 7C の次の例は、 createAutoCaller() メ ソ ッ ドを呼び出します。

...
try {

Method method = Customer.class.getMethod("updateWorth", new Class[] 
{});

long interval =
Long.parseLong(getEnvironment().getProperty("updateInterval",

"1000"));
_callerId = ResourceManager.createAutoCaller(customer, method, 

new Object[] {}, interval);
}
catch (Exception exception) {

exception.printStackTrace();
}
...

詳細は、 JRun JavaDocs ファイルに付属の API マニュアル ResourceManager を参照して
ください。
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詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

このセクショ ンには、 『JRun によるアプリ ケーショ ンの開発』 で扱われていない高度な
EJB 機能に関する詳細情報が記載されています。

ト ランザクシ ョ ン属性ト ランザクシ ョ ン属性ト ランザクシ ョ ン属性ト ランザクシ ョ ン属性

Bean レベルのト ランザクシ ョ ン属性を設定するには、 次の例のよ うに、
ejb.transactionAttribute env-entry を使用します。

ejb.transactionAttribute=Supports
save.ejb.transactionAttribute=Mandatory
spend.ejb.transactionAttribute=Required

ト ランザクシ ョ ンの管理ト ランザクシ ョ ンの管理ト ランザクシ ョ ンの管理ト ランザクシ ョ ンの管理

Bean 管理ト ランザクシ ョ ン  (BMT) は、 セッシ ョ ン  Bean にのみ使用できます。 エン
ティ ティ  Bean はこの機能を使用できません。BMT を使用する場合は、Bean のプロパティ
ファ イル内のト ランザクシ ョ ン属性を次のよ うに設定する必要があ り ます。

spend.ejb.transactionAttribute=BeanManaged

セキュリテ ィの無効化セキュリテ ィの無効化セキュリテ ィの無効化セキュリテ ィの無効化

EJB セキュ リティ  チェ ッ クを無効にするには、 Bean のプロパティに
ejb.allowedIdentities=all プロパティ を追加します。EJB セキュリ ティ を使用しない
場合は、必ずセキュ リティ  チェ ッ クを完全に無効にするよ うにプロパティを指定して
ください。 以上のプロパティ を使用する と、 すべての呼び出し側は Bean のすべての
メ ソ ッ ドにアクセスできます。プロパティの前にメ ソ ッ ドの名前を付けた場合は、all

によって、 そのメ ソ ッ ドのみを呼び出すこ とができます。 
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